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冠絶の姫王エクセルシアと召喚騎士Ⅲ
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あまり知られてはいないが、この世界には十三王家と呼ばれる王族が存在している。

　十三王家はそれぞれが世界を破は滅めつに導くほど強力な力を有している。

　そんな十三王家の力の均きん衡こうを保ち、地上の平和を維い持じする存在がある。

『冠絶の姫王エクセルシア』。

　それは十年に一度、王家の姫ひめの中から選ばれる、至高の存在である。

　この物語は、冠絶の姫王エクセルシアを目指す姫と、その従者となった人間たちの、美しくも激しい、戦いの記録である。







　序章　過去からの来訪者







　夏休みが目前の七月頭。言い換かえれば、期末試験まであとちょっとなその日。

　盾たて町まち良りよ護うごは十六年の人生の中で最も驚おどろいたに違ちがいなかった。

「と、いうことで、前任の先生はしばらくのあいだ研修にいくことになった。だから、そのあいだは私が代わりに担任を務める」

　さばさばとした口調で、淡たん々たんと告げる長身の女性。

　びしっとしたパンツスーツ姿で教きよう壇だんに立つ彼女は、噓うそ偽いつわりなど一いつ切さいなさそうな澄すみ切った瞳ひとみで、生徒たちの顔を見回している。

　卵形のすっきりとした輪りん郭かくに、大きすぎず小さすぎない目や鼻が、整然と収まっている。表情に変化がなければ、彫ちよう刻こくか絵画と錯さつ覚かくしそうになるほど整った顔立ちだった。

「おっと、自己紹しよう介かいがまだだったね。私はこういうものだ」

　彼女がくるりとその場で華か麗れいなターンを決めると、後頭部の高いところでまとめ上げられている豊かな黒くろ髪かみがふわりと舞まった。

　チョークをつまみ、黒板に颯さつ爽そうと手を伸のばす。カツカツと規則正しい音を立て、まるで機械が書いたような美しい字が濃のう緑りよく色しよくの板に浮うかび上がる。

　最初の二文字で教室内がわずかにざわめいた。

　良護もまた、息を飲む。

　横の席からオリカが小声で呼びかけてきたが、反応する余よ裕ゆうはない。良護は教壇の人物から目を逸そらすことができなかった。

　視界の片かた隅すみに夏か輪りんの後ろ姿があった。彼女も良護と同じように、新しい先生に意識を奪うばわれていて、身体からだがこわばっている。

「はっはっは。もうわかってしまったかな？　その通り、君たちの予想通りだ」

　にいっと、口の端はしを持ち上げながら教壇の女性は言う。

　黒板に記き載さいされた名前。それは良護や夏輪にとても馴な染じみ深いものだった。

　教壇の彼女はまっすぐに良護を見み据すえていた。

　もちろん、たまたまではない。明らかに意図的な視線だ。

　慈いつくしむかのようでもあり、挑いどむようでもある。

　良護が戸と惑まどう中、彼女は言った。

「わたしの名前は盾町諒りよう子こだ。そこにいる、盾町良護の姉で、今日から君たちの担任だ。よろしくたのむ」

　クラスメイトの視線が一いつ斉せいに良護に集まった。

　まさか、と思った。

　そんなはずはない。姉の諒子は、四年前の事故で死んだはずなのだ。

　死んだはずの肉親が生きていた。

　本来なら喜ぶべきことだろう。

　いや、喜んでいる。間違いなく嬉うれしい。感動で今にも胸が張り裂さけそうだ。

　だが、それ以上に戸惑いが先行してしまっている。そんな状態だった。

　それに、良護はどうにも嫌いやな予感を覚えていた。

　全身が軽く緊きん張ちようしている。いくつかの死線を越こえた肌はだが何かを察知していた。

「それから、私の他ほかにもうひとり、今日からこのクラスの一員となる者がいる」

　諒子が廊ろう下かに向かって手招きをする。

　良護が警けい戒かいを強める中、少女がひとり、しずしずと教室へ足を踏ふみ入れた。




　諒子とその少女。ふたりの来訪者は、良護とオリカに新たなる試練を課すことになる。







　第一章　魔ま術じゆつの国のプリンセス
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「良りよう護ご、キスしましょう」

　良護に馬乗りになっているオリカが言った。

「……は？」

　正直、意味がまったくわからなかった。

　夕食後、良護はオリカに庭に呼び出され、召しよう喚かんすることを強要された。

　テレビがつまらないとかなんとか理由をいろいろ言っていたが、オリカのそういう、いかにもお姫ひめさまらしいわがままはいつものことなので、ため息を吐つきつつ応じた。

　そして、庭に出て召喚を実行。

　オリカの鎧よろいが少しだけパワーアップしていることに感心したところまでは良かった。

　問題はその直後だった。

　オリカが突とつ然ぜん良護に襲おそいかかってきたのだ。

　否いな、実際は勢いよく走ってきただけなのだが、召喚状態のオリカだ。ただの人間の良護と比べれば、蟻ありとダンプカー。村人とレベル九十九の勇者か魔王の関係だ。

　ものすごい力で飛びつかれた結果、良護は背を地面につけ、オリカはその上に跨またがっていた。俗ぞくに言うマウントポジションという奴やつだ。

　以上、状じよう況きよう説明終しゆう了りよう。

「なんだよいきなり。危ないだろ」

「いいから、キスするわよ」

　良護の質問にはろくに答えず、オリカが顔を近づけてくる。

「いや、意味がわかんねぇから」

　と、もがいてその場を逃のがれようとするものの、召喚騎き士しの力で肩かたをがっちりとつかまれている今、コンクリートで固められたかのように身動きをすることができなかった。

　圧あつ倒とう的てきな拘こう束そく力である。

「つべこべ言わずにキスされれば良いのよ」

「だから、どうしてそうなるんだよ。説明しろって」

　抗こう議ぎしたが、オリカは聞き入れない。

　深刻な表情のまま、頰ほおを赤らめ、どんどん接近してきていた。

「おい、オリカ、何か悪いものでも食ったのか？　おい、どうしたんだよ」

　良護は頭を振ふって逃れようとしたが、だめだった。

　オリカは無言で唇くちびるを突つき出してくる。

「オリカ？　オリカ！　オリ……、むぐっ」

　ついに互たがいの唇が接した。

　キスと呼ぶにはあまりにも稚ち拙せつな、ただの接せつ触しよく。

　だが、それでも健全な男子高校生にとっては、充じゆう分ぶんに刺し激げき的だった。

　オリカとは今までに二度ほどキスをしているが、慣れるものではない。

　たちまちのうちに、良護の身体は激しく反応。心臓の拍はく動どうが倍増し、全身を勢いよく血流が駆かけ回った。

「うん、上出来よ、良護」

　ふっと、唇が離はなれた。オリカが顔を上げたのだ。

　その顔に、良護は思わず息を飲み、目を見開いて驚いた。

「なによ、わたしの顔に何かついているの？」

　拗すねたように唇を尖とがらせるのはオリカだ。

　ただし、普ふ段だんのオリカよりも少しだけ成長し、大人びている。

「お、おま、それ」

「あら？　別におかしなことはないわよね。今までも、キスをしたらこの姿になったのよ？　だから、キスをすれば変身できると思ったんだけど、正解だったみたいね」

　くすり、と小こ悪あく魔まのように大人オリカは微笑ほほえんだ。

　いつもの小さなオリカだと、良護の好みに比べるとやや幼く、どんなに扇せん情じよう的な格好や仕草をされてもドキドキしないのだが、この姿は別だった。

　ほんの少し微笑んだだけだというのに、良護の心は、乱暴にわしづかみされたように虜とりこになる。表情から目が離せない。

　大人オリカは間違いなく良護の好み、直球ど真ん中の剛ごう速そつ球きゆうなのだ。

「だ、お、な、い？」

　だからっておまえなんで今その姿に？　なんてことを聞こうとしても、突然すぎて言葉に出来ない。

「それはもちろん、良護を欲よく情じようさせるために決まっているじゃない」

　そう言うと、大人オリカは長い髪をさらりとかきあげた。

　光こう沢たくのある柔やわらかな銀ぎん髪ぱつが、陶とう器きのようになめらかな地肌の上を滑すべった。

「って、おま、裸はだかぁ⁉」

　良護は思わず変な声を出してしまった。

　馬乗りになっているオリカは、いつの間にか鎧を脱ぬぎ捨てていた。

　まるで美術室にある胸像のような、整った鎖さ骨こつや、ボリューミィなふたつのふくらみ、なめらかな曲線を描えがく腹部のラインなどが目に飛び込んでくる。

「ななな、なんて格好してるんだよ！」

　いつの間に脱いだのだろうという疑問はそっちのけで、良護は首を横に向けた。

　だが、

「だめよ、良護。ちゃんとこっちを見て」

　顔を掌てのひらで包まれて、無理矢理に直面させられる。

　胸にある柔らかそうなふたつの魔物が良護の視界に襲いかかる。

「ほら、良護、好きなんでしょう？　良いわよ。飛び込んできて」

　理性が吹ふき飛んでしまいそうになるようなパラダイス。

　もう一度言おう。良護は健全な男子高校生だ。

　目の前に好みの外見の女の子がいて、その子が知り合いで、嫌けん悪お感かんよりはたぶん好感を持った関係で、全ぜん裸らで馬乗りになっていて、どうやらその子に対して色々とピンク色な行動をとっても怒おこられないなんていう状態があれば、普通の男子が理性を保っていることが出来るだろうか。否、出来まい。

　据すえ膳ぜん食わねばなんとやら。ここでいかねば男がすたる。

　クラスメイトの悪友が言いそうなアホな台詞せりふが脳をよぎる。

　だがしかし、それでも良護は必死に堪こらえた。

　これはオリカだ。変身していても、本当の姿はもっと幼くて高飛車でひとのことを家臣だなんだとこき使うオリカなのだ。

「だ、ダメだ！」

　良護はぶんぶんと首を振りながら、必死にもがいた。

　すると、虚きよをつかれたのか、オリカの拘束がゆるみ、良護はそこから逃れることができた。

　慌あわてて背をむけオリカから離れようとする。

　しかし、どういうわけか前に進むことができない。

　すぐに背中にオリカがのしかかってきた。

「何よ、照れちゃって」

　ふたつの凶きよう悪あくな感かん触しよくが良護の背におしつけられる。

「いいのよ、良護。好きにして」

「だめだ。お、おまえは姫だろ？　お姫さまは、そういうの大事にしないと！」

　必死に言葉を並べる良護に対し、オリカはますます力を入れた。ぐいぐいと押される。

「そういうのってなぁに？　オリカわかんなぁい」

　舌っ足らずな作り声で、オリカが言った。

　それから冷静に続ける。

「それに、身分のことなら気にしなくていいわよ。あなたはわたしの召喚騎士なんだから。召喚騎士と姫の情事なんて、昔からよくあったみたいよ？　うちのパパとママもそうみたいだしね」

「だ、だけど、まだ早いっていうかだな！」

「まだ？　それじゃあ少しはその気があるのかしら？」

「え？　い、いや、それは……」

　言葉尻じりを取られ、良護は口ごもる。

「さあ、遠えん慮りよなんてしないで、ふたりで良いところへ行きましょうよ」

　背後からのしかかったまま、オリカが耳元でささやいた。背筋を中心にぞくぞくとした、感覚が全身に走る。

「ねえ、良護様」

「良護様って、おまえ、なんでそんなアゲハさんみたいな……」

　そこまで言って良護ははっとなった。

　何か嫌いやな予感がして、意識的に目を見開くと、ぱっと視界が切り替かわる。

　目の前にはオリカの顔があった。

　ただし、いつものオリカだ。直前までの大人オリカではない。

　オリカはしばらくのあいだ、ちょっとびっくりしたように目をぱちくりさせていたが、すぐに心配そうな表情になると、良護をのぞき込むように尋たずねてくる。

「良護、大だい丈じよう夫ぶ？　目、さめた？」

「オリカ？」

「ごめんね。さっき、鎧が少しパワーアップしてたから、わたしテンション上がっちゃって、それで飛びついた拍ひよう子しに、わたしの鎧が良護の頭にぶつかっちゃったらしくて」

「鎧？　ぶつかった？」

　良護は頭に手を当てた。たしかにたんこぶができていて、触ふれるとずきずきと痛んだ。

「……そういえば」

　ぼんやりと思い出す。

　夕食後に庭に呼び出され、召しよう喚かんを行った。それで、オリカの鎧がパワーアップしていたのは事実だ。そのあとオリカが飛びついてきて……、

　そこからの記き憶おくがすっかり途と絶だえている。

「そうか、俺、気を失ってたのか」

　周囲を見み渡わたす。自分の部屋で、良護はベッドの上に寝ねかされていた。

　どうやら先ほどまでのエッチなオリカは良護の夢だったらしい。

　もったいないような、ほんの少しほっとしたような、複雑な気分だった。

「本当にごめんね。痛かった？」

「いや、大丈夫だ」

　責任を感じているのか、珍めずらしくしおらしいオリカの態度に良護は苦く笑しようする。

「そう……。それなら良かった。でも、何かうなされてたみたいだけど、一体どんな夢を見てたの？　大事にしないと、とか、まだ早いとか、ごにょごにょ言ってたけど」

「え？」

　ぎくりとする。まさか声を出していたとは思わなかった。

「そうですよ、良護様。一体どんな淫いん夢むを見ていたのですか？」




　不意に、オリカとは別のところから声がした。

　背後だ。まさしく、耳の後ろから響ひびいてきた。

　同時に、背中に押し当てられる柔らかな感触がいまだに続いていることに気づく。

「ねえ、良護様？」

　耳元でささやかれ、ぞくぞくとした感覚が全身を襲おそう。

　耳、背中、その二点を中心にぞくりとした鳥とり肌はだが立った。良護の『オリカ以外の女性に触れられると鳥肌が立つ体質』が、一気に発動したのである。

　良護は文句を言うため、布ふ団とんをはね上げながら上体を起こした。

　そこには、半はん裸らのアゲハがいた。

　黒を基調にしたセクシーな下着姿で、良護に絡からみつくように抱だきついている。

「アゲハさん、こういうのはやめろって言ったろ……」

　良護が鳥肌を堪えつつ頭に手を当てると、アゲハはすぐに身体を離はなし、姿勢を正す。

「良護様がなかなか目覚めないもので、つい……」

「つい、じゃないだろ……、おかげで……」

「おかげで？」

　言いかけた言葉を、良護は慌てて飲み込んだ。夢のことは口が裂さけても言うまい。

「な、なんでもねえよ！」

「……そうですか」

　アゲハがにやにやしながら、疑わしそうに目を細めた。そんなアゲハから視線を逸そらすと、きょとんと首をかしげるオリカと目が合った。そこにさっきの夢の中のオリカの面おも影かげを見いだし、良護はこちらも直視できなかった。

　悶もん々もんとしていると、アゲハが告げる。

「それよりも良護様」

　それまでとは打って変わった事務的な声にただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取り、良護が顔を上げると、アゲハはまじめな表情で言った。

「少し、お耳に入れておきたい情報があるのですが」




　　　　２




「先ほどメイファ様から手紙が届きました」

　食堂に移動し、食しよく卓たくの上にお茶とお茶菓が子しを用意すると、アゲハは淡たん々たんと口を開いた。

　メイファ、龍リユウ美メイ花フアは十三王家のひとつ、富ふ豪ごう王家、龍りゆう家けの姫ひめだ。半月ほど前に、オリカと良護に冠姫聖戦プリンセスジハードを挑いどんできた。しかし、戦せん闘とうの最中に、龍家でクーデターが発生し、勝負を中断。メイファは様子を確かく認にんするため、危険な状態にある実家に戻もどっている。
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「そうなのか。……手紙を送ってこれるってことはメイファは無事なのか？」

「メイファはね」

　どこか歯切れの悪い調子でオリカが答えた。

「メイファは？　……って、まさか、リンになにかあったのか？」

　良護の背筋に、さっと冷たいものが流れる。

　リンとはメイファの召喚騎き士しの少女である。

「大丈夫よ。リンも元気だって」

「それじゃあ、なんなんだ？　耳に入れておきたい情報っていうのは……」

「メイファからの手紙の内容よ」

　浮うかない顔のオリカが一通の手紙を差し出す。

　達筆な毛筆で漢字がびっしりと書かれている。良護には読めない。

「何が書いてあったんだ」

「今回の冠姫聖戦プリンセスジハードに、かなり危険な姫が参加しているみたいなのよ」

「危険な姫？　どういうことだ？」

「冠姫聖戦プリンセスジハードって、姫が召喚騎士同士を戦わせて勝敗を決めるものでしょ？　騎士を召喚中の姫はあらゆる攻こう撃げきから無敵になるっていうルールもあるし、普ふ通つう、姫は傷つかないわ」

　オリカが面おも白しろくなさそうに説明する。

「それなのに、メイファの話だと、召喚騎士が倒たおれて決着がついたあとに、無敵じゃなくなった姫を攻撃する姫がいるらしいのよ。召喚騎士の力を使ってね」

「なんだって⁉　召喚騎士で生身の人間を攻撃するってことかよ」

　良護はつい先ほど、召喚武装をしたオリカに飛びつかれて意識を失ったばかりだ。

　その力の強大さは身に染しみてわかっている。生身の姫を攻撃するということがどれだけ残ざん酷こくなことか、すぐに理解できた。

「メイファは噂うわさ話ばなしだって書いてたんだけど」

「すぐにアゲハ機関を使って詳しよう細さいを調べさせました」

　オリカの言葉を受けて、今度はアゲハが解説する。

「北米の情報王家ホーク家と、フランスの騎士王家ジョワユーズのふたつの王家の姫が、重傷を負って入院しています。彼女たちは未いまだに意識が戻らないそうです」

「まじかよ……」

　良護は固かた唾ずを飲み込んだ。

「もちろん、冠姫聖戦プリンセスジハードにエントリーした以上、そういうこともあるとは思っていたわ。だけど……、でも……」

　オリカが下した唇くちびるを嚙かみ、うつむく。

　そんなオリカの様子に良護は首をかしげた。

　気き丈じようなオリカにしては、妙みように落ち込んでいるのだ。

「ホーク家のケイト姫は、オリカ様のスクールの同級生なのです」

　アゲハのフォローで良護は納なつ得とくした。立場上の敵とはいえ、友達が傷ついたともなれば気が気でないのは当たり前だ。

　良護はそれ以上何を言えば良いのか言葉を見つけることができず、しばらくのあいだ黙だまっていた。

　だが、やがてひとつの疑問を持ち、口を開いた。

「なあ、犯人の目星はついていないのか？　冠姫聖戦プリンセスジハードの参加者なんだろ？　十三王家のどこかの姫には違ちがいないはずだよな」

　良護の問いに、オリカとアゲハが顔を見合わせる。それからアゲハが説明する。

「十三王家とは、イギリスの骨こつ董とう王家マカルイン、崑こん崙ろんの富豪王家龍一族、フランスの騎士王家ジョワユーズ、ドイツの鍛冶かじ王家エッケザクス、西アジアの建築王家シタ・ミトゥム、エジプトの遵じゆん法ぽう王家アンク、ロシアの医い療りよう王家サモセク、北米の情報王家ホーク、スペインの海かい賊ぞく王家アルマダ、ルーマニアの占せん術じゆつ王家ドラキュレ、フィンランドの芸能王家バサラ、インドの自然王家トリシュラ、そして拠きよ点てんが不特定な魔ま術じゆつ王家マギア。この十三家のことを指します」

　良護は指を折りながら、アゲハの話に耳を貸していた。

「一度には覚えられないな……。それで、どの王家が怪あやしいんだ？」

「それぞれの利害関係や歴史から、全王家が仲良しというわけではありません。ですので情報の入手しにくい面もあるのですが、強しいて言うならば、エッケザクス家か、サモセク家……、あるいはマギア家の姫ではないかと……」

「エッケザクスとジョワユーズは交流があったはずよ。考えにくいわ」

　オリカがアゲハの推測を強い口調で否定する。

「一番怪しいのは、ほとんど他家と交流していないマギアよ」

「マギア、魔術王家ですか。あそこの情報ほど入りにくいものはないのですよね」

　オリカとアゲハが互たがいに渋しぶい顔を作った。

「魔術王家……。なんか、強そうだな」

「秘密主義の王家で、十三王家の会議にもめったに出てこないわ。……何代か前の王様だけが変わりもので、冠絶の姫王エクセルシアの制度を作るときにかなり尽じん力りよくしたって話だけど……」

「ふうん」

　良護が頷うなずく。

　すると、そこで食堂の扉とびらを叩たたく音が響き、メイド服の女性が飛び込んできた。

　アゲハの部下、アゲハ機関のメンバーのひとりだ。手に電話機を持っている。

「どうしたんですか、サワー。はしたない……、急用ですか？」

　サワーと呼ばれたメイドは顔面蒼そう白はくだった。なにか良くないことがあったのだと一目でわかる。

「あの、たった今マカルインの本家から連れん絡らくがありまして、せ、セイラ様が何者かの襲しゆう撃げきを受け、お怪我をなさったそうです！」

「「セイラが？」」

　ガタと、良護とオリカが、ほとんど同時に音を立てながら椅い子すを引き、腰こしを浮かせた。

　姫が襲われているという話をしていたところだ。背筋に緊きん張ちようが走った。

「……それで、セイラの容態は？」

　オリカが押し殺した声で尋たずねた。感情的になりそうなところを、無理矢理抑さえているのだろう。

「命には別状ないそうですが、少し入院が必要だそうです。今、本家の医療チームが全力で治ち療りように当たっています。お電話がつながっていますので、どうぞ」

　サワーが受話器を差し出すと、アゲハが受け取り、さらにそれをオリカへと手て渡わたした。

「セイラ？」

『あら、オリカですの⁉　リョウゴではありませんの？』

　やたらと大きな声が受話器から響き、オリカが慌あわてて耳元から離した。

　どうやら、アゲハが全員に聞こえるように受話器を設定したらしい。

　軽く涙なみだ目めになったオリカが、アゲハをきっとにらみつけた。

『リョウゴ、リョウゴは近くにいませんの？』

「俺ならここにいるぞ」

『まあ、やっぱりいましたのね。隠かくれているなんてひどいですわ』

　良護が告げると、セイラが唇くちびるを尖とがらせたような声で言った。

　そんな気はさらさらないのだが。

「……入院が必要って割りには、元気みたいね、セイラ」

『メイドたちが大げさなんですわ。ほんの少し、怪け我がをしただけですのに……』

「そう……、だったらいいけど」

　オリカがつんけんしながらも、ほっとため息をついた。口元もかすかにゆるんでいる。

　だが、良護はまだ少し心配だった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　敵に襲われたんだろ？」

『心配してくださるの、リョウゴ。嬉うれしいですわ』

　喜々とした声が受話器から響ひびく。

『でも大丈夫ですわ。腕うでに少し切り傷を負った程度ですの。傷も残らないようですし』

「それよりセイラ、犯人は誰だれなの？　誰にやられたの」

　オリカが割り込むようにして尋ねる。

　沈ちん黙もくのあと、ややあってセイラが答える。

『……それはわかりませんわ』

「わからない？　どういうことよ」

『黒いフードで顔を覆おおってましたし、名乗りもしませんでしたし……。どこかの姫の召喚騎士だとは思うのですが……』

「そう……」

『あ、でもひとつだけ』

「なに？」

『黒ずくめは、マリカ叔母おば様に用があったようですわ』

「ママに？」

　マリカ・マカルインはオリカの母親だ。ただし、随ずい分ぶん前に亡なくなっている。

『そうですわ。叔母様が亡くなっている話をして、代わりに娘むすめがいると伝えたら、攻撃を止やめて立ち去ってくれたんですわ。もし話をしなかったら、どうなっていたかわかりませんわ。私は召しよう喚かん騎士も持っていませんでしたし……』

　セイラはわずかに声を震ふるわせていた。

　良護は最後のひとことに、かすかに胸が痛んだ。

　セイラに召喚をしないように言ったのは良護だったからだ。

　それからいくつかの話をしたところで、セイラに用事ができ、会話は終しゆう了りようした。

　受話器をサワーが持ち帰り、アゲハも別件で出て行き、食堂にはふたりだけが残る。

「……一体誰なのかしら」

　オリカは手を顎あごにあて考えていた。

「オリカ、すまない。俺がセイラに召喚をするななんて言ったばかりに……」

「関係ないわよ。セイラはあなたが言わなくったって、召喚する気はなかったはずよ」

「しかし……」

「ひとの心配をしている場合じゃないわよ、良護。さっきの話、聞いてたでしょう？　敵はわたしのことを知って手を止めたって言ってたわ。だったら……」

　オリカが深刻な表情を浮うかべて、まっすぐに良護を見み据すえた。

「次に狙ねらわれるのは、わたしたちよ」

　その言葉に、良護は背筋が冷たくなった。
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　その深夜。

　布ふ団とんに入っていた良護だったが、神経が高ぶってなかなか眠ねむれなかった。

　正体不明の敵のことが気になっていた。

　姫ひめを攻撃する姫と、マカルイン家に用のある敵。

　ふたつの敵が別なのか、同一なのかはわからない。

　だが、強敵であることは間違いなさそうだった。

　そんな強敵に、良護とオリカは勝つことができるのか。

「っと、冷えたか」

　考え事をしていたら、トイレに行きたくなり、良護は自室を出た。

　オリカもアゲハももう寝ねているのだろう。家の中はしんと静まりかえっている。

　一階にあるトイレで用を済ませた良護が二階に戻もどってきたときだった。

　良護は何か妙な気配を感じ取った。ちょうど、姉の部屋の前である。

「……なんだ？」

　部屋の奥から、なにやら物音がする。

　かすかなものではあったが、家中が静まりかえっていたことと、良護自身の気が立っていたせいか、普ふ段だんとの差を敏びん感かんに感じ取っていた。

　良護は固かた唾ずを飲み込む。

　姉、諒りよう子この部屋は一ひと月つきに一度、掃そう除じに入る程度でほとんど開けることはない。

　中は四年前、姉がいなくなったときのままになっている。本当は片付けてしまった方が良いのかもしれないが、良護も両親も誰ひとりとして、それを実行することはなかった。

　そんな姉の部屋から物音がする。

　しかも、こんな深夜に。

「まさか……、姉ちゃんの幽ゆう霊れいとかか？」

　軽口を叩きつつ、良護は思い切ってドアノブに手を伸のばした。

　扉を開けたとたんに、ふっと前まえ髪がみを風が撫なでた。

　ちょうど向かい側にある窓が開いている。掃除のとき以外は閉めっぱなしのはずの窓が。

　いや、それどころではない。

　窓のところに、誰かがいた。

　良護のことに気づいたらしいその人物は、窓からちょうど外へ出ようとしているところだった。首を良護の方に向けている。

　月が出ている紺こん色いろの夜は案外に明るく、そいつの全身がなんとなく見える。

　黒いスウェットの上下を身に着け、やはり真っ黒なキャップを目ま深ぶかにかぶっている。後頭部から飛び出しているのは束ねた長い髪の毛だろうか。

　その手にはボストンバッグが握にぎられており、チャックの隙すき間まからなにかの布が飛び出ていた。下着だ。赤と白のギンガムチェックのブラジャーだ。

「ど、泥どろ棒ぼう！」

　良護が叫さけぶと同時に、硬こう直ちよくが解けたように泥棒は窓からひらりと外へ出る。

　追いかけ、下をのぞくと、華か麗れいに着地した泥棒が良護を見上げ、小こ馬ば鹿かにしたように両手を拡ひろげていた。

「くっそ！」

　さすがに良護は二階から飛び降りるわけにはいかない。

　急いで部屋を出て階下に降りると、玄げん関かんから庭に回った。

　逃にげられるかと思ったが、泥棒はまだそこにいた。

「大層な余よ裕ゆうじゃねえかよ、この泥棒野や郎ろう」

　良護が言うと、泥棒はかすかに見える口元を吊つり上げた。

　ボストンバッグを地面におくと、首をコキコキと鳴らし、それから軽く手招きをする。

　まるで良護を挑ちよう発はつしているようだ。

「てめえ……、なめんなよ。とっつかまえてやる」

　良護は地面を蹴けり、泥棒に飛びかかる。

　泥棒はたやすく、まるで闘とう牛ぎゆう士しが牛を躱かわすようにひらりと避よける。だが、良護は牛ではない。すぐに足に力を入れてブレーキをかけると、若じやつ干かん無理な姿勢になりつつも、その場から泥棒へと腕を伸ばす。

「この野郎！」

　指先が泥棒の身体からだに触ふれそうになる。

　だが、泥棒は良護の腕を掌しよう底ていで軽く弾はじいた。力はほとんど入っていない。ほんの少しだけ腕の軌き道どうを逸そらしたのだ。

「おわっと」

　良護の手は虚こ空くうを摑つかむ。その上、無理な体勢を取ったのでバランスを崩くずし、よろめいた。

　片足でなんとか踏ふん張るものの、上半身が前のめりになり数歩跳はねた。

　腕をくるくるとまわしてなんとか耐たえ、どうにか両足を地面につけた。

　ほっとしながら振ふり返ると、泥棒はにやにやしながら良護を見物しているところだった。

「この野郎、良い度胸じゃねえか！」

　むっとした良護は、先ほどと同じように、泥棒に向かって飛びかかった。

　もちろん、泥棒もまた、直前と同様に良護の突とつ進しんを避ける。

　だが、

「甘ぇ！」

　良護にも考えがあった。同じようなモーションで飛び出したが、実は先ほどの半分程度の力しか使っていない。

　だから良護の身体は、まだ泥棒に躱されていなかった。

　泥棒はすこし早めに避けてしまったことになる。

　その黒い身体が、無防備に良護の前にさらけ出されていた。

「残念だったな」

　良護は勝利を確信し、服を摑もうと手を伸ばした。

　すると、ふにょりと、ちょうど胸むな元もとで良護の手に柔やわらかな感かん触しよくが伝わってきた。

「え……、あんた、女？」

　男だとばかり思っていた泥棒に、胸がついていたことに虚きよをつかれ、一いつ瞬しゆんためらった。

　その隙すきを、泥棒が逆に突ついた。

　素す早ばやく腕を動かして、良護の腕を絡からめるように取り、少しだけ力を加える。

　瞬間、良護の視界がくるりと一回転した。

「うわ」

　ふわりと、軽かろやかに。気がつけば良護は空を見上げていた。

　投げ技わざを喰くらわされ、地面に倒たおされたのだ。

　視界の片かた隅すみで、泥棒が良護を見下ろしている。

「ふふ。私にフェイントをかけるなんて、なかなか強くなったね、良護」

　泥棒が、可笑おかしそうに言う。

「……なんでおまえ、俺の名前を知ってるんだよ」

「ふふふふふ」

　良護は泥棒の口元だけの微笑ほほえみを見て、はっとした。

　脳のう裏りに、誰かの顔が浮かび上がる。

「まさか、おまえ……」

「またすぐに会えるさ。それじゃあね」

　泥棒はそのままボストンバッグを拾い上げると、颯さつ爽そうとジャンプした。

　塀へいに飛び乗り、隣りん家かの屋根に飛び移り、まるで忍にん者じやのような軽けい妙みようさで跳ねながら、濃のう紺こんの夜へと消えていった。

　良護はその一部始終を倒れたまま見ていた。

「まさか……、本当に姉ちゃん、なのか」

　疑念と、淡あわい期待の両方を胸に抱いだきながら。
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　そして、その翌日。諒子が担任としてやってきたのである。

「わたしの名前は盾たて町まち諒子だ。そこにいる盾町良護の姉で、今日から君たちの担任だ。よろしくたのむ」

　教室内のざわつき、クラスメイトたちの注目、オリカと夏か輪りんの視線。

　良護にはすべてのことが、まるで別世界で起こっているかのように感じられた。

　死んだはずの姉ちゃんが生きていた。

　そんな、まさか、噓うそだろ。

　良護の頭の中はそればかりが廻めぐっていた。

　口をぱくぱくさせるだけで、なにも言うことができない。

　諒子は良護の様子を見て、にこりと軽く微笑むとすぐに次の仕事にとりかかる。

「それから、私の他ほかにもうひとり、今日からこのクラスの一員となる者がいる」

　ふたたび、クラスメイトたちが騒さわぎ出した。

　この時期に教師が替かわることも珍めずらしいが、転校生というのももっと珍しい。

　しかも、つい最近オリカが転校してきたばかりなのだ。

　諒子が「入っておいで」と、廊ろう下かに向かって手招きをする。

　ややあって、その人ひと影かげが教室へと姿を現した。

　転校生は女の子だった。

　真っ青な頭とう髪はつを複雑に結ゆわえた独特な形状の髪型をして、丈たけの短いマントのようなものを羽織っている。マントの下のワンピースのような服装は、コスプレのようなデザインで、杖つえでも持っていれば、テレビアニメに出て来る魔ま法ほう少女といわれても違い和わ感かんがない。

　とはいえ、そういったキャラクターに比べれば身体つきはずっと大人びていて、どこかアンバランスだった。

「おおおお」「またも美少女キタコレ」「しかもまた外国のひとぉ！」

　男子生徒たちのテンションが一気に上がる。

　猫ねこのようなくりくりとした目に、小さな鼻、ぷっくりとした唇くちびる。瞳ひとみの色は金色がかった青色。格好は奇き抜ばつだが、少女は間ま違ちがいなく美少女だった。

　少女が教きよう壇だんに立ったところで、諒子が彼女を紹しよう介かいする。

「アヴィス・マギア君だ。みんな、よろしく頼たのむよ」

　瞬間、ガタンと大きな音がふたつ響ひびいた。

　音の発生源は良護とオリカだ。

　ふたりが同時に座席を引き、立ち上がっていた。

　マギア、だって？

　良護は声には出さずに、自分の耳を疑いながら、アヴィス・マギアを見つめた。

　アヴィスは目を細め、突とつ然ぜん立ち上がった不ふ審しん人物ふたりを観察している。

「どうしたんだい、ふたりとも。そんなにアヴィス君が可愛かわいかったかい？　だけど落ち着くんだ。質問タイムはもう少し後だよ」

　諒子が苦く笑しようしながら言うと、クラス全体がどっと笑った。

　だが、良護とオリカは笑えない。

　マギアとは十三王家のひとつ。

　そして、おそらくは今もっとも危険な敵なのだ。

　じっと見ていると、アヴィスが動いた。

　良護たちを指さし、諒子に向かって何かを問い、首をかしげる。諒子は深く頷うなずいた。

　すると、アヴィスはにいっと微笑んでから教壇をおりた。つかつかと歩き良護とオリカの方へと近づいて来る。

「良護」

　オリカに名前を呼ばれ、良護は無言で頷く。こっそりと右の手首に、オリカを召しよう喚かんするための腕うで輪わを顕けん現げんさせた。

　教室内での戦せん闘とうは避さけたいところだが、相手がどんな攻こう撃げきをしてくるのかはわからない。一手間違えれば命に関かかわる。

　良護は全身で警けい戒かい。緊きん張ちよう感かんをフルに高めた。

　やがて、机ひとつ分くらいの距きよ離りまでアヴィスが接近。確実に戦闘の間合いに入る。

　良護はアヴィスの一挙手一投足にじっと注意を傾ける。

　まずはオリカへの宣戦布告だろうか。それともいきなり攻撃か。

　だが、予想はどちらも外れることになる。

　アヴィスの研とぎ澄すまされた視線が向く先はオリカではなかった。

「あなたが盾町良護？」

　アヴィスは良護をじっと見つめていた。

「……え？」

　良護は面食らった。

　オリカに興味を持つべきはずの人物が、当の本人にはまったく目もくれない上、単なる召喚騎き士しの立場でしかない良護の名前を知っていたからである。

「どうなの？　違うの？」

　アヴィスが早口に問う。

「あ、ああ……。俺は……、盾町、良護だ」

　良護は予想外の出来事に、オウム返しに答えることしか出来なかった。

「そう……」

　良護の肯こう定ていに、アヴィスは安あん堵どしたように深く息を吐はく。

　それから、うっとりとした表情を浮うかべると、

「きゃは。本当にいたんだ、わたしの白馬の王子様」

　突然、良護の身体に抱だきついた。

　まるでテーマパークにいるマスコットにしがみつくように。

　良護は少女の温ぬくもりを感じた瞬間、当然、全身に鳥とり肌はだが立つ。逃のがれようとしたものの、思いの外がっしりと抱きつかれていて、ふりほどくことができなかった。

「お、おい」

「きゃは？　あれ？　鳥肌？　どういうこと？」

　顔にも浮かぶ鳥肌に気づいたアヴィス・マギアは不審そうに首をかしげる。

「お、俺は、女の子に、ふ、触ふれると、鳥、肌が立つ、んだ、だから、は、離はなれ……」

「変なの。それなら、こうすればいいわ」

　良護が息も絶え絶えに説明すると、青い髪かみの少女は口の中でなにやらぶつぶつと唱え、最後に人差し指で良護の額をつついた。

　とたんに、良護は呼吸が楽になった。全身から一気に鳥肌が引いていく。

「な、何をしたんだ？」

「魔術よ、きゃは」

　言って、破顔するとアヴィス・マギアは再び良護に強くしがみついた。

　なんだかわからないが、鳥肌が収まった良護は、急に頭が冴さえ冷静になる。

　全身のいたるところに柔らかで温かな少女の温もりを感じている。

　それから、無数の視線が自分に突き刺ささっていることがわかった。クラスメイトたちの視線だろう。やがて、しーんと静まり返っていた教室内が、一気にわき上がる。

「どういうこと！」「この転校生も盾町のものだと⁉」「鳥肌は⁉　良護の鳥肌はどうなったんだ⁉」

　そこでようやくアヴィスが身体からだを離した。

「王子様、あなた、予想していたよりもずっとキュートね」

「えっと……、あの……」

　良護は未いまだ驚おどろきから抜ぬけ切れていない。言葉がしどろもどろになる。

　そんな良護にアヴィスは告げる。

「あなたはわたしの運命のひと。白馬の王子様よ。会えて嬉うれしいわ」

「運命？　王子様⁇　どういうことだよ。お、おい」

「きゃは。夢にまで見た王子様が目の前にいるなんて。触れるなんて夢みたい」

　戸と惑まどう良護に、アヴィスがまたもや抱きついた。

「ちょっと！　あなた、何してるのよ」

　するとオリカが割って入り、ふたりを強引に引きはがす。

「アヴィス・マギア、一体どういうつもりなのよ！」

「はあ？　なによ、あんた。何者？　邪じや魔ましないでくれる？」

　アヴィスは良護に向けるものとはまるで違う、すごみを利きかせた険悪な目線をオリカに送りつける。

「わたしはオリカ・神み剣つるぎ・マ……」

「ははーん。さてはおまえ、王子様のファンね」

　だが、オリカが腰こしに手を当て、胸を反らし、名乗ろうとしたところで、アヴィスがそれを遮さえぎった。

「マカ……、ふ、ファン？」

「そう、わたしがこうして王子様にくっつけるのが、うらやましいんでしょう？」

　目を細め、にいと口の端はしを持ち上げながら、アヴィスが良護に身体を寄せる。

「そ、そんなこと、ないわよ！」

　オリカは顔を赤くしながら否定した。だが逆効果だった。

「ほら、赤くなった。やっぱりそうなのね。でも、だめよ。王子様は今日からわたしのもの。今日からずっと、未来永えい劫ごうわたしのものだもの。きゃはははは」

　ぴとりとくっついたまま、アヴィスが高らかに笑う。

「っ……！　ちょっと良護！　いつまでくっついてるの！　離れなさいよっ」

　ぎりぎりと歯がみしていたオリカが、矛ほこ先さきを良護へと変へん更こうする。

「俺は離れようとしてるんだが、離してくれないんだよ」

「離さないわ。絶対に離さない。だってようやく見つけた王子様だもん」

　アヴィスはますますぎゅっと身体を寄せてくる。

「良護！　あなたが隙すきだらけだから、そんな女にいいようにくっつかれるのよ！」

「んなこと言ってもな……」

「もう！　あなたは誰だれの家臣よ！　姫ひめのいうことを聞きなさいよっ！」

「俺は家臣じゃねえって言ってるだろ」

　顔を真っ赤に染めて怒おこるオリカに、良護は呆あきれながら答えた。

「姫……、家臣？」

「ん？　どうしたんだ」

　ふと、アヴィスが不思議そうに良護の顔を見つめていることに気づく。

「王子様、その女は、どこかの姫なの？」

「何言ってるんだ。知ってるんだろ？」

「そうよ！　あなたの目的はわたしのはずよ。わたしはオリカ・神剣・マカルイン。マカルイン家の姫よ！」

　オリカが今度こそない胸を張って堂々と宣言した。

　すると、
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「……マカルイン、だと？」

　オリカが言い放つと同時に、アヴィスの様子が一変した。

　良護からすっと離れると、眉み間けんにしわを寄せ、歯をむき出しにして、頰ほおをひくつかせる。

「マカルイン！　マカルイン、マカルイン、マカルインマカルインマカルイン！」

　アヴィスはマカルインの名を嚙かみしめるように何度もつぶやき、それから壊こわれように笑い出す。

「きゃーはっはっは。まさかこんなところにいたなんて！　まさか、こんなに簡単に見つかるなんて！　キュートだわ！　キュートキュートキュート！　超ちようキュート！　キュート過ぎて、へそで紅茶が沸わきそうよ。きゃはははははははははははははははははははは！」

「な、なんなのよ」

　さすがのオリカも、アヴィスの急激な変化に狼ろう狽ばいを隠かくせない。

　アヴィスはしばらくのあいだ笑い続けていたが、やがて満足したように止めると、オリカを強くにらみつける。

「あんたがマリカ・マカルインの娘むすめ、わたしの母の仇かたきの娘……、むぐ」

　アヴィスが何かを言おうとしたそのとき、突とつ然ぜん、アヴィスの口を誰かの手が覆おおう。

「はいはーい、君たち、そこまでにしようか」

　諒子がにこにこしながら、アヴィスの口元を押さえていた。

　そして、良護たち三人に聞こえる程度の小声で続ける。

「さすがにそれ以上の話は混乱を招く。見てごらん、みんなきょとんとしてるだろ？」

　諒子は目だけを動かし、クラス中を見み渡わたす。良護たちもそれに倣ならう。

　すると、たしかに教室中が静まりかえり、皆みなが困こん惑わくしたように良護たちを見つめていた。

「君たちの事情はいろいろと理解している。冠絶の姫王エクセルシアも冠姫聖戦プリンセスジハードについても」

　良護とオリカがほぼ同時に目を丸くする。

「理解って……、姉ちゃん、本当かよ」

　良護の問いに、諒子は小さく微笑ほほえんだだけだった。

「詳くわしい話は場所を変えてからにしよう。このまま続ければ争いに発展しかねない。そうしたら、大変なことになる。……ひとまずここは私に預けなさい。いいね」

　有う無むを言わせぬ口調で言い聞かせると、諒子は教室中に響ひびく声を出した。

「なーるほどぉ、そういうことかぁ」

　わざとらしく脳天気な調子である。

「みんな、驚いたかい？　どうやら、アヴィス君はオリカ君の旧知の仲らしい。すごく久しぶりに会ったようで、お互たがいの顔もわからなかったようだよ。アヴィス君のテンションが随ずい分ぶんあがってしまっているし、特別に再会の場を設けてあげてもいいかな？」

　諒子の言葉で、生徒たちは近くの人間と一いつ瞬しゆん顔を見合わせると、口々に言った。

「そうなんだ」「まあ、いいんじゃないか？」「王家ってそういうことありそうだよね」

　生徒たちは諒子の言葉を疑うことなくあっさり信じたようだった。

「みんなありがとう。それじゃあ、そうだな、テストも近いし、一時間目の私の授業は、試験範はん囲いの自習にしよう。そのあいだに、この子たちと話をしてくるよ」

　はーい、と妙みように素す直なおな返事をすると、生徒たちはみな、ノートや問題集を机の上に出し始めた。

　そういえば、と良護は思い出す。

　昔から、姉の諒子の言葉には妙な説得力があった。

　大人も子供も、姉が説明をすれば大たい抵ていのことは信じてしまうのだ。

　久々にその片へん鱗りんを見て、良護は目の前に立つ諒子がやはり本物なのだと思った。

「さあ、みんなはまじめに勉強を始めたよ。私たちも行こうか」

　そして、諒子に連れ出され、良護とオリカとアヴィスは教室をあとにした。
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　移動中は四人とも口をきかなかった。諒子が「授業中なんだ静かにしなさい」と、強い口調で言ったため、全員がそれを守ったのだった。

　校舎の外れにある空き教室に着き、ようやく声を出すことが許されると、良護が早さつ速そく口を開いた。

「姉ちゃん、一体どういうことだよ。生きていたんだったら連れん絡らくくらい入れろよ。っていうか、やっぱり昨日の泥どろ棒ぼうは姉ちゃんだったのかよ？　なんで玄げん関かんから帰ってこないんだよ。てか、今どこにいるんだよ、部屋見ただろ？　いつでも帰ってきていいんだぜ？」

「良護、色々とありがとう。だけど順番を間ま違ちがえてはいけないよ」

　早口に詰つめ寄った良護を、諒子は手で制した。

「まずはアヴィス・マギアと、オリカ・神剣・マカルイン。ふたりの仲をとりもつことが先決だ」

　諒子が顎あごで促うながしたので、良護はオリカたちを見た。

　机や椅い子すのない広い教室の中央で、オリカとアヴィスはにらみ合っている。

「あんたが、マリカ・マカルインの娘……。わたしの母の仇」

「仇？　それ、どういう意味よ」

　オリカが尋たずねると、アヴィスはかみつくような勢いで答えた。

「文字通りの意味よ。前々回の冠姫聖戦プリンセスジハードでわたしの母はマリカ・マカルインに敗れた。そのせいで母はマギアの一族から罪人認にん定ていされ、マギアの幽ゆう閉へい塔とうで一生を過ごすことになって……。その境きよう遇ぐうに耐たえきれずに心を病やんだのよ！」

「……そ、そう。それは……、大変ね」

　オリカは冷静に話を聞き、そう返答することしかできなかった。

　だが、しばらくして反論する。

「だけど、冠姫聖戦プリンセスジハードは戦いよ？　どうしたって勝敗はつくし……、なにより罪人認定がどうのっていうのは、マギア家の問題じゃない。それって逆さか恨うらみっていうのよ？」

「きゃは。それがどうしたの？　結果がどうあれ、きっかけを作ったのはマリカ・マカルインよ。だから、わたしはマカルインに復ふく讐しゆうするの。きゃははは」

　肩かたを揺ゆらすアヴィスは、ちらりと良護を見み遣やった。

「ああ、でも、マギアの幽閉塔を出て一か月。姫を三人もぶちのめして、ようやく当たりに出会えた。これもきっと王子様のお導きのおかげだわ。あなたが、この女と引き合わせてくれた。やはり王子様はわたしの運命のひとだわ。きゃははは」

「俺の導き？　なんだよ、それ」

　良護が言うと、オリカが語ご尾びにかさねるように続けた。

「ちょっと待って。三人ぶちのめしたって……、ホーク家のケイトや、ジョワユーズのマリー姫ひめ、それから、セイラをやったのはやっぱりあなたなの？」

　セイラを、というところに特に力を込こめるオリカ。

「そうよ。だったら何？」

　悪びれる様子もなく答えるアヴィスを、オリカが感情的に怒ど鳴なりつける。

「どうしてそんなことするのよ！　冠絶の姫王エクセルシアを目指してるんだったら、騎き士しを戦わせなさいよ！　姫を傷つける意味なんてないじゃない！」

「冠絶の姫王エクセルシア？　そんなの関係ないわ。わたしはただ、つぶしたかったから、いらいらしてむかついたからつぶしただけ。楽しいし、面おも白しろいじゃない。弱い者をいたぶるのって。小さい頃ころやらなかった？　蟻ありの巣に水を入れるとか、なめくじに塩をかけるとか」

　パァン！

　すると突然、乾かわいた音が教室中に響いた。

　アヴィスの顔が横を向き、その傍そばに、振ふり抜ぬかれたオリカの平手がある。

　アヴィスの頰がじわじわと赤く染まっていく。

「ふざけないで、アヴィス・マギア。そんなくだらない理由でセイラを、他ほかの姫を傷つけるなんて、許されないことだわ！　せめて正々堂々と戦いなさいよ！」

　頰に手を当てたアヴィスは、ゆっくりと顔を戻もどした。

「あんた……、むかつくわ」

　ぼそりと口内で小さく一回つぶやき、次は周囲に聞こえるような大きな声で言った。

「やっぱりあんたはむかつくわ。キュートにむかつくわ。マリカ・マカルインの娘、オリカ・神剣・マカルイン！」

「なによ、やる気？」

「……ねえ、諒子。ここだったらやってもいいのよね？」

　アヴィスはちらりと諒子を見遣った。

「少しだけならね。ただし、あまり派手にはやるなよ」

　諒子が小さく頷うなずく。

　そんな諒子とアヴィスのやりとりを、良護は疑問に思った。

　二人の会話は、ここ数日で出会った教師と生徒という関係よりもずっと親しく聞こえる。

「ちょっと待て……、姉ちゃん、そいつと知り合いなのか？」

「ん？　ああ、その通りだよ」

　諒子は穏おだやかな笑みを浮うかべながら、良護を振り返った。

「アヴィスは私の命の恩人で、私は彼女を手伝おうと思ってね」

「手伝う？」

　良護は先ほど諒子が、冠絶の姫王エクセルシアや冠姫聖戦プリンセスジハードという単語を口にしたことを思い出した。

「まさか、姉ちゃんも騎士なのか？　そのアヴィス・マギアの、召しよう喚かん騎士、なのかよ？」

　一瞬、空気が凍こおり付いたような気がした。

　アヴィスは口を閉とざし、諒子が軽く目を細めた。

　アヴィスの様子を窺うかがっているオリカも息を飲む。

「さあね。ノーコメントだ」

　諒子は軽く肩をすくめた。それからすぐに厳しい表情を作って言う。

「それよりも、良護、おまえは今ひとつ失態を犯おかしたよ」

「え？」

「姉ちゃんも騎士なのか、と尋ねたね。この状じよう況きようだと、それはおまえが召喚騎士だということを暴ばく露ろしたようなものだ。おまえはそのオリカ姫の騎士なんだな」

「うっ……。あ、ああ、そうだよ。俺はオリカの騎士だ」

　この状況でとぼけても仕方がない。そう判断し良護は肯こう定ていした。

　ちらりとオリカを見遣ったが、彼女は特に気にした様子はなかった。

　ただ、アヴィスをまっすぐににらみ続けている。

「なんだって？」

　反応したのはアヴィスだった。

「王子様が憎にくきマリカ・マカルインの血を引く、この女の騎士？　本当なの？」

　目を見開いてにらみつけるように、良護に尋ねてくる。

　オリカが代わりに答えた。

「そうよ。良護はわたしの騎士。わたしを冠絶の姫王エクセルシアに誘いざなってくれる、最高のパートナーよ。……それが、どうかしたのかしら？」

　まるで勝ち誇ほこったように、鼻を鳴らしながら堂々と胸を張るオリカである。

　当然、アヴィスの機き嫌げんが悪化する。

「マカルイン！　あんた、やっぱりむかつく！　いますぐぶち殺してあげるっ！」

　そう言うと、指先をオリカに向けた。

　先せん端たんに、コバルトブルーの光が集まり始める。

「良護！」

「おう！」

　良護はすぐに腕うで輪わを呼びだし、召喚の準備をする。

　一方、アヴィスの指先の光はどんどん強くなる。

「五百年に及およぶマギアの叡えい智ち、マギアの魔ま術じゆつをとくと味わうがいいわ。きゃはは！」

　光はサッカーボールくらいの球体となっていた。

　球体の表面は、無数の文字や記号で埋うめ尽つくされている。球形の魔ま方ほう陣じんのようだった。

「召喚騎士、オリカ・神剣・マカルイン、来い！」

　良護の腕輪に嵌はまった赤い姫涙石ラクリマがまばゆく輝かがやき、あふれた光が空中に長方形の魔方陣を描えがき出す。そしてオリカの身体からだに重なり、数瞬後、反対側に武装された少女を放出した。

　武装されたオリカの姿に、アヴィスが目を丸くする。

「姫本人が武装？　へぇ……、キュートじゃない。なんでもいい。全部ぶちこわす！」

　アヴィスが魔術で作った球体を猛もう烈れつな勢いで撃うち出した。

「オリカ！」

　召喚直後のオリカは、咄とつ嗟さに剣を構え、球体を受け止める。

「きゃあ！」

　だが、球体の勢いは止まらず、オリカの剣を弾はじき飛ばした。

　剣は天てん井じように突つき刺ささり、そして球体は、良護に向かって飛ひ翔しようしてきていた。

　やばい。そう思った良護の目の前に、颯さつ爽そうと諒子が立ちはだかる。

「姉ちゃん⁉　危ないぞ！」

　良護の呼びかけに、諒子はにいっと微笑ほほえむと、

「ほいっと」

　まるで、ドッジボールをキャッチするかのような気軽さで、両の掌てのひらを使って、魔術の光球を捕とらえた。そして、しばらくのあいだ胸の前で球体を静止させる。やがて、少しずつ手の間かん隔かくを狭せばめ、最後にきゅっと両手で包み込むと、球体は完全に消失した。

「ね、姉ちゃん……。まじかよ」

「わたしの剣を弾いたものを、素すの人間が素手で……？　……う、噓うそ、でしょ？」

　オリカと良護はそんな諒子の手て技わざに、あいた口がふさがらなかった。

「……姉ちゃん、手、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「心配してくれるのかい？　はは、大丈夫だよ。マギアの魔術の応用でね。掌の上に同じ位相の魔術を発生させて、すこしずつ散らしているだけさ。そう難しいことはない」

「マギアの魔術って……、姉ちゃんそんなこともできるのかよ」

「アヴィスが使っていたのを何度か見たからね。基本的なことは大体覚えたよ。とはいえ素質の問題があるからね。せいぜいできてこの程度さ」

　まるで子供向けのゲームのルールを覚えたような気軽さで諒子は答えた。

「……良護。この人があなたのお姉さん、正しよう真しん正しよう銘めいのサムライ・リョーなのよね」
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「ああ、たぶんな」

「一体、何者なのよ」

「……サムライ・リョー……、なんだろ？」

　オリカの呆あきれたような問いかけに、良護はそう返すことしかできなかった。

「諒子、戦いには手を出さないでって言ったはずよ」

　ふと、アヴィスが諒子に向かって怒ど鳴なった。

　諒子は両手を拡ひろげて肩かたをすくめる。

「ははは。悪い悪い。だけどちょっと冷静になるんだ。良護は召喚武装されていない。もし君の魔術の流れ弾だまが当たったらどうなると思う？　あっさりと死んでしまうよ。君は自分の白馬の王子様を殺したいのかい？」

　アヴィスがちらりと良護を見み遣やった。

　その熱っぽい視線に、良護は少しどきりとする。

「……それもそうね。わかった」

　アヴィスは深いため息をつくと、手を下ろした。

　だが、オリカに対する感情に収まりがついたわけではないらしい。

　激しい憎ぞう悪おのこもった視線で、オリカをにらみ続けている。

「なんで王子様があんたみたいな女とパートナーなのよ。しかも、その状態は契けい約やくの失敗。王子様が危険にさらされてるってこと……。許せない」

「な……⁉」

　アヴィスの指し摘てきにオリカが戸と惑まどいながら、自信なさげに問い返す。

「なんで、そんなことわかるのよ」

「なんでって、当たり前よ。冠絶の姫王エクセルシアと冠姫聖戦プリンセスジハードに関かかわるシステムの大部分は、マギアの魔術がベースだもん。マギアの姫であるわたしにわからないわけないわ」

　ふふんと鼻を鳴らし、オリカを見下すように視線を送るアヴィスである。

「だけど、王子様が召喚騎士として出てこられないならキュートに好都合よ。気き兼がねなくあんたをぶっつぶせばいいだけなんだからね。きゃははは」

　それから良護を艶つやっぽい目で見る。

「王子様、すぐにその女の元から救い出してあげるからね。ちょっと待っててね」

「救い出すって……、別に俺はとらわれてる訳じゃ……」

「そうだ、キュートなこと思いついた」

　アヴィスはぽんと手をうち、にんまりと微笑むと、びしりとオリカを指さす。

「マカルイン、わたしはあんたから王子様を奪うばってみせる。そうね、数日の内に、王子様の方からわたしに口づけを捧ささげさせてみせるわ」

「……は？」

「あんたを殺すのはそのあと。その方が面おも白しろいわ。パートナーを奪われて、ひとりになったあんたを、ゴミくずを焼き捨てるように殺してあげるわ。きゃははははは」

「ふんだ。できるものならやってみなさいよ。わたしと良護の絆きずなは、そう簡単に切れるものじゃないわ。ねえ、良護？」

「お？　おう」

　面と向かってそんなことを尋たずねられ、良護は少々気き恥はずかしい思いがした。

「きゃは。強がってられるのも今のうちよ。必ず王子様をわたしのものにしてみせるわ」

　アヴィスが腰こしに手を当て、ふんぞり返る。オリカも負けじと胸を反らした。

「ふん、無理よ。なにせ良護はわたしの魅み力りよくにぞっこんなんだから！」

「きゃはは。魅力ぅ？　そんなちんちくりんなスタイルで何を言ってるのかしら。それとも王子様はロリコンだったりするの？　それならそれでわたしにも考えがあるけど」

「違ちげぇ！　俺はいたってノーマルだ！」

「それなら問題ないわ。それじゃあ早さつ速そく……、あれ」

　アヴィスがなにやら魔術を使おうと、右手を小さく輝かせたときだ。

　不意に、立ちくらみをしたようによろめいた。

「おっと」

　倒たおれそうになったアヴィスの身体を諒子がさっと受け止める。

「どうやらガス欠のようだね」

「ガス欠？」

　良護が反復すると、諒子は首しゆ肯こうした。

「マギアの魔術のエネルギー源は人間の生命力なのさ。今日は転校してくるために、書類を改ざんしたり、言葉の翻ほん訳やくを行ったりしてるからな。思いの外エネルギーの消費が激しかったんだろう。だから、こうして糸が切れたように倒れてしまったのさ」

　諒子の腕うでの中で、アヴィスは眠ねむっているようだった。

「この子は私が責任を持って保健室に連れて行く。良護とオリカ姫は教室に帰りなさい。もうすぐ授業も終わるようだしね。……それじゃあ、またあとで」

　そう言い残すと、諒子はアヴィスを抱かかえて教室をさっさと出ていってしまった。

「あ、おい、姉ちゃん！」

　取り残されたふたりは、何がおこったのかわからないまましばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　それから自分の教室に戻もどった良護が、アヴィスからの抱ほう擁ようを散々茶化され、大変な目にあったことは言うまでもない。
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「結局、アヴィス・マギアは戻ってこなかったわね」

「早退したらしいな。姉ちゃんもさっさと帰っちまったし……」

　放課後になり、良護とオリカは自宅への道を並んで歩いていた。

「ん？　どうかしたのか？」

　良護はオリカの返事が妙みようにおとなしいことが気になった。

　いつもなら、学校でのできごとやら、女子のあいだで聞いたうわさ話やらを延々と聞かされるのだが、今日は口数が少ない。じっと見ているとオリカが小さくため息をついた。

「……良護、あなた案外のんきなのね」

「なにがだ？」

「だって、なんだか変なことになっちゃったけど、あのアヴィス・マギアって子は、敵なのよ。しかも、かなり非道な性格みたいだし……、それに……」

「それに？」

　良護が聞き返すと、オリカはわずかにうつむき、それから思い切ったように顔を上げた。

「あの子、わたしよりもずっと良護の好みの身体つきでしょ？　良護は良護で、あの子の魔ま術じゆつなのか鳥とり肌はだも起こらなくなってるみたいだし、もしかしたら、良護、あの子に案外簡単に悩のう殺さつされちゃいそうじゃない」

　がーっと、一気に言い切ると、オリカは深く息を吐はいた。

　良護は若じやつ干かん圧あつ倒とうされたものの、すぐに言い返す。

「大丈夫だって。もっと俺を信しん頼らいしろよ。いくらなんでも、あらかじめ敵だってわかってる奴やつに、しかもかなり性格がアレな女の子に惚ほれるわけないだろ？」

「それは、そうかもしれないけど……、でも……、良護ってば、わたしに変装したセイラにころっと騙だまされそうになってたじゃない」

「いや、あれはオリ……」

　オリカだと思って油断した、という台詞せりふは慌あわてて飲み込む。

　うっかりそんなことをいえば、オリカは調子にのるに決まっているのだ。

　じとーっとした半眼で、オリカがじっとこちらを観察していた。

　コホンと咳せき払ばらいする。

「まあ、あれはあのときだけだ。俺もあれから成長したんだ。そう簡単には騙されない。第一、セイラと違ちがって家にまでは来ないだろ？」

「そう願いたいものだわ」

　妙につんつんした態度のオリカである。

　そうこうしているうちに、ふたりは自宅にたどりつく。

「ただいま」

「お帰り、良護、遅おそかったじゃないか」

　ドアを開け挨あい拶さつをしたところで、良護とオリカは、ふたり同時にぎくりとした。

「どうしたんだい？　ふたりとも。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔をしているね」

「ね……、姉ちゃん？」

　玄げん関かんのあがりかまちに、盾町諒子が立っていたのだ。

　諒子は襟えり元もとのボタンをひとつ開け、軽くシャツを着き崩くずしている。

「な、なんであなたがここにいるのよ」

「なんでって……、ここが私の家だからさ、オリカ姫。帰って来て当然だろう？」

「でも、あなたはあのアヴィス・マギアの仲間。わたしたちの敵じゃない！」

　オリカが強気に言う。

「まあ、そう言うなよ。今はアヴィスはいないんだ。せめて自宅くらい、そういうぎすぎすしたのは止やめにしないか？　おーい、アゲハさーん。ふたりが帰ってきたよ」

　にこにこしながら、諒子は家の奥の方へ声をかけた。

　アゲハが「はーい」と返事をしながら、風ふ呂ろ場ばのドアから顔を出す。

「おふたりとも、お帰りなさいませ。あ、諒子様、お風呂の準備、もうすぐ整いますよ」

「アゲハ、その人は敵よ。マギアの姫の仲間なの！」

　オリカが切せつ羽ぱ詰つまった口調で言う。

　すると、アゲハは思いも寄らぬ返事をした。

「ええ、存じてますよ。学校に派は遣けんしているアゲハ機関から、報告を受けております」

「だ、だったら何で家に入れてるのよ」

　アゲハは困ったように眉まゆをひそめる。

「そうは言いましても、諒子様は良護様のお姉様で、この家の住人には違いありません。それに、ご本人から、家の中での停戦協定にサインも頂きましたし……」

　言いながら、アゲハはどこからともなく一枚の紙し片へんを取り出し、オリカに差し出した。

　良護が横からのぞきこむと、たしかにアゲハの言うとおりの内容だった。

「だけど……」

　オリカがどうしても腑ふに落ちないという顔で、抗こう議ぎしようとした。

　すると、それまで黙だまって聞いていた諒子が口を開く。

「はっはっは。大だい丈じよう夫ぶだよ。家の中では一いつ切さい手を出さない。信じて欲しいな」

　両手を開いて、肩をすくめて見せた。

　そんな諒子に、今度は良護が尋ねる。

「……姉ちゃん、最初から帰ってくるつもりがあるなら、どうして昨日は泥どろ棒ぼうのまねごとをしたんだよ」

「どうしても必要なものがあったんだ。だけど、先生としていきなり前に現れたときの、良護の驚おどろく顔が見たいからね」

「それだけの理由かよ！」

「いやいや、再会の演出は重要だぞ、良護。適当な再会だと、感動も半減してしまう」

「だけどなあ……」

　そんなやりとりをしている横で、オリカが良護をじっと見つめていた。だが、当の良護はちっともその視線に気づいていなかった。

「……まあ、なんにせよ、こんなところで立ち話ってのもあれだろ？　とりあえず着き替がえたらどうだい？　話は夕食を食べながらゆっくりしようじゃないか。いろんな国の料理をお土産みやげにもってきたんだ。今夜の食しよく卓たくは豪ごう勢せいだよ。私は先にお風呂をいただくけどね」

　諒子が楽しそうに言うと、ふたりに背を向け風呂場へと入って行った。

「それでは私は食事の支し度たくへ戻りますね」

　アゲハがその後に続くように、礼をするとふたりの前から立ち去った。

「良護」

　オリカに名を呼ばれ、良護は、はっとなった。

「……わ、悪い。なんか、うまく丸め込まれちまったな。けど、姉ちゃん、あれで噓うそは吐つかないから、たぶん大丈夫だと思うんだが」

　姉とはいえ、敵の仲間である諒子と会話をしていたことにオリカが不信感を持ったのかもしれない。良護はそう思い、しどろもどろになりながら、必死に弁解する。

　オリカは苦く笑しようし、軽く首を振ふった。

「いいのよ、良護。今日の夜はわたしたち、どこか外でご飯を食べてくるわ。だからあなたはお姉さんとゆっくり話をするといいわ」

「え？　なんでだ。姉ちゃんは一応敵だろ？　それに、アヴィスがおまえを殺しにくるかもしれないぞ」

「あの様子なら、サムライ・リョーは大丈夫でしょう。アヴィス・マギアの方はわからないけど……、大丈夫よ数時間くらいなら、なんとかなるわ」

「……いや、でも」

「良護、気づいてないの？　今日一日、ずっと顔がゆるみっぱなしよ？　初めはアヴィスに抱だきつかれて、でれでれしてるのかと思ったけど……、そうじゃないのね。あなた、お姉さんと再会できて、実はかなり嬉うれしいんでしょ」

　良護は内心を見み透すかされ、すこしだけ焦あせった。

　そうなのだ。なんだかんだで、死んだと思っていた姉が生きていたことは、良護にとってこの上ない朗報だった。しかも、実物が実際に目の前で動き、喋しやべっているのだ。

　こんな感動は、おそらく人生に一回あるかないかだろう。

「だから、今夜くらい、姉弟きようだい水入らずで話をするといいわ」

　良護は少しだけ考え、好意を素す直なおに受け止めることにした。

「……わかった。サンキュー、オリカ」

「た、たまには、ご褒ほう美びをあげないとね」

　オリカは礼を言われて照れたのか、そっぽを向いて軽口を叩たたいた。
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　オリカの配はい慮りよで、諒子とふたりきりになった良護は、アゲハの作った夕食を食べながら、この四年間のできごとを、色々と話していった。

　諒子がいなくなった直後のこと、両親のこと、友人、知人のこと、学校のこと、姉弟でよく行った店がつぶれたこと、近所の公園はまだ健在だとか……。とりとめもなくわき出てくることを、良護はひたすら並べていった。

　諒子はそのあいだ、懐なつかしそうに目を細めたり、ほおと感心したり、目を丸くしたり、適度な相づちを打って、ずっと良護の話に聞き入っていた。

　やがていつもの五倍近い時間をかけて食事を終え、後片付けを済ませると、諒子が部屋へ行こうと誘さそうので、良護はお茶を用意してついて行った。

「さてと、それじゃあそろそろ私の話をしようか」

　諒子は四年ぶりに、自分の勉強机の椅い子すに腰こしを下ろすと、部屋をゆっくりと見み渡わたしながらそう言った。

　良護はベッドに腰を下ろして、そんな姉をじっと見つめていた。

　四年前は当たり前だったものが、ある日突とつ然ぜん失われた光景が目の前にある。

　ほんの少し、目め頭がしらが熱くなった。

「ん？　どうしたんだい、良護。私の顔に何かついているかい？」

「……姉ちゃん……、その……、なんか変わらないな」

　良護は咄とつ嗟さに、そう言って誤ご魔ま化かした。

　すると諒子は一いつ瞬しゆん目をぱちくりと瞬またたかせ、急に吹ふき出した。

「あははは。そういうおまえは随ずい分ぶんでっかくなったな、良護。昨日までこーんなに小さかったのに、いつのまにか私の身長も超こえているんだもんな」

「いくらなんでもそこまで小さくねえだろ。むしろ姉ちゃんの方が縮んでないか？」

　姉の大げさなジェスチャーにツッコミを入れながら、良護も頰ほおをゆるめた。

　そういえば、突然の再会から、アヴィスとの交戦までかなりどたばたしていたため忘れていたが、ひさしぶりに見た姉の姿に対する感想は、「小さくなった」だった。

　幼い頃ころは、もっと大きく、たくましい存在だと思っていたのに、実際の姉はそこまで大きくも、そして強そうにも見えない。

　女子にしては身長は高いものの、身体からだの線は細く、むしろ華きや奢しやなくらいだった。

　ただし、鍛きたえぬかれた身体は、締しまるところは締まっていながらも、出るところはしっかり出ている。ちなみに諒子は現在、長いＴシャツを一枚、ワンピースのように着ているだけである。昔から、その格好が家での諒子のユニフォームだった。

「なんだとぉ？　言うようになったじゃないか、良護。だけど残念だな。きちんと計測したところ、私の体型はほぼ四年前と同じだ。さっきクローゼットで制服を見つけたんだけれどね、まだまだ余よ裕ゆうで着られたよ。見てみるかい？」

　すると、良護が返事をするより前に諒子はクローゼットに近づき、制服を取り出すと、おもむろに着替えを始めた。

　パンツ一枚で背を向ける姉の身体に、良護は思わず目を逸そらす。だが、

「姉ちゃん、その背中……」

　逸らそうと思った視線は背中に釘くぎ付づけになっていた。そこに大きな傷きず跡あとがある。

「ん？　ああ、これかい」

　諒子はちらりと見てから、着替えを続ける。

「あの事故のときの傷だよ。これが元で、私は三年間も寝ねてる羽目になったんだ」

　事故というのは、諒子の生死が不明になった、イギリスでのホテル爆ばく発はつ事故のことだ。

「三年間寝てた？」

「ああ、そうだよ。私はあの事故から三年間、ずっと生死の境をさまよっていたんだよ……、と、よし着られたぞ。どうだい？」

　諒子は手て際ぎわよく制服を身に着け終えていた。

　オリカや夏輪が着ているものと同じ制服だ。だが、長身で、スタイル良好で、少しだけお姉さんな諒子が着ると、どうにもいかがわしい風にしか見えなかった。

　夏服の薄うすいブラウスでノーブラ、しかも開かい襟きんしてるせいもあるかもしれないが。

「生死の境って？」

　感想を問われたのに、良護はさらりとスルーし、話を促うながした。

　諒子はちょっとだけ不服そうだったが、それ以上は特に何も言わなかった。

　勉強机の椅子に戻もどって腰を下ろす。

　足を組むとミニスカートがちらちらとめくれて、良護は少し視線に困った。

「うん。あの日、うっかり逃にげ遅おくれてしまった私は、大けがを負いながら、爆発のエネルギーで生じた空間の歪ゆがみに落ちてしまったらしい」

「空間の歪み？」

「局所的なエネルギーの集中で発生したブラックホールみたいなもの、とアヴィスは言っていた」

「アヴィス……。そうだ。姉ちゃん、アヴィスとはどこで知り合ったんだよ」

　良護が身を乗り出しながら尋たずねると、諒子が苦笑しながら手で制する。

「そう焦るなよ、良護。すぐに出て来る」

　それで、と、諒子は続けた。

「そのとき空間の歪みを漂ひよう流りゆうした私がたどりついたのが、空間の歪みに作られた、マギア王家の幽ゆう閉へい塔とうだったのさ」
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「マギア王家の……、幽閉塔……」

「マギア王家の罪人を閉じ込めておく牢ろう獄ごくだそうだ。そこで私は四年間治ち療りようを受けていたんだ。意識が戻ったのはちょうど一年前だ」

「……なるほど」

　理解しがたい内容ながらも、良護はなんとか自分の中で整理する。

　すると、すぐに気になる点が発生する。

「だけど姉ちゃん。一年前に気がついたんだったら、どうしてそのとき連れん絡らくしてこないんだよ。父さんや母さんだって、ずっと心配してたんだぜ」

　抗こう議ぎめいた口調で、問いかける。

「私だってそうしたかったさ」

　諒子は肩かたをすくめる。

「だけど、マギア王家の幽閉塔ってのが厄やつ介かいな代しろ物ものでね。なにせマギア家にとっての罪人を隔かく離りするための塔だ。マギア王家の人間でも、外部からの干かん渉しようがない限り元の空間には戻れない。もちろん電話もなければ、手紙を出そうにも郵便局もないんだ」

　諒子がいた場所、マギアの幽閉塔というものは、かなりおかしなところらしい。良護はそう認にん識しきする。

「私がこっちの世界に戻ってこられたのは大体一ひと月つき前だ。アヴィスがマギア王家の代表として冠姫聖戦プリンセスジハードに出ることになってね。それで、幽閉塔からの外出がようやく許可され、私はそれにくっついて出てきたわけだよ」

「そういうことか……」

　良護はなるほどと納なつ得とくする。オリカがこちらにやってきたのもそのくらいのときである。

「もちろん、一月前に連絡することはできたろうけどね。ちょっとどたばたしていたからな。そこはご愛あい敬きようってことで許してくれると助かるな。……信じてくれるかい？」

　叱しかられたあとの少女のような諒子の上うわ目め遣づかいに、良護は軽いため息をついた。

「そんな荒こう唐とう無む稽けいなこと信じられるかよ……、と言いたいところだけど、この一か月のことを考えれば、何だって信じられるさ」

　十三王家、冠姫聖戦プリンセスジハード、召しよう喚かん騎き士し。オリカと過ごした一か月で、かなりいろいろな体験をしている。だから良護は姉の荒唐無稽な話もすんなりと受け入れることができていた。

「そうか、良護は良護で、この一か月、いろいろあったわけか」

「まあな」

「ありがとう、良護」

　諒子は軽く頭を下げた。それから椅子の上で片方の膝ひざを腕うでに抱かかえる。制服のミニスカートのすそが持ち上がると、ますます下着が見えそうになり、良護は慌あわてて目を逸らした。

「な、なあ、姉ちゃん」

「なんだい、良護」

「姉ちゃんがいたのはマギア王家の幽閉塔って言ったよな。アヴィスも、なにか悪いことをしたのか？　幽閉されていたのはアヴィスの母親なんだろう？」

「アヴィスはあの塔で生まれて育ったのさ」

「塔で生まれて育った……？　本当かよ」

　普ふ通つうに病院で生まれて、普通に育ってきた良護には、にわかに信じがたい話だった。

「かなり世間ずれしてるだろ？　最初はもっと大変だったんだ。彼女の母親は病気で喋しやべることはなかったし、世話係の人間は事務的なことしか話をしないからな。それまでは本だけが友達で、コミュニケーションをとれるようになるまで一苦労したよ」

「そうなのか。ちょっと変わってるとは思ったけど……」

「変わってる、程度に思ってもらえるなら嬉うれしいね。あの子も喜ぶだろう。なにせ、君はあの子の白馬の王子様だからな」

　ニヤニヤする諒子に、良護は「あ」と声を上げる。

「そうだ！　なんでアヴィスは俺のことを王子様なんて呼ぶんだよ？　俺、あいつと逢あったの、今日が初めてだぞ？」

　良護は、朝、アヴィスに抱だきつかれたことを思い出し、軽く赤面しながら言った。

「もちろん、私が教えたからさ」

　諒子がさらりと言い放つ。

「は？」

「コミュニケーションがとれるようになった後にね。あの子も年とし頃ごろだ。それなりに男の子に興味があったみたいでね。良護の話をたくさんしたら、興味を持っちゃってねぇ……」

　頭をかきながら諒子は舌を出す。

「あの子が元々持っていた白馬の王子様像と、良護が一いつ致ちしちゃったみたいなんだよね。ははははは」

「はははは、じゃないだろ⁉」

「アヴィスは可愛かわいいだろ？　可愛い女の子に抱きつかれたり、惚ほれさせるって言われているんだ。喜ばしいことじゃないか」

「可愛ければいいってもんでもないだろ、こういうのは！」

「そんなにムキにならなくてもいいだろう？　それに、きっかけは私かもしれないけどね、行動そのものはあの子自身がやっていることだ。私に止める権利はないよ」

「……ううむ」

　良護は腑ふに落ちなかった。

「ところで良護」

　そこで諒子が椅い子すから立ち上がる。ベッド側に移動し、良護の隣となりに腰こしを下ろした。

「おまえとオリカ姫ひめはどういう関係なんだい？」

「……姉ちゃんは召喚騎士のことは知ってるんだよな」

　うん、と諒子は首しゆ肯こうする。

「だったら話は早い。俺はオリカの召喚騎士だ。元々は、あいつがサムライ・リョー、つまり姉ちゃんと契けい約やくしようとして、間ま違ちがえられたんだけどね。今は、俺自身があいつを冠姫聖戦プリンセスジハードで勝たせたい。あいつを冠絶の姫王エクセルシアにしたいと思ってるんだ」

「ほお、そうだったのか」

「けど、昼間に見たろ？　俺たちは普通の姫と騎士と違って、どういうわけかあいつが召喚騎士として戦う羽目になってる。俺にできるのは、オリカに対して欲よくじ……、コホン、対価を充じゆう分ぶん支し払はらうことだけだ。そういう関係だよ」

「ふむ……。なるほどね」

　諒子は腕を組み、顎あごに手を当てながら、天てん井じようを眺ながめた。

　それから急に腕を解くと、良護の首に腕を絡からめ、頭をくしゃくしゃと撫なでる。

「うわ、なんだよ姉ちゃん」

「いい男に育ったな、良護。あの子の夢を手伝ってる……、つまり、おまえも私と同じようなことをしているわけだな」

「……ま、まあな。姉ちゃんほど完かん璧ぺきじゃねえけど」

　良護は撫でられてくすぐったいのと、褒ほめられて嬉しいのと、それから頭部に触ふれる諒子の胸の感かん触しよくにおちつかないのがないまぜになった、おかしな気分だった。

「姉ちゃん、離はなしてくれよ」

「照れてるのか？　このくらい昔はよくやったろ？」

「昔と今じゃ違うんだよ。俺だってもう十六だぜ？」

　良護は諒子のヘッドロックから逃のがれようともがいた。だが、拘こう束そくはまるで金属の部品で固められているかのように強固で抜ぬけ出すことはできなかった。

　頭上で諒子がつぶやくように言う。

「十六か……、早いなぁ」

「姉ちゃんは……、二十二か」

「実感はないけどね。……そうか、大きくなったね。本当に……、大きくなった……」

「姉ちゃん？」

　頭を抱えられているせいで、表情はわからなかったが、声がすこし弱々しくなったような気がした。もしかしたら珍めずらしく感傷に浸ひたっているのかもしれない。良護はそう思う。

「……もう少し、こうしていてもいいかい、良護」

「……仕方ないな」

　良護はぶっきらぼうな調子で答えた。

　無論、良護も久しぶりの姉の温ぬくもりに心地ここちよさを覚えていたのは言うまでもない。

「なあ、姉ちゃん」

「なんだい？　弟よ」

「……おかえり」

「うん。……ただいま」

　諒子はたぶん、微笑ほほえんだ。







　盾町家からそう遠くないところに路上駐ちゆう車しやしている車がある。その車中。

「……オリカ様、とりあえず良護様は無事なようですね」

　盗とう聴ちよう装置から伸のびたヘッドホンに耳を当てつつ、アゲハがオリカを振ふり返る。

「だから言ったじゃない。たぶん大だい丈じよう夫ぶだって」

　オリカはヘッドホンを外しながら、ほっと胸をなで下ろした。

　自分から言い出したものの、敵であるアヴィス・マギアと関係している諒子と良護をふたりきりにすることにすこしだけ警けい戒かいをしていたのだ。

「それよりアゲハ、なんだか急にお腹なかが空すいたわ。何か食べるものないかしら」

「わかりました。お休み前ですし、軽めのものをすぐに用意させましょう」

「あんまり急がなくてもいいわよ。せっかくの再会だもの。もう少し、ふたりきりにさせてあげましょう」

　オリカはひとりっ子だ。

　だからちょっとだけ、良護がうらやましいと思った。
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　翌日、良りよう護ごとオリカはいつも通り、ふたりで学校へ登校した。

　諒りよう子こは仕事の準備があり早朝に出で掛かけたという話だった。

　教室に入ると、アヴィスはまだ登校していなかった。

「来てないわね、アヴィス・マギア」

「昨日の今日だからな。もしかしたら休むのかもしれない」

「その前に、ちゃんと登校してくるかもあやしいわよ」

　どこかほっとしたような様子で、オリカは自分の座席に腰を下ろした。

「それとも、良護はあの子に来てほしいのかしら？」

　オリカが少しだけすねたような口調で言った。

「欲ほしいとまでは言わねえけど……。次の一手が気になることは確かだな」




『マカルイン、わたしはあんたから王子様を奪うばってみせる。そうね、数日の内に、王子様の方からわたしに口づけを捧ささげさせてみせるわ』




　オリカから良護を奪うという、宣戦布告。

　そのために一体何をするというのか、良護にはさっぱり予想がついていなかった。

　そのとき、突とつ然ぜん、良護は膝ひざの上に重量を感じた。

　柔やわらかく暖かいものがのしかかっている。

「おはよう、王子様。調子はキュートかしら？」

　いつの間にか目の前にアヴィス・マギアの姿があった。

「あ、アヴィス？」

　アヴィスは良護の膝の上にのっている。

　格好は昨日と同じ、魔ま法ほう少女風な出いで立ちのままだ。

「おまえ、いつの間に？」

「今の間よ、王子様。マギアの魔術を使えば空間の跳ちよう躍やくくらいどうってことないもの」

　さらっと言うと、アヴィスは口元を斜ななめに持ち上げた。

　頰ほおにえくぼが浮うかぶ。中身を知らなければだまされてしまいそうなキュートな笑顔だ。

「ちょっと、何見つめ合ってるのよ！」

「きゃあ」

　アヴィスの姿が現れたときとは正反対に、良護の膝の上から質量が消失する。

　オリカが横合いから手を伸ばし、アヴィスを突つき飛ばしたのだ。

「いたたたたた。いったいなあ、もう！　何をするのよ、マカルイン！」

「そっちこそ何してるのよ」

「王子様を奪うための作戦に決まってるわ」

　スカートのお尻しりをはたきつつ、アヴィスが尻しり餅もちの姿勢から立ち上がる。

「な……、いけしゃあしゃあと」

　オリカはわなわなと震ふるえていた。

　アヴィスはそんなオリカからはすぐに興味をなくしたように、良護を見つめた。

　上うわ目め遣づかいに熱っぽい視線を送ってくる。

「あのぉ、王子様ぁ？」

　舌っ足らずな口調でしなを作る。

「な、なんだよ？」

「これ、読んで！」

　目を閉じたまま、アヴィスが手を差し出した。

　すると、僅わずかに遅おくれて、その手の中に何かが現れる。

　まるで手品のように出現したそれは、どうやら封ふう筒とうのようだ。

「諒子に聞いたの。この国では、まずはお互たがいのことを知ることが大切だって」

「手紙？　……、いや、受け取れねえよ」

　うっかり手を伸ばしかけたが、良護はすぐに引っ込めた。これも作戦の一部なのだとしたら、素す直なおに受け取るわけにはいかないのだ。

「そんなこといわずに……、えい」

　かけ声とともに、またもや手品のようにアヴィスの手から封筒が消える。

　代わりに、それは良護の手に収まっていた。

「コイブミ、というこの国の伝統らしいじゃない。そこにわたしのプロフィールやあなたへの想おもいを書きつらねたわ。きゃは。わたしの赤せき裸ら々らな想いに耽たん溺できしてよね、王子様」

　不ふ遜そんに言い放ち、アヴィスは胸を反らした。

「コイブミ……、って、恋こい文ぶみ、ラブレターかよ？」

　ようやく言葉の意味を理解し、良護は思わず封筒をガン見した。

　真っ黒な厚手の紙でできたそれは、表書きも裏書きも何もない。

「きゃは。とりあえず渡わたしたからね。まずは読んで。そこからふたりの関係を始めるのよ！　読み終えたときにはきっとわたしにキスがしたくなってるに違ちがいないわ。……それじゃ、わたしは諒子に呼ばれてるから、王子様、またね」

　そう言って、アヴィスはひらりと小さく手を振り、良護にウィンクをすると、その場から忽こつ然ぜんと消え去った。

「……えっと」

　しばらくのあいだ良護は放心状態だった。

　少し経たって、周囲のざわめきが大きくなっていることに気づき、はっとする。

　良護にとってはいまさら瞬しゆん間かん移動程度のことは驚おどろきの対象ではない。

　だが他ほかの生徒は違う。彼らからすれば、非現実もいいところだ。

　このままでは学校がパニックになる可能性もあるのではないか。

　そう思い、慌あわてて周囲を見た。

　しかし、

「マギアさんって、手品師の家系なんだって？」「本当に上手だよなー」「まるで超ちよう能のう力りよく者しやみたいだ」

　と。諒子が手をまわしたのか、クラスメイトたちは誰だれ一人としてアヴィスを疑っている様子はなかった。

　むしろ良護の手元の手紙を不思議そうに眺ながめている。

「か、貸しなさいよ良護」

　みんなの注目の的を奪ったのはオリカだった。

　オリカは良護の手から強引に手紙を奪うと、有う無むを言わさずに中を開く。

「おい、それはアヴィスが俺に宛あてたものだろう？　勝手に見るなよ」

　良護が取り返そうとする。だが、すでにオリカは手紙を読み始めていた。

「……何よこれ。これが手紙？」

「え？」

　オリカの驚き方に違い和わ感かんを覚え、良護は横合いからのぞきこんだ。

　手紙は真っ黒な紙に、銀色の文字で書かれている。

「なんだこれ……、記号？」

　アヴィスの手紙は、端はしから端まで、余白がないほどぎっしりと細かな記号のようなもので埋うめられていた。オリカを召しよう喚かんするときに現れる、魔ま方ほう陣じんの図形に似た記号だ。

　どうやら文字ではあるようだが、良護にはまるで読めなかった。

「たぶん、マギア語だと思うけど……」

「読めるのか、オリカ？」

　メイファの手紙もすらすら読むオリカだ。もしかしたらと期待する。

「無理よ。マギア王家っていうのは、本当に交流が少ないんだもの。……はい」

　言いながら、オリカは手紙をたたんで良護に戻もどした。

「勝手に見て悪かったわね。でも、これなら何も問題なさそうだわ」

「お、おう」

「……良護、鼻の下が伸のびてるわ」

「え？」

　慌てて、手を鼻に持っていく良護である。

　実は、口には出さなかったものの、良護はそのラブレターみたいなものがすこしだけ嬉うれしかったのだ。何せ、生まれて初めてもらったものだったのだから。

「……早めに処分しなさいよね。罠わなが仕し掛かけられてるかもしれないわ」

　オリカはそれ以上は何も言わず、一時間目の授業の準備を始めていた。

　やがてチャイムが鳴り、アヴィスと連れ立って諒子がやってきた。

「昨日はうやむやになってしまったが、アヴィス君の席は、良護の左側でいいか」

「はーい」と、素直な返事が響ひびき、良護の左側にいた人間が席を空けた。

　そこにアヴィスがちょこんと座る。

　良護の右側に座るオリカが、眉み間けんに深いしわを刻みながら、良護とアヴィスを交こう互ごににらみつけていた。

「それじゃあ、今日の連れん絡らく事じ項こうを伝える、まずは……」

　諒子がなにやら説明を始めると、しばらくして左側のアヴィスが良護に小声で囁ささやいた。

「王子様、どうだった？　わたしのコイブミ。わたしの魅み力りよくがわかったでしょ？　そんな女とは手を切ってわたしのもとに来るわよね。さあ、誓ちかいのキスをしましょう？」

　自信たっぷりのアヴィスである。

　良護は頰を搔かきながら答えた。

「すまん、気持ちは嬉しいが、俺、おまえのこの字、読めないぞ」

「……な……」

　明らかにショックを受けた様子で、アヴィスは目を見開く。

　しかし、すぐに冷静さを取りもどし深呼吸をした。

「仕方がないわ。それなら次の作戦を実行するだけよ。……オリカ・マカルイン！　これで勝ったと思わないことね」

　オリカを指さし、捨て台詞ぜりふを残すと、アヴィスはまたもや忽然と消え去った。

「……なんなのよ、あいつ」

「さあ……」

　オリカの独白に、良護はアヴィスのいた空間を見ながら、ゆっくりと首をかしげた。
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　一時間目が終わり、オリカが席を外したところで、アヴィスは戻ってきた。

　無論、瞬間移動のように突然現れ、周囲が軽く驚いたのは言うまでもない。

「きゃは。ねえ、王子様ぁ、わたし、新しい作戦を仕入れてきたの」

「作戦？」

「そう、男の子を陥かん落らくさせるにはスキンシップが一番だそうよ。だからこうするの」

　アヴィスはおもむろに机を移動させると、良護の机に並べた。それから椅い子すを近づけ、良護の座席に密着する。そして、

「えい」

　ぎゅーっと、良護の腕うでにしがみつくように、抱だきついてきた。

　良護は一瞬、いつもの癖くせで鳥とり肌はだを警けい戒かいしたが、昨日アヴィスにかけられた魔術の効果は未いまだに存続しているらしい。ちっとも不快感を覚えなかった。

　だから、振ふり払はらうタイミングを失い、そのままにしてしまう。

「王子様。どう？　わたしの身体からだの感かん触しよく。キュートでしょ？　気持ち良いでしょ？」

　アヴィスはぐいぐいと身体を押しつけてくる。

　とくに、胸のふくらみの柔やわらかさが、軽い熱とともに、ほよんむにょんと肘ひじ越ごしに伝わってきて、良護は脳天がくらっとした。

「やめろって」

　言いながらアヴィスを見下ろした良護は、咄とつ嗟さに目を逸そらす。

　魔法少女のような衣い装しようだが、胸のところが大きく開いていて、押しつけられている物体の谷間が良く見えすぎたからだった。

　いや、谷間だけではない。それ以上のものも目にとびこんできた気がした。

　呼吸を整えつつ、冷静に考える。肘に伝わる感触は布越しなのに柔らかすぎる。

　良護はもう一度、ちらりと、だらしなく開いた襟えり元もとをのぞき見て、確信した。

　間違いない。アヴィスは下着をつけていない。俗ぞくに言うノーブラだ。

　思わず生なま唾つばを飲み込む。

「あら？　王子様？　なんだかにやけてるけど、キスする気になったかしら？」

「い、いや、そんなことはない、が」

　アヴィスの指し摘てきに心臓が跳はね上がった。心の中を読まれたかと思った。

「……効果あり、かな？　きゃはは」

　楽しそうに声を弾はずませると、アヴィスはますます身体を押しつけてきた。

　腕で胸の形を明確に認にん識しきするという希け有うな体験に、良護はしどろもどろになった。

「ちょっと……、何してるのかしら？」

　そこへオリカが戻ってきた。オリカは、メラメラと闘とう志しを燃やしながら、仁に王おう立ちになり、良護とアヴィスをにらみつける。

　良護はなんだか妙みようにばつの悪い気分になり、咄嗟に言い訳をしたくなった。

「お、オリカ、違うんだ。こ、これはだな……」

「きゃは。見てわからないの？　スキンシップよ、スキンシップ。悔くやしかったら、あんたもやればいいじゃない。あ、でも、無理かぁ、その貧弱な身体じゃあ、王子様は板を押しつけられてるみたいで、きっと気持ち良くないもんねぇ」

　オリカの胸むな元もとを見ながら、アヴィスがにいっと笑った。

「な、な、な、なによぉ」

　オリカの顔が一瞬で赤く染まる。拳こぶしを握にぎりしめ、わなわなと震ふるえ出す。

「そのくらい、わたしだってできるわよ！｝

　言うやいなや、オリカは机と椅子をアヴィスと同じように接続すると、良護の右腕に思い切りしがみついてきた。

「おいぃ、オリカ⁉」

「良護、わたしのほうがいいわよね？　あなた、わたしの騎き士しなんだから」

　アヴィスほどではない、というか比べるにもおこがましいほど慎つつましいものの、確実にふにゃりとした感触が右肘に伝わってくる。

　ただし、制服の下にはおそらく下着もつけているのだろう。

　感覚はアヴィスほど強きよう烈れつではない。

「きゃはは。良い度胸だわ、マカルイン！　だけど、王子様はわたしのものよ、ねえ？」

　オリカの参戦で、ぐぐっと右側に引っ張られた身体を、アヴィスがぐいっと引き戻す。

　そうすると、いっそう身体が密着する。

「アヴィス、離はなせ」

「きゃはは。わたしを選ぶって言ったら、キスしてくれたら離してあげる」

「言えるわけないだろ！」

「じゃあ離さなーい」

　アヴィスが唇くちびるを尖とがらせながら、可愛かわいらしく頰ほおをふくらませる。

　するとオリカもさらに力を入れる。

「この痴しれ者良護。いい加減にそっちから離れなさいよ！　許さないわよ」

　オリカは剣けん術じゆつをたしなむ。そのため、見かけよりもずっと筋力が強い。

「痛てててて、おい、オリカ、痛いって」

「マカルイン、あんたが離しなさいよ。王子様が痛がってるじゃない」

「あなたは黙だまってなさい、アヴィス・マギア。これはわたしと良護の問題よ」

「はあ？　先に王子様にしがみついたのはわたしよ！　泥どろ棒ぼうマカルイン！」

「なによ⁉　泥棒はそっちでしょう⁉　泥棒マギア！」

「わたしのだってば！」

「わたしの家臣よ！」

「お、おい、ふたりとも、やめ、やめ」

　今度はふたりがそろって良護の腕を引っ張り、ちぎれそうになる。

「やめ、やめ……、やめろって！」

「きゃっ」「ひゃあ」

　耐たえられなくなった良護は、加減していた力を解放し、思い切りふたりを振り払った。

　ふたりの姫ひめはほぼ同時に椅子から落ち、床ゆかに尻しり餅もちをついた。ぽかんとして良護を見上げている。

　そんなふたりを交互に見下ろした良護は、ふと、別の視線を感じ周囲を警戒した。

「……良護め」「……うらやましい奴やつ」「リア充じゆう……」

　ぎらぎらした殺気立った目で、クラスの男子の九割が良護をにらみつけていた。

「くそっ」

　このままここにいてはまずい！

　そう思い、良護はダッシュで教室から逃にげ出した。

「あ、良護」

「王子様っ！」

　背後からオリカたちの呼び声が聞こえたが、無視して懸けん命めいに走った。







　生徒をかき分け、良護は一目散に走る。

　どこかへいこうとか、そういうことはほとんど考えていない。とにかく、教室から離れよう。そう思っていた。

　だが、廊ろう下かの角を曲がったそのときだ。

「どこへいくの、王子様？」

　突とつ然ぜん目の前に、アヴィスが現れ、良護は両足で急ブレーキをかけた。

　かかとのゴムが擦すれて、焦こげ臭くさい匂においを放つ。

「もしかして、ふたりきりになりたかったとか？　きゃは。王子様、可愛いって、あ」

　良護は身の危険を感じ、アヴィスの言葉が終わらないうちに、踵きびすを返してそこから逃げ出していた。







「はあはあはあ」

　良護は肩かたで息をしながら、ドアに耳をあて様子を窺うかがっている。

「足音は聞こえないな」

　しばらくして、ドアから耳を離した良護は、壁かべを伝うようにずるずると身体を沈しずめ、冷たいコンクリートに腰こしを下ろした。

「さすがに、ここはわかんねえだろ。あいつ転校してきたばかりだからな」

　良護は深いため息をつきながらひとりごちた。

　そこは、校舎の隅すみにある何かの機械室だった。

　校舎内とは異なり、壁も床もコンクリートの打ちっ放しで、室内には金属のパイプやポンプのようなものが置かれていた。

　かろうじて電気はつくが、薄うす暗ぐらく、充じゆう分ぶんな明るさとは言えない。

　以前、悪友の市いち原はらから教えてもらった「学内でイチャコラできるスポット」のひとつだ。

「へえ、王子様、こういうところでするのが好きなの？」

「そういうわけじゃね……」

　良護はぎょっとして横を見た。

　真横にアヴィスが座っていたのだ。

　無む邪じや気きに室内を見回している。

「お、おま、なんで？」

「王子様？　マギアの魔ま術じゆつをなめたらだめよ？　きゃは」

　にい、っと可愛らしく微笑ほほえんだ……、はずなのだが、今の良護にはその笑顔が恐おそろしいものにしか見えなかった。

　小さい頃ころに見たホラー映画を思い出す。逃げても隠かくれてもどこまでも追いかけてくる悪あく霊りよう。その姿とアヴィスが重なり、背筋にぞっと悪お寒かんが走る。

「でもたしかにここなら静かそう。じゃあ、王子様、始める？」

　と、アヴィスがおもむろに唇を突つき出すが、それよりも早く良護はドアノブに手をかけ、その場から逃げ出していた。

「あ、王子様！　だから、逃げても無む駄だだってば」







　かすかに聞こえたアヴィスの言葉は真実だった。

　そのあと、良護はどこへ逃げても、どこへ隠れても、必ずアヴィスに追いつかれ、待ち伏ぶせされ、発見されてしまった。

　もはや学校内に逃げ場はない。そう思え、このままアヴィスに降こう伏ふくしてしまったほうが良いのではないかと弱気になる。

　くたくたになった良護は、最後の望みをかけてその部屋に入った。

　中には何人かの男子生徒がいて、良護を不ふ審しんそうに眺ながめた。だが、良護が軽く手を挙げ、挨あい拶さつすると、それ以上特に気にすることはなかった。

　近くにあった壁に寄りかかって腰を下ろし、良護は呼吸を整える。

　そろそろか。

　そう思ったとき、案の定、隣となりにアヴィスが現れる。

「ほら、王子様。いくら逃げたって無駄って言ったでしょ？　おとなしく、わたしとスキンシップでにゃんにゃんして、キスしちゃおう？　ね？」

　すり寄ってくるアヴィスに、良護はもはや逃げる気力が起きなかった。

「ところで今度はどこ？　人が多いみたいだけ……」

　ふと、周囲を見み渡わたしたアヴィスが言葉を止める。

　しばらくしても続きが聞こえず、不審に思った良護が様子を窺った。

　アヴィスは部屋の奥の方を見て、固まっていた。

　アヴィスの視線の先では、十人近い男子生徒が着き替がえをしている真っ最中だった。

　制服を脱ぬぎかけているもの、上半身裸はだかのもの、そしてパンツ一丁の半はん裸らのもの。

　さまざまな半裸の男子生徒がいて、彼らもまたアヴィスと同様に目を丸くしていた。

　そこはどこかの教室だった。

　ちょうど体育が終わったところらしく、男子が着替えをしている最中だったのだ。

「い、い、い、いやぁぁぁぁぁぁぁ」

「うわあ！」「なんで女子が⁉」「きゃあ、みないでぇ」

　アヴィスの悲鳴と、男子生徒の野太い悲鳴が重なる。

　そして、顔を真っ赤にしたアヴィスはすぐに瞬しゆん間かん移動をしてその場から消え去った。

「た、助かったのか……」

　良護はしばらくその様子が信じられずにいたが、やがて安あん堵どのため息をつく。

「あいつ、案外純情なんだな……」

　ぽりぽりと頭をかきつつ立ち上がると、半裸の男子生徒たちに一礼して、教室をあとにした。
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　オリカは気分が悶もん々もんとしていた。

　良護は二時間目の授業には戻もどってこなかった。

　アヴィスも戻ってこなかったため、オリカはひとり教室で授業を受け、もやもやした気分のまま、次の体育のために女子更こう衣い室へ移動していた。

「オリカさん、やっぱり良ちゃんが気になる？」

　制服を脱ぎかけたままぼうっとしていると、横に夏か輪りんがやってきた。夏輪はすでに体育着への着替えを完かん了りようしている。

「べ、別に気にしてなんかないわよ」

「そう？　それなら良いけど……、もうみんな着替え終わっちゃったよ？」

「え？」

　ふと見れば、更衣室には夏輪以外の女生徒の姿はない。

　いつの間にか、全員着替え終わり移動してしまったらしい。

　声にならない声をあげ、オリカは急いで制服を脱ぎ出す。

「でも……」

　と、着替えをするオリカの横で、夏輪が話を続ける。どうやらオリカを待っていてくれるつもりらしい。

「あたしはすこし心配かな？　マギアさん美人だし、積極的だし、それに、どういうわけか、オリカさんと同じように、鳥とり肌はだが立たないみたいだし……」

　夏輪は伏ふし目がちにつぶやいた。

　実はオリカも同じようなことを思っていた。

　だが、そう思っている自分をさらけ出すのに抵てい抗こうがあった。

　良護はただの相棒なのだ。

　本来ならば誘ゆう惑わくされようと、何をしようとオリカを手伝ってさえくれればそれでいい。自分を冠絶の姫王エクセルシアにしてくれれば、それだけで充分のはずなのだ。

　だが、オリカの心の中には、良護に対してそれ以上の感情が芽生え始めていた。

　そのことをまだ認めたくないのだ。

「……終わったわ。待っててくれて、ありがとう、夏輪」

「どういたしまして。じゃあ、行こうか」

　オリカが先頭に立ち、更衣室を出ようとする。

　すると、ちょうど扉とびらを開けて誰だれかが室内へ入って来た。

「あ、アヴィス・マギア」

「マカルイン⁉」

　布ぬの袋ぶくろを抱かかえたアヴィス・マギアだった。

「マギアさん、どうしたの？」

「……体育の授業用の服を、諒子に借りにいってきたのよ。わたしはそのままでも良いんだけど、規則だっていうから……」

　夏輪の質問に、素す直なおに答えるアヴィスである。

「……良護はどうしたのよ？」

　ぎろり、とにらみつけながら、今度はオリカがアヴィスに問う。

　アヴィスは不ふ愉ゆ快かいそうな表情で、オリカを見下ろした。

　しばらく間を開けてから口を開く。

「おまえに教える必要はないわ」

「……ああそう。わたしも別に教えてもらう必要なんてないわ」

　自分で聞いたものの、オリカはそう返した。

　しかし、アヴィスは、そんなオリカの返事は気に留めず、じろじろとオリカの全身を眺めている。

「……マカルイン、おまえ、その格好はなんの真似まね？」

「何がよ」

「その服装はどういうつもりなの？　体育の授業の服装は、そっちの子が着ているものじゃないの？」

　アヴィスに指をさされた夏輪が、びくりと肩をすくめる。

　夏輪が着ているのは、半はん袖そでのシャツに短パンという、ごく普ふ通つうの体育着だ。

　一方、オリカが着ているものは半袖のシャツにブルマーである。

「……アゲハがこっちを着ろっていうから」

　オリカはうつむき加減に言う。

　この学校に来て一ひと月つき。さすがにオリカもブルマー姿に対する羞しゆう恥ち心しんをわずかながらに持ち始めていた。

　だが、『良護様を欲よく情じようさせるには、こういった地道な努力を続けるしかありません』というアゲハによって、みんなと同じような体育着は用意してもらえないのだ。

　もちろん、学校にも手がまわっていて、こっそり売店で買おうにも売ってもらえないという状じよう況きようだった。

「……まさか、おまえ」

　じっと考え込んでいたアヴィスがはっとなる。

「それで王子様を誘惑するつもりね？」

「はあ？　ちが……」

　違ちがうと言おうとして、違わないという事実に気づき、なんだかオリカは急に恥はずかしくなる。

「そう……。おまえがそのつもりなら、わたしもキュートなアイデアで攻せめるわ」

　そう言うと、アヴィスは突とつ然ぜん姿を消してしまう。どこかへ瞬間移動したらしかった。

「アイデア？」

　アヴィスが何かを企たくらんでいるのは間違いない。だが、何をしようとしているのかは、オリカにはさっぱりわからなかった。
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「あ、オリカさん急ごう、チャイム鳴ってる」

　気がつけば、頭上で次の授業の開始を告げるベルが鳴っていた。







　体育館での授業は、体育館を半分に区切って男子と女子別々に行うのがこの学校のルールだった。男子は、ステージのある前半分を、女子は残りの半分を使用している。

　今日の種目はバスケットボールである。

「相変わらずオリカさんのブルマーは良いねえ。いっそ女子は全員ブルマーだったら良いのに。いや、どうせならビキニか？」

　他ほかのチームが試合中で、待機中の良護は、女子を熱心に観察する市原の後ろ姿をぼうっと観察していた。

　アヴィスとの追いかけっこで精神的にも肉体的にも疲ひ労ろうがたまっていて、正直このまま寝ねてしまいたいくらいだった。

「ん？　あれぇ？」

　市原がきょろきょろと辺りを見回している。

「どうした、市原」

「いや、アヴィスちゃんの姿が見えないなって……」

　そのときだった。

　突然、体育館の電気が消える。

「なんだ？　停電？」

　ざわめきが起こる中、ステージに照明が灯ともり、ごごごごごご、と舞ぶ台たいの下から誰かがせり上がってくる。

　携けい帯たい用のオーディオが置かれ、そこから「ちゃらりらりら～♪」と手品でおなじみの曲が流れてくる。

　恍こう惚こつとした表情で、なまめかしく指を動かし手招きをするのはアヴィスだった。

「あれは、水着？」

　アヴィスは、全身にぴっちりと張り付く、水着のようなものを着用している。

「違う。あれは、レオタードだ！」

　市原が断言する。

　一見、水着に似ているが、長なが袖そでであることや首回りのデザインなどが水着とは異なっている。

「王子様ぁ～」

　色っぽい声を出すアヴィスだが、あまりにも突然のことに、誰も何も反応しなかった。

　どこかで誰かが落としたバスケットボールの音が妙みように大きく響ひびいた。

「きゃは。そんな貧相な女よりも、わたしのほうがキュートでしょ？」

　アヴィスが良護に呼びかける。だが、良護も呆ぼう然ぜんとして、動けないでいた。

　しばらくすると、誰かがずかずかと大おお股またにアヴィスに近づく。

「アヴィス君。たまたま近くを通りがかってみれば……、君は何をしているんだ」

　諒子だった。

「あ、諒子。いいところに来たわ。ブルマーに勝てる衣い装しようとしてレオタードを選んだのよ？　どう？　キュートじゃない？　王子様、きっとキスしてくれるわよね？」

「うん、とってもキュートだよ、アヴィス君。だけどね、そういうのはＴＰＯを考えた方が良いって教えただろう？」

「だ、だけど、諒子。マカルインだって、ブルマーで王子様を誘惑してるのよ？」

「あれはね、一応、うちの学校公こう認にんの体育着なんだよ。私が在学中は、女子は全員あれだったんだがね。今は選せん択たく式しきだそうだ」

「な、なによそれ」

「とにかく、君のその格好はまずい。とりあえず、私と一いつ緒しよにきたまえ」

「ちょ、諒子？　どうしてよ？　ちょっと！　ちょっとぉぉ！」

　有う無むを言わさずに、諒子はアヴィスの首根っこを摑つかむとずるずると引きずる。

　体育教師と生徒たちに一礼をすると、舞台袖そでへと消えていった。

　しばらくして照明が戻もどり、何事もなかったかのように授業は再開した。

「……レオタードもなかなかいいかも」

　良護の脇わきで、クラスメイトがひとり、新たな趣しゆ味みに開眼しそうになっていた。
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　アヴィスは不満だった。

「この、学校っていう組織、いちいち面めん倒どうなルールがあるのね。キュートじゃないわ」

　体育教員室で諒子にこってりと絞しぼられたアヴィスは、そのまま屋上の一番高いところに魔ま術じゆつで瞬しゆん間かん移動していた。

　頰ほおをふくらませ、むすっとした顔でじっと虚こ空くうを見つめている。

　しばらくそうしていたが、やがて小さなため息とともにうつむいた。

「……一体どうやったら王子様からキスをしてもらえるんだろう……」

「でさぁ」「まじでぇ」「超ちよう笑えるー」

　そこに、にぎやかに騒さわぎながら屋上へ上がってくる一団がある。

　三人の女子生徒だった。髪かみの毛を派手に染め、制服を乱雑に着き崩くずし、顔には化け粧しようを塗ぬりたくっている。この学校の中では珍めずらしい種類の生徒だ。

「あれは、サボリってやつ？　何か参考になるかも。しばらく観察してみようっと」

　良いアイデアも浮うかばず、若じやつ干かん行き詰づまりを感じていたアヴィスは、少女たちを眺ながめることにした。

　もちろん彼女たちはアヴィスに気づいてない。

「でぇ～、彼氏がぁ」「うっそ、まじでぇ？」「超笑えるー」「それでぇ、あたしがぁ」「うっそ、まじでぇ？」「超笑えるー」「それでぇ」「まじぃ」「笑えるー」

　しばらくのあいだ、じっと聞き耳を立てていたが、そんな会話ばかりで、参考になりそうなものは何もなかった。

「こらぁ、おまえら！」「げ、やばい！」「まじでぇ！」「笑える！」

　アヴィスがため息をついていると、教師らしき人物がやってきて三人を校舎の中へと連れていった。そうして、屋上には再び静けさが戻る。

「ん？」

　ふと見ると、少女たちがいた場所に、雑誌が残されている。

　アヴィスは魔術を使って、それを手元に引き寄せた。

　表紙には先ほどの少女たちと同じような格好のモデルが笑え顔がおで写っている。

『特集、今年の夏は海で彼のハートを射止めちゃおう！』

　モデルの脇に、目立つ大きな文字で、そんなキャッチコピーが印刷されていた。

「海……？」

　ぱらぱらと中をめくり、特集の内容を読み、

「……これはキュートだわ」

　アヴィスは、先ほどまでの徒労感が一気に晴れていくような気がした。
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　体育を終えた良護たちは教室に戻り、普通に授業を受けていた。

　アヴィスはまだ戻ってきていなかったが、そろそろ誰だれも気にしなくなっている。

「暑いな……」

　良護は教師に遠えん慮りよしながら、襟えり元もとを小さく手で扇あおいだ。

　体育のあとだからだろうか、妙に身体からだが熱かった。

　じわりじわりと汗あせも浮かんできている。

　右を見る。オリカは熱心にノートを取っているようだが、やはり暑いらしい。細かく額の汗をハンカチでぬぐっている。

　ほんのりと上気した頰に、髪の毛が張り付き、妙になまめかしい。

「なあ、冷れい房ぼう止まってないか？」

　クラスの誰かがぼそりとつぶやいた。

　良護は天てん井じよう近くにある機器を確認する。たしかにいつもなら気休め程度に、ぬるい空気が出ているのだが、今はそれも止まっているようだ。

　なるほど、暑いのも当然か。

　教室中から、「暑い」や「んん」などといったうめき声が聞こえはじめ、だんだんと目立ってくる。下した敷じきやノートで露ろ骨こつに扇ぎ始めるものも出てきた。

　普ふ段だんなら、そういった行こう為いを注意するはずの教師も、今は暑さに参っているらしい。

「ちょっと暑いな」と、授業を中断し、ハンカチで汗をふきつつ窓を開けにいく。

　しかし、生憎あいにくと外は無風。その上、日差しがちょうど教室に差し込んできている。

「暑いぃ！」

　誰かがひときわ大きな声を出した。それを皮きりに、教室中が、口々に暑い暑いと言い始めた。それから、暑さから逃のがれるように生徒らは雑談を始める。

「……なあ、こんなに暑いと、泳ぎたくないか？」

「はあ？　そりゃあ泳ぎたいけど、うちの学校プールもねえし、海もねえだろ？」

「あれ、見てみろよ」

　誰かが窓を指さした。生徒の大多数が釣つられて、指の方に顔を向ける。

　すると、

「おい、海だ」「まじだ、海がある」「ビーチがあるのか！」「お、泳ごうぜ」「おう」

　口々に言い合うと、生徒たちは走り出した。教師の制止を振ふり切り教室から出て行く。

「なんだ？」

「行ってみましょう」

　良護とオリカの席は窓からすこし離はなれていた。窓の外に何があるのかわからない。だから、出て行く生徒たちに逆行して、窓まど際ぎわに近寄った。そして、

「なんだ、あれ」

　外を見た良護は、目を丸くする。

「噓うそでしょ？　あれって……、海？」

　オリカも驚きよう愕がくの声を上げた。

　窓の外に拡ひろがる光景。そこは本来グラウンドだった。

　だが今は、そこに海としか言いようのないものがあった。

　砂すな浜はまがあり、波打ち際があり、そしてたくさんの水が見える。グラウンドの向こうには校門と町並みがあるはずだったが、もはや水平線しか存在していなかった。

「どういうことだ？」

　良護は困こん惑わくしながら、海となったグラウンドを良く観察する。

　一足先に校舎を脱だつした生徒たちが、ビーチサイドや海で遊び始めた。

　制服のまま砂浜で遊ぶもの、あるいは服を脱ぬぎ捨て泳ぎ出すもの。自由に楽しんでいる。

「王子様ぁ～」

　甲かん高だかい声が響き、良護はそちらを見た。

　ビーチの一角に優ゆう雅がにパラソルが拡げられている。その脇で、ビキニタイプの水着を身に着けたアヴィスがぶんぶんと手を振っていた。

「アヴィス⁉」

「王子様ぁ～？　こっちにきて、背中に日焼け止めを塗ってほしいんだけどぉー」

「え？　あ、ああ、わかった」

　良護は少し頭がぼうっとしていたのか、思わずそう返し、身体も自然と外へ向かった。







　一方、そんな良護をオリカは不ふ審しんに思った。

「ちょっと、良護？」

　良護の制服の袖そでを摑んで引き留めるが、強い力でふりほどかれてしまった。

「良護？」

　乱暴な動作に、わずかにショックを覚えるオリカだったが、それ以前に何かがおかしいと直感する。

　オリカは、もう一度ビーチをにらみつけるように眺めた。

　どこから見ても完かん璧ぺきな、絵に描かいたような浜はま辺べだ。

　そんなもの昨日までは、いや、ついさっきまでは存在していなかったはずなのに。

　まさか、アヴィスが学校ごと、浜辺にでも瞬間移動させたのだろうか？

「さすがに、それは考えにくいかしら……」

　オリカは自分の推測を、自分で否定する。

　アヴィスは昨日のちょっとした戦せん闘とうだけで、意識を失うほど消しよう耗もうしていた。そんな大きな魔術は使えないような気がする。

　目を凝こらして、ビーチを再度確認した。

　良護が校舎から出てきて、アヴィスと合流したところだった。

　アヴィスが横になり、良護は日焼け止めを塗り始めようとしている。

「あの、痴しれ者家臣！」

　そんな良護の行動を見て怒いかりを覚えたオリカは、固く手を握にぎり込んだ。

　爪つめが手に食い込むほどの力で、ぎゅっと、強く。

「いたっ」

　爪が掌てのひらに刺ささった。

　すると、痛みを感じた瞬間、視界のビーチの光景がわずかに歪ゆがんだように見えた。

「……まさか？」

　オリカは手の傷を確認する前に、自分の両頰を叩たたいた。そして、

「そういうこと……」

　突とつ如じよ現れたビーチの正体に気づいたオリカは、すぐに教室から走り出した。







「王子様、ようこそ、わたしのプライベートビーチへ」

　白い砂、青い海、輝かがやく太陽。

　ビーチはまさに夏真っ盛さかりといった様子だった。

　浜辺でも海の中でも、学校中の生徒たちが歓かん喜きの声を上げて遊んでいる。

　そんな中、豪ごう華かなパラソルで作られた日ひ陰かげで、アヴィス・マギアは良護を待っていた。

　フリルのついた少女趣しゆ味みな可愛かわいらしいビキニの上下が、スタイルのよいアヴィスの身体と適度なギャップを生み、それが良護の目に魅み力りよく的に映る。

「王子様、この水着どう？」

「……、似合ってると思う」

「きゃは。ありがと」

　アヴィスは微笑ほほえむと、パラソルの下に敷しかれたレジャーシートに寝ね転ころがった。

　それから、器用に手を回し、ビキニの上の紐ひもをほどいた。

「王子様、早さつ速そくだけど、日焼け止めを塗って欲しいんだけど？」

　アヴィスの手に、小さなボトルが握られている。

「あ、ああ」

　良護はぼうっとしたまま、しゃがみ込み、日焼け止めのボトルを受け取った。

　目の前にはアヴィスの細く白い背中がさらけ出されている。傷ひとつない、作り物のように綺き麗れいな背中だった。

「……じゃあ、塗るぞ」

「お願い」

　手に薬液を出して、ぺちょりと背中につける。

「ひゃんっ」

「うおっ」

　アヴィスが変な声を出したので、良護は慌あわてて手を引っ込めた。

「な、なんだよ」

「きゃは。ちょっと、キュートに冷たかったから……。気にしないで続けて」

「……ああ」

　良護は再び、今度はおそるおそる背中に手を伸のばす。

　ひんやりとした液体が、アヴィスの肌はだの上を滑すべり、すこしずつ拡がっていく。

　柔やわらかな少女の肌の感かん触しよくに慣れない良護は、まるで高級な宝石を磨みがくように、ドキドキしながら作業を進めた。

「ん……、ふう……、あふぅ」

　手を動かす度たびに、アヴィスは妙みような声を出した。

　それで、良護はなんだかおかしな気分になっていった。

　やがてどうにか見える範はん囲いの背中に塗ぬり終える。

「ぬ、塗り終わったぞ」

「そう？」

　アヴィスが片かた腕うでで胸のビキニを押さえながら、身体からだを起こした。

　ほんのりと頰ほおを赤らめ、空いている手で髪かみをかき上げる。

「それじゃあ今度は前をお願いしちゃおっかな？」

「ま、前⁉」

　良護は思わず後あと退じさる。

　前と言えば、背中の反対側でそこにはへそやら何やらがあるわけで……。

　否いやが応にも胸むな元もとに目が行き、慌てて逸そらすと、今度はふとももが目に飛び込んでくる。

　テンパりそうになる良護にアヴィスはにいっと口の端はしを持ち上げる。

「きゃはっ。あの雑誌さまさまだわ。それじゃ、王子様、早速お願い」

　胸元を押さえたまま、軽く身を乗り出すアヴィスの前に、良護は屈かがみ込む。

　顔がかなり近い位置にある。

「ねえ、王子様？　キスしてもいいよ？」

「え？」

　不意に言われ、良護はドギマギする。

　眼前にアヴィスのぷりっとした可愛らしい唇くちびるがある。それがどうにも魅力的に見える。

　あれ？　俺、どうしたんだ。

　そんな思考がかすかによぎるが、それ以上頭がまわらない。

　どくんどくんと心臓が高鳴り、良護は無意識に顔を近づけていた。

　あと数センチで唇が重なる。

　だが、

「このぉ、痴れ者家臣！　さっきから、なにしてるのよぉ！」

　突如、良護とアヴィスのあいだの空間を、猛もう烈れつな勢いで何かが上から下に通り過ぎる。

　バフッ、と音を立て、レジャーシートが断だん裂れつ、その下にある砂が巻き上がった。

「な、なんだ？」

　良護ははっと正気を取り戻もどし、砂すな埃ぼこりをよけ、目を細めながら周囲を窺うかがう。

「少しは正気に戻ったかしら？」

「お、オリカ？」

　オリカが木の棒を振ふりおろした姿勢でこちらを見ていた。

　木の棒はモップの柄えである。オリカはモップを剣けんのように使って、地面を叩いたのだ。
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「いきなり、何するんだよ」

「何するんだじゃないわよ。良く見て。これはアヴィスの幻げん覚かくよ」

「幻覚？」

　良護は慌てて周囲を見回し、呆ぼう然ぜんとなる。

　直前まで存在していた青い海も白い砂浜もそこにはなかった。

　いつも体育で使うグラウンドが拡ひろがっている。

　生徒たちは心ここにあらずといった様子で、グラウンドの砂を浴びていたり、砂の上で泳いでいるかのようにもぞもぞと動き回ったりしている。

　制服を脱ぬいでいるものもいて、かなりシュールな光景だった。

「きゃはは。ばれちゃったかぁ。あとすこしだったのになぁ」

　ビキニをきちんとつけ直したアヴィスが、良護たちから数メートル離はなれたところで、てへっと舌を出す。

　それから表情をきついモノに変え、オリカをにらみつけた。

「ってゆーか、邪じや魔まするんじゃないわよ、マカルイン！」

「邪魔くらいするわよ！　それに……」

　オリカがグラウンドの生徒たちを一いち瞥べつしてから、声を荒あららげた。

「いくらなんでもやり過ぎよ、アヴィス・マギア！」

「そうだ。俺に対して何かするならともかく、他ほかの生徒たちを巻き込むのはよせ」

　良護もさすがに怒りを覚え、アヴィスに抗こう議ぎをする。

　だが、アヴィスにはちっとも悪びれる様子がない。

　それどころか、何を咎とがめられているのかわからないといった、無む垢くな表情を浮うかべる。

「別に、わたしが故意に巻き込んだわけじゃないわ。このひとたちは傍にいたから勝手に術にかかっただけよ。わたしは王子様だけに幻覚を見せたかっただけだもん。魔術に耐たい性せいのない、このひとたちが悪いのよ」

「みんなの方が悪いって……」

　オリカが面食らいながら反論した。

「あなた、みんなをなんだと思ってるのよ、アヴィス・マギア！　人間は道ばたの石じゃないのよ？」

「きゃはははは」

　そんなオリカに対して、アヴィスは高らかに笑う。

「おっかしい。何を言ってるの？　マカルイン。自分以外の人間なんて、どうだっていいじゃない。あ、わたしは自分と王子様以外、だけどぉ。きゃははは」

「アヴィス・マギア！」

　強い口調で叫び、オリカはじっと、アヴィスをにらみつけていた。

　やがてアヴィスが笑いを止めて、言う。

「……それにしても、せっかくうまくいきそうだった作戦を邪魔した罪は重いわよ、マカルイン！」

　軽くあげたアヴィスの手に、青い光の球が浮かび上がる。以前、戦せん闘とうに用いたものだ。

「オリカ！」

「ええ、いつでもいいわ！」

　良護は腕うで輪わを顕けん現げんさせ、オリカを召しよう喚かんする準備をする。

　だが、

「あ、あれ？」

　そこで不意に、アヴィスの身体がふらつく。手の中の青い球も瞬しゆん時じに消え去った。

「……さすがに、学校全部への幻覚は……、力の使いすぎだった……かな」

　ふらふらと前後に身体を揺ゆらすと、そのまま前に向かって倒たおれていった。

　その身体を走り込んで来た誰だれかが支える。

　諒子だった。

「姉ちゃん」

「やれやれ。本当に世話の焼ける子だよ、この子は」

　そのタイミングで、周囲のざわめきに変化が起こる。

「おい、おまえ、なんて格好してんだよ？」「おまえだって」「あっれー、さっきまでここに海があったような気がしたんだけど」「きゃあ、なんでわたし下着？」

　アヴィスの術が切れたらしい。生徒たちが正気に戻り、自分たちの姿に困こん惑わくしている。

　そんな少年少女に、苦笑いを浮かべた諒子が声をかけた。

「君たち、暑いからって気を抜ぬくから、白昼夢でも見たんじゃないか？　冷れい房ぼうは直しておいたから教室に戻るんだ。次の授業が始まるぞ」

「ああ、そうか」「暑かったしな」「とりあえず、着き替がえるかぁ」

　諒子の言葉をあっさりと信じた生徒たちは、順次教室へと戻っていった。

　それから良護たちに向かって告げる。

「良護、オリカ姫ひめ。おまえたちも戻りなさい。私はこの子を保健室へ連れて行くから」

「待ってくれよ、姉ちゃん」

　アヴィスを抱かかえて背をむけた諒子を、良護が呼び止める。

　諒子は首だけで振り返った。

「なんだい、良護」

「姉ちゃんはアヴィスを手伝ってるんだよな？」

「ああ、そうだよ」

「どうして、そんなやつを手伝うんだよ。みんなを平気で巻き込むようなやつを！」

　良護にとって、諒子は正義の体現者で、あこがれの存在だった。その諒子が、決して正義とはいえないアヴィスを手伝っている状じよう況きようは、良護にとって看過しがたいものがあった。

　諒子はその問いに、すぐには答えなかった。

　やや間をあけて、首を戻して言う。

「知ってるだろ？　私は目の前で困っているひとがいれば手伝うだけだ。この子は私の前で困っていた。だから手伝う。ただそれだけのことさ」

　諒子は、アヴィスを背負ったまま、校舎へと戻っていった。

「姉ちゃん！」

　良護とオリカは、諒子の背中をじっと見つめ続けた。
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　その夜。夕食も風ふ呂ろも済ませた良護は、早めに自室に籠こもり、勉強机の椅い子すに座って、じっと考えていた。机の上には、アヴィスからもらったコイブミが無造作に置いてある。

　アヴィス・マギアのこと。

　それを手伝う諒子のこと。

　すっかりアヴィスのペースに巻き込まれてしまっているが、どこかで決着をつけなくてはいけない。

　その際、たぶん姉の諒子と戦うことになる。

　果たして良護とオリカのふたりで勝てるのだろうか。

　答えは出ない。ただ悶もん々もんと考え続けている。

　諒子を問いただし、アヴィスの手伝いを止やめるよう、説得すれば良いだろうか？

　いや、姉の性格を考えれば、説得に応じるとは思えない。

　昔から、一度決めたら頑がんとして意志を曲げない人間だったからだ。

　だとすれば、やはり戦うしかないのだろうか。

　そんなことを延々と考え続けていた。

　時刻はだいぶ遅おそくなっていたが、諒子はまだ帰宅しないようだった。

　ふと、トントンと部屋の扉とびらをノックする音が響ひびいた。

「良護、わたしだけど、入るわよ」

　ややあって、遠えん慮りよがちな様子でネグリジェ姿のオリカが部屋に入ってくる。

「どうしたんだ、こんな時間に」

「今後のこと……、相談したくて」

　良護はわずかに目を細めた。

「そっか。ちょうど俺も同じこと考えてたところだ」

　そう、とオリカがすこしだけ表情を崩くずした。

　だが、部屋に入ってきたものの、オリカは扉の前から動こうとしない。

　壁かべに背をあて、良護をじっと見つめている。

「ん？　そんなところでどうしたんだ？　話があるならベッドにでも座れよ」

「あのね、良護」

　その場から動かず、オリカが口を開く。

「今までのことを考えると……、やっぱりアヴィスの魔ま術じゆつは恐おそろしいと思うの」

「そうだな」

「今はまだ、あなたを奪うばうっていうことで、直接的な攻こう撃げきはしてこないわ。けど、もしもあの子が本気になったら、わたしは……」

　オリカが語ご尾びを濁にごした。

　オリカの剣けんを弾はじいた魔術の球に、どこまでも追いかけてくる瞬間移動、それに多数の人間を巻き込んだ精せい巧こうな幻覚。

　どれをとっても、使い方次し第だいではかなり危険な代しろ物ものを、アヴィスは軽々と使うのだ。

　その上、

「それに……、アヴィス・マギアの召喚騎き士しは、たぶん、サムライ・リョー、諒子さんでしょう？」

「……信じたくないけどな」

　良護はわずかに肯こう定ていをためらう。

　ここまでの状況を考えれば、アヴィスの召喚騎士が姉の諒子である可能性は限りなく高い。ただでさえ化け物じみている諒子だ。もしも召喚騎士として武装されたら、その力が計り知れず巨きよ大だいになるだろうということは、良護自身が最もよく想像できた。

　武装された諒子。

　その剣がいとも簡単にオリカに突つき刺ささる。

　そんな暗いイメージばかりが脳のう裏りをよぎる。

「せめて、俺が戦えれば……」

「いいのよ、良護」

　良護の言葉をオリカが遮さえぎった。

「現状を悔くやむのは無む駄だよ。わたしたちは今できることを考えるべきよ」

　そこで、不意にカチリという音が響き、部屋の電気が消えた。

　どうやら、オリカが背中で、ドア脇わきにあった電気のスイッチにふれたらしい。

　急に真っ暗になり、良護は何も見えなくなる。

「おい、オリカ、電気が消えたぞ。つけてくれ」

　良護が頼たのむが、オリカは何も言わない。電気もつかなかった。

「ねえ」

　次の声は、良護の目の前で響いた。

　暗がりの中、オリカは移動してきていた。

「な、なんだよ」

「わたしは冠絶の姫王エクセルシアになりたい。……良護は、わたしを冠絶の姫王エクセルシアにしてくれるんでしょう？」

「ああ。なんだよ今さら」

「だけど、あいつは、アヴィス・マギアと諒子さんの組み合わせはかなり強敵……、たぶん、このままでは勝てないわ」

　良護はようやく目がなれてきた。

　窓から入る星明かりで、オリカの顔や身体からだがわずかに見える。

　オリカは、ネグリジェに手をかけていた。

「わたしたちが勝つにはこれしかないと思うの。……ねえ、良護」

　するりと、突然オリカのネグリジェが、肌はだの上を滑すべり、落下する。

「オリカ⁉」

　オリカはネグリジェの下には何も着ていなかった。良護の目の前に、全ぜん裸らの美少女が立っている。

「な、なにしてるんだよ、おまえ」

「お願い。全力でわたしに欲よく情じようして」

「……はあ⁉　って、おい」

　全裸のオリカが、そのまましなだれかかるように抱だきついてきた。

　洋服ごしに、オリカの全身の形を感じる。

「わたしに魅み力りよくがないのはわかってる。良護の好みじゃないのもわかってる。だけど、わたしに欲情してくれないと、わたしとあなたは勝てない。冠絶の姫王エクセルシアになれない。あなたも、わたしを冠絶の姫王エクセルシアにすることができないわ。だから、その……」

　ぎゅっと、良護にすがるようにしがみつくオリカの声は震ふるえていた。

　細い肩かたも、しなやかな銀ぎん髪ぱつも、なにより、良護に密着するその全身も、同じように震えている。

「その……、わたしを好きにして。あなたが思うとおりに」

「オリカ……」

　良護はしばらくのあいだ、じっとそのままにしていた。

　オリカは良護の好みのタイプとは違ちがう。

　とはいえ、全裸の美少女に抱きつかれているというシチュエーションには、当然ドキドキする。

　それに、オリカは今日まで一いつ緒しよに生活し、戦ってきたのだ。

　少なくとも好意は持ち始めている。

　このまま勢いに流されてしまえば、もしかしたら欲情することができるのかもしれない。

　そうすれば、強さが未知数のアヴィスと諒子のコンビにも勝てるかもしれない。

　だけどそれは何か違う気がした。

　だから、良護は決意する。

「わかった」

　良護はオリカの肩に手をかけ、面と向かう。

　びくりと、オリカの身体が跳はねた。

　薄うす闇やみの中、オリカは怯おびえたような表情を浮うかべていた。

「おまえの気持ちはわかった。おまえがやろうとしていることもわかった。けど……、やっぱりこういうのはすこし違うと思うんだ」

　良護はオリカから手を離はなすと、床ゆかにおちていたネグリジェを手に取り差し出す。

「そんなことしなくても、おまえに欲情するよう頑がん張ばってみる。だから、今日の所は帰ってくれないか。おまえも俺も、すこし疲つかれていると思うんだ」

「良護……」

「たくさん寝ねて、また明日あした考えようぜ」

　良護はそのまま、椅子を回してオリカに背を向ける。

「良護…………。そう……、そっか、そうよね」

　背後で衣きぬ擦ずれの音が響く。たぶん、オリカがネグリジェを着ているのだろう。

「あの、その……、ごめんね。変なこと言って」

「気にするなよ」

「あの……、その……、おやすみなさい、良護」

「おやすみ」

　そして、這はいずるような足音を響かせ、オリカは部屋を出て行った。

　良護はそのあともじっと、電気もつけずに考え続けた。
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　諒子が帰ってきたのは、深夜一時を過ぎたころだった。

「なんだい、良護。まだ起きていたのかい？」

　眠ねむれずにいた良護が物音に気づき、玄げん関かんまで降りると、諒子は穏おだやかな口調で言った。

「ちょっと眠れなくてさ」

「ははは、まあそういうこともあるよな。特に良護くらいの年ねん齢れいなら、毎日そんなことばかりだろう」

　靴くつを脱ぬぎ、玄関に上がろうとする諒子を、良護がすっと前に出て邪じや魔まをする。

「なんだい？」

「……姉ちゃん、なんでアヴィスの手伝いなんかするんだよ」

　諒子は僅わずかに目を細めた。

「……昼間も言ったはずだ。私はあの子を手伝うと決めたんだ。だから手伝ってる。ただそれだけだよ」

「だけど、あいつはみんなを巻き込もうとするような奴やつだぞ？　他ほかの姫ひめや、セイラ……、オリカの従姉妹いとこに大怪我させたような奴だぞ」

「……ああ、知っているよ」

「ま……」

　良護は息をのんだ。

「……まさか、姉ちゃん、セイラを怪け我がさせたのは、姉ちゃんなのか」

　諒子がアヴィスの召しよう喚かん騎士ならば、その可能性はゼロではない。良護の背筋に冷たいものが流れる。

「だとしたらどうするんだい？」

　諒子がふてぶてしく言い放った。

「ふざけんなっ！」

　咄とつ嗟さに、良護は諒子の胸ぐらを摑つかんでいた。

「姉ちゃんは、姉ちゃんはそんな人間じゃなかったろう？　姉ちゃんは強くて優やさしくて格好良くて、とにかくすげぇ人間だったろう？　どうして……、どうしてだよ！」

「声が大きいよ、良護。もう深夜だ。ご近所迷めい惑わくだし、オリカ姫やアゲハ嬢じようを起こしてしまうぞ」

　諒子はまるで動じずに、されるがままになっている。

「関係ねぇよ！」

「ふむ……、聞き分けがないやつだな」

　突とつ然ぜん、良護の視界がぐるりと回転し、天地が逆さまになる。

　背中に軽い衝しよう撃げきが走り、廊ろう下かに倒たおされたのだとようやく気づく。真正面には天てん井じようがあり、その横合いから諒子がのぞいていた。屈かがみ込んでいるらしい。

「投げると同時に、軽く身体の自由を奪うばうツボを押した。十分くらいは動けないよ」

　不思議な感覚だった。痛みはまるでないのに、手て脚あしはちっとも動かないのだ。

「いいかい、良護。君が成長したように、私も昔の私とは違う。川だっていつまでも同じ水は流れていないだろう？　身体も変われば、考え方も変わる」

「だけどっ」

　かろうじて出せる声で、必死に抵てい抗こうする。

　ふわりと、諒子の手が良護の額に触ふれ、前まえ髪がみをかきあげられる。

「なあ、良護。理想を追うことは悪いことではない。ただ、理想を押しつけるのはどうかと思うね。相手に対する勝手な思い込みは、ときに修復しようのない傷を生むものさ」

「……どういう意味だよ」

「さあね。ただのお姉ちゃんの戯たわ言ごとだよ」

　そう言うと、諒子は良護から手を離し、立ち上がる。それから良護の脇を通り抜ぬけて家の奥へと行こうとする。だが、すぐに足を止めて振ふり返った。

「そういえば、良護、アヴィスからの手紙は読んだのかい？」

「読んでねえよ。つーか、読めねえよ、あんな文字」

「そうか。あの子はマギア語で書いたのか……。じゃあ、これを使え」

　諒子はスーツのポケットから手帳を取り出すと、倒れている良護の腹の上に投げた。

「私特性のマギア語の辞書だ。アヴィスが使う程度の言葉なら簡単に理解できるはずだ。時間を見つけて早めに読んでおけ。敵を知ることは重要なことだろう？」

　諒子はそう言って二、三歩進むと、「そうだ、もうひとつ」と、また立ち止まった。

「明日から……、いや、もう今日からか。今日から、うちのクラスだけ、試験対策の勉強合宿に行くことにしたからな」

「……は？」

　突然の内容に、良護は変な声しか出せない。

「担任変へん更こうやらアヴィスの行動で生徒に迷めい惑わくをかけているからな。私なりの罪つみ滅ほろぼしだ。なに、学校にも各ご家庭にも許可はいただいた。そのために、今日は走り回ったからね」

　良護はまったくついていけなかった。

　姉が何を考えているのかまるでわからない。

「私はシャワーを浴びて寝るよ。おまえも身体からだが動くようになったらすぐにベッドへ潜もぐるんだよ。くれぐれも玄関で寝ないようにな。さすがに私でも風邪かぜは治せないからね」

　直前に大きな声で文句を言われた相手に対する態度とは思えないほど穏やかに告げ、諒子はバスルームへと入って行った。

「へっくしゅん」

　良護はなんだかよくわからないまま、身体が自由になるまで二回ほどくしゃみをした。
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　次の朝。学校に集まったクラスメイトたちは、困こん惑わく気味に挨あい拶さつを交かわしていた。

「いきなり旅行とかまじかよ」「準備大変だった」「慌あわててテレビの予約してきたよ」

　とはいえ、大半は楽しんでいるようだ。

　ただ、良りよう護ごの横に座るオリカは浮かない顔をしている。

　昨晩、迫せまってきたオリカを良護が拒こばんだせいかと思ったが、そうではない。

　その件については、オリカはまったく触れることがなかった。目覚めてから今にいたるまで、いつもと変わらない態度で、変に意識していた良護は拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだ。

「……本当に参加して大だい丈じよう夫ぶなのかしら」

　オリカは自問するようにつぶやいた。

　オリカはこの合宿を、諒りよう子こがアヴィスのために仕組んだ罠わなではないかと考えていたのだ。

　あまりにも突とつ発ぱつで不自然なイベントだ。疑うのも無理はない。

　だが、良護は多少呆あきれた声で告げる。

「だったら休めばよかっただろ？　姉ちゃんは、別にそれでも構わないって言ってんだ」

　今朝方、良護とオリカは諒子と少しだけ話す時間があり、合宿について議論になった。

　諒子は教師としての立場からは参加すべきだと言ったものの、罠だと疑うのなら参加しなくても良いと断言していた。

　それでオリカはだいぶ迷っていたのだが、結局こうして登校してきている。

「……だって、合宿なんて初めてだし……、これはこれで興味があったんだもん」

　オリカはそっぽを向きつつ、唇くちびるを尖とがらせた。

　そんなオリカに、良護はため息をつく。

　本当は良護自身が一番休むべきだと思っていたし、来たくなかった。

　姉の諒子の考えや行動を素す直なおに受け入れることは出来ない。

　だから、この合宿に一番懐かい疑ぎ的だったのは他ならぬ良護なのだ。

　しかし、オリカは決して休もうとは言わなかった。そうなれば、オリカだけをそんな疑わしい場所へ送り込むわけにもいかない。それで、良護も渋しぶ々しぶ登校していた。

「……っていうか、オリカ、なんなんだよ、その荷物」

　良護は、オリカが抱かかえている巨きよ大だいなバッグが気になった。

　今回の合宿は、合宿先にほとんどすべてのものがそろっているということで、いつも通りの格好で良いという話だった。

　しかし、オリカは、いつもよりもはるかに巨大な荷物を抱えているのだ。

「やっぱりお姫さまってのは荷物が多いものなのか？」

「何言ってるのよ良護。これはそんなんじゃないわ」

　ぱかっと、鞄かばんの上をわずかに開いてみせた。

　中に詰つまっていたのは、

「駄だ菓が子しかよ！」

　色とりどりの駄菓子だった。鞄にめいっぱいにお菓子が詰まっているのだ。

「ってか、どうみても五百円分以上あるだろ、それ」

　お菓子は五百円以内と決まっていた。昨日の今日だが、食べたいものがある生徒はみな、コンビニで用意しているようだ。

「ふふん。甘いわね。販はん売ばい元もとに手を回して、原価で卸おろしてもらったのよ。だから通常の三倍以上の量が手に入ったわ」

「へ、へぇ……」

「それに試供品も山ほどもらったわ。これは零ゼロ円だから問題ないわよね」

「ああ、そう、だな」

「は！　まさか、良護分けて欲しいの？　仕方がないわ。こっちはダメだけど、こっちとこっちなら……」

　急に元気になったオリカに、良護は若じやつ干かん引き気味だった。

「あ、おはようマギアさん」

　オリカの駄菓子に良護が呆れていると、アヴィスが教室に入ってくるのが見えた。

　今日は瞬しゆん間かん移動ではなく、自分の足で歩いてきている。

「王子様、おっはー」

　他ほかの生徒には目もくれず、良護に接近し、陽気に手を挙げにこやかな挨拶をする。

　昨日の今日だというのに、まったく険悪な雰ふん囲い気きがない。

「ん？　どうしたの、王子様。おはようの挨拶はなし？」

「……おまえ、昨日俺たちにしたこと忘れたのかよ……」

「そうよ、アヴィス・マギア」

　オリカもいつの間にか荷物を片付けて、参戦する。

「……別にわたしは悪いことをしたとも思ってないし、間ま違ちがったことを言ったとも思ってない。だけど王子様がいやがるなら、少しは考えることにするわ。諒子に言われたもの。相手を振り向かせたいなら、相手の気持ちにもなってみたら、って。きゃは」

　舌を出して、肩かたをすくめるアヴィスに、良護はなんとも言い難がたい気持ちになる。

「おまえなあ……」

「謝った方がいい？　それなら謝るわよ？　ごめーん。許して。きゃはは」

「そういうのは謝ったうちに入らないだろ」

「別にいいじゃない。それに……」

　ちらりとアヴィスはオリカを一いち瞥べつする。

「昨日みたいな大きな魔ま術じゆつは、体力がもたないもの。うっかり使ったらそこのこっわーいマカルインに寝ね込こみ襲おそわれちゃうかもしれないわ」

「なによ！　そんなことしないわよ」

　矛ほこ先さきを向けられ、オリカがむっとする。

　だが、アヴィスはそっぽを向いて肩をすくめた。

「誰だれもあんたとなんか話してないわ」

「アヴィス・マギア！　あなたねえ！」

「ああ、もう、なんかうるさいなぁ。合宿はせっかくのイベントなのよ？　お葬そう式しきみたいなムードで行っても仕方ないじゃない。そーゆー、わたしのキュートな配はい慮りよがわかんないわけ？　この田舎いなか者もののお姫ひめさまは！」

「むっ……」

　アヴィスの言い分はもっともだ。オリカはぐっと押し黙だまってしまう。

「諒子に聞いたのよ。合宿っていうのは、十代の男女が、ピュアでセンチメンタルな感情を抱いだいたまま、ひとつ屋根のしたで眠ねむるキュートな儀ぎ式しきなんでしょ？　何か起きないわけないわ。これはきっと、王子様をわたしに結びつけるフラグだと思うの。きゃは」

　アヴィスは瞳ひとみを輝かがやかせながら、ぴたりと良護の腕うでに抱だきついてくる。

「アヴィス⁉」

　どうやら未いまだにアヴィスの術の効き目は続いているらしい。鳥とり肌はだが立つ気配はない。

「こんのお、アヴィス・マギアっ！　そっちがそういうつもりならわたしだって……」

　アヴィスに触しよく発はつされたオリカが、良護の反対側の腕に飛びつこうとする。

　だが、

「……まあ、いいわ。良護とわたしの絆きずなは、あなたには裂さけるはずないもの」

　そう言って、手を引っ込めた。

「きゃは？　マカルインは負けを認めたのかしら？　きゃははは」

「……どうでもいいが、昨日みたいに他の生徒を巻き込むのだけは絶対にやめろよ」

　良護がため息混じりに忠告すると、アヴィスははーいと元気よく返事をして、ますます強くしがみついてきた。
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　良護たちのクラスメイトを乗せたバスは、市外の山の方へ向かっているようだった。

「合宿所までは四時間くらいかかる。すこし遠いが、みんな我が慢まんしてくれ」

　諒子が前に立って注意事じ項こうを話し終えると、生徒たちはみな思い思いの雑談を始めた。

「どうしてあなたがその席なのよ」

　ぶすっとした顔で、良護の頭上から文句を言うのはオリカである。

「きゃは。これは天運よ。天の神様がわたしと王子様を結びつけようとしてるに違いないわ。神様なんて信じてないけどね。きゃはは」

　アヴィスが、隣となりに座る良護の腕に、コアラみたいにしがみつきながら楽しそうに言った。

　オリカは唇を尖らせる。

「納なつ得とくいかないわ。座席はくじ引きだったのに。あなた、魔術を使ったんでしょう？」

「使ってないって何度も言ったでしょ」

　明らかにむっとするアヴィス。

「今日はまだ一度も魔術を使ってないってば。ね、王子様は信じてくれるわよね？」

「ん？　あ、ああ」

「ちょっと、良護。何鼻の下のばしてるのよ⁉　何度もいうけど、その女は敵なのよ」

　敵、というところだけ小声で告げる。

「わかってる。だけど、仕方がないだろ。公正なくじ引きの結果なんだから」

「ふふん。ほーら、王子様もキュートに認めてるわ。だから、あんたはとっととどっかにいきなさいよ。わたしの視界に入らないで」

「なによ、ここがわたしの席だもん！」

　ぷくっと、頰ほおをふくらませてオリカは顔を引っ込めた。

　窓まど際ぎわにアヴィス、その横に良護、そして後ろの席がオリカという状じよう況きようである。

　オリカの隣には悪友の市いち原はらが座っているのだが、彼は昨晩、合宿に興奮して眠れなかったらしく、車が走り出したとたんに爆ばく睡すいしていたのだった。

「王子様、これキュートな乗り物ね。初めて乗ったけど、なかなか楽しいわ」

「へえ、そうか……」

　良護はアヴィスに対してどのようなテンションで相手にすれば良いのかいまいちわからなかった。そのせいで返事はどこか淡たん白ぱくになる。

「ねえねえ、王子様、ちょっとこれを見て」

　そっぽを向いていた良護だったが、アヴィスが袖そでを引くので仕方なく顔を向ける。

　すると、アヴィスの手元に小さなノートが開かれている。そこには細かい文字でびっしりと何かが書かれているようだ。

「……俺はおまえのマギア語は読めないぞ」

　鞄の中に、諒子が寄よ越こした辞書とともにアヴィスのコイブミが入っていることを思い出しつつ、良護は答える。

「これはマギア語じゃないわ」

「ほう？」

　ちらりとのぞきこむとそこには良護が読める文字が書いてあった。

「このあいだの手紙、読めなかったって言ってたから、この国の字を練習してるの。読むのはなんとかなるけど、書くのは魔術を使っても難しいのよ。次は王子様が読める字で、すっごいキュートなコイブミを書くからね」

「へえ、そうなのか」

　なんとも返答しづらい話だった。

「……ん？」

　すると、不意にアヴィスが顔をしかめる。顔色が妙みように悪い。真っ青だった。

「おい、どうした？」

「……王子様……、なんか、きもち、わるい……」

　アヴィスはそう言うと、うっと呻うめいて口元を押さえた。

「どうした⁉　って、おまえ、もしかしたら酔よったんじゃないか？」

「酔う？　よくわからないけど……、は、吐はきそう」

「ちょっと待て」

　良護は座席の背の網あみに入っているエチケット袋ぶくろを取って、アヴィスに手て渡わたす。

「吐くならここだぞ」

「う、うん」

　涙なみだ目めでかすかにうなずくと、アヴィスは袋に口元を近づけた。

　騒さわぎを聞きつけた諒子が、近くまでやってきて様子を窺うかがう。

「おや……、そうか。アヴィス君はこういう乗り物は初めてか。大だい丈じよう夫ぶか？　次の休きゆう憩けい所じよはもうすぐだからな。良護、しばらく彼女の背中をさすってやってくれ」

「え？　俺が？」

「病人を邪じや険けんにするつもりかい？　それに、鳥肌体質は収まっているんだろう？」

「……わかったよ」

　それで良護は仕方なく、次の休憩所までアヴィスの背中をさすることになった。

　そのあいだ中、背後の席からずっと「ぐぬぬぬぬぬ」という妙なうめき声が聞こえてきていたのだが、良護は気がつかなかった。
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　移動途と中ちゆうのサービスエリアのレストランで昼食を摂とり、すっかり遠足気分になったところで、バスは目的地へと到とう着ちやくする。

　合宿所は良護たちの住む街から随ずい分ぶん離はなれた山奥にあった。

　周囲には青々とした木々が生おい茂しげるばかりで、合宿所以外の人工物はほとんど見当たらない。夜中にこっそり抜ぬけ出しでもすれば、遭そう難なん必至なロケーションだ。

　それでも三階建ての合宿所自体は小こ綺ぎ麗れいで、まだ新しい。水も電気もガスも通っていて、施し設せつにいる限りは不自由は少なそうだった。

　学校関係の施設ではなく、諒子が個人的なツテによって借りてきたものだった。

　各人が部屋へ荷物を置いてくると、すぐに全員がひとつの部屋に集められる。

　大きな黒板のある、良護たちの学校とは異なった雰ふん囲い気きの教室だ。

　座席順は黒板に掲けい示じされていたが、学校のものと同じだった。

「さて、諸君。この合宿の目的は何だ？」

　教きよう壇だんに立った諒子が、堂々たる調子で全員に問う。

「期末試験の対策です」

　クラスの優等生が手を挙げて小さな声で言うと、諒子は満面の笑えみで頷うなずいた。

「そのとおりだ。それじゃあ、今回の勉強内容のプリントを配るぞ」

「げ⁉」「なに、これ」「噓うそだろ？」

　生徒ひとりひとり用に特別に編集されたプリントの束を諒子が配っていく。

　そして、それを受け取った瞬しゆん間かん、それまで「楽しい旅行気分」だった生徒たちの表情が一変する。プリントの厚みが尋じん常じようではないのだ。

「担任が替かわったことを理由に平均点が下がっても困るからね。私なりに精せい一いつ杯ぱいやらせてもらう。間違いなく、全員の平均点を十点以上あげてみせる」

　自信満々で告げる諒子だが、生徒たちはそれどころではない。

　それもそのはずだ。車中で説明された合宿のルールでは、プリントのノルマを終しゆう了りようしないかぎり、次のステップに進むことができない。つまり夕飯にさえありつけないのだ。

「勉強ばかりじゃつまらないだろうから、夕飯後にはレクリエーションも用意してある。だが、ノルマが終わらない限り参加できないから、しっかりやるんだぞ」

「まじかよ」「これなら普ふ通つうの授業の方がよかった」「あんまりだぁ」

　一転してお葬式のようなムードになりつつ、生徒たちは皆みなプリントに着手し始めた。

　良護とオリカも覚かく悟ごを決めてペンを取る。

　一問、また一問と進める。

　三十分程度集中しただろうか。

「ねえねえ、王子様、王子様」

　不意に、アヴィスが話しかけてきた。

「なんだ？」

「そろそろこんなつまらないこと放ほうり出して、遊びにいかない？　ほら、外はキュートに良いお天気よ？」

　退たい屈くつそうな顔をして窓の外を指さすアヴィスに向かって、良護は首を横に振ふる。

「そういうわけにはいかねえよ。姉ちゃんは有言実行だからな。ノルマが終わらないと、マジで飯も食わせてもらえないぞ」

「だけど、もう飽あきちゃったし……」

　アヴィスがだだをこねる。

「ちょっと、うるさいわよ。黙だまって」

　注意をしたのはオリカだった。オリカは、頭をかきむしりながら血ち眼まなこになってプリントと格かく闘とうしている。

「ぷっ。マカルイン、なにそんなに必死になってるの？　きゃは。おっかしぃー」

「何がおかしいのよ？　一いつ所しよ懸けん命めい勉強することが悪いことかしら？」

「きゃはは。だって、こんなのくだらないわ」

「くだらないですって？　そういうのは自分の分が終わってから言いなさいよ」

「終わってるわ」

「……え？」

「きゃは、なに面おも白しろい顔してるのよ、マカルイン。むかつくわね。ほら見なさい」

　アヴィスが、オリカの前にプリントの束を放り投げた。

「何を言ってるの？　こんなにたくさん問題があるのよ？　難易度だってそんなに低いわけじゃ……」

　オリカがぱらぱらとプリントをめくりながら、だんだんと顔色を変えていく。

　良護も横からのぞき込むと、アヴィスの言うとおり、本当にすべてのページが埋うまっていた。

　しかも、よく見ると問題の難易度はかなり高い。

「この国の高等学校で習う程度の勉強は、三歳で終わってるの。マギアの魔ま術じゆつ大系はこの世界のあらゆる学問の中で最も難しいんだから。それくらい出来なきゃ、マギアの姫ひめは名乗れないわ」

　良護とオリカは、目をぱちくりさせながらアヴィスを見つめていた。

「この国の言葉で答えを書かなくていいなら、もっとすぐ終わったと思うけど。きゃは」

　すると、傍そばにいた女子生徒がアヴィスの腕うでをつついた。

「あの、マギアさん……、これ、わかる？」

「はあ？　なによ、いきなり」

「ここ、どうしてもわからなくて。でも、盾たて町まち先生は向こうで忙いそがしそうだし」

　諒子は別の生徒の相手をしているところだった。

「……どれよ」

　つまらなそうな顔をしつつ、アヴィスは一応プリントを受け取り、一いち瞥べつした。

「こんなのもわかんないの？　……これはねぇ」

　小こ馬ば鹿かにしつつも、かなりわかりやすい解説とともに、問題をさらさらと解いてみせた。

「……ってわけ。わかったらあっち行って。邪じや魔まよ」

「うん、すごくよくわかった。ありがとうマギアさん」

　説明が終わると、女生徒は感謝の言葉を述べて、自分の席へ戻もどっていった。

　今度は別の男子生徒が、アヴィスに声をかける。

「マギアさん、こっちもいいかな？」

「はあ？　またぁ？　なんなのよ、もう！」

　と、ふくれるものの、アヴィスはまたもやきちんと解説してみせた。

　そうこうしているうちに、アヴィスの周りには人だかりができていた。

　アヴィスは面めん倒どうくさそうにしながらも、ひとりひとりをきちんと相手にしていく。

　諒子が他ほかの生徒に説明をしながら、時折アヴィスの様子を窺い、にこりと微笑ほほえんでいた。

「ねえ、良護、ここ、どういうこと？」

「ん？」

　オリカに質問された問題は、良護には少し難しかった。

「……おまえもアヴィスに聞いてみたらどうだ？」

「冗じよう談だん言わないで。だれがあんな子に聞くもんですか。もういいわ、自分の力でなんとかするから！」

　なんだかムキになって、オリカはひとり、プリントに向かうのだった。

　結局、アヴィスへの質問は途と切ぎれることはなく、気がつけばすっかり夜になっていた。

「みんなよく頑がん張ばったね。まさか全員が夕飯前にノルマを達成できるとは思っていなかったよ。全員、頑張った自分を褒ほめるといい。それから、友人に教えてもらった者は、ちゃんとそのひとにも感謝するように」

　諒子の言葉に、クラスメイトの大部分がアヴィスを見み遣やる。

「ふん。なによ。こっちは王子様と過ごす時間がなくなっちゃったっていうのに」

　ほおづえをつき、そっぽを向くアヴィスだった。

「さて。それじゃあ夕飯にしようか。……と言っても、自分たちで作るのだけどね」

　そうして、良護たちは皆で食堂へと移動する。
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「材料はそろってる。調理器具も問題ない。使い方は、女子は家庭科でやっているからわかっているな？　それじゃあ、私は食堂設営班に指示を出してくるから、こっちはまかせたぞ」

　諒子はてきぱきと指示を出すと、食堂から出て行った。

　良護とクラスメイトたちは、二手に分けられていた。

　食堂を掃そう除じし、ものを食べられるように準備する食堂設営班と、カレーを作るカレー調理班だ。調理班は主に女子がメインである。しかしながら、良護はひとり暮らしが長かったという理由で調理班に任命されていた。

　調理班は、さらに細かいグループに分けられている。それぞれのグループで鍋なべいっぱいのカレーをひとつずつ作るのが使命なのだ。

「カレーライス……。きゃは、わたし知ってるよ、王子様。辛からいルーをごはんにかけるやつでしょ？　文ぶん献けんで読んだことあるわ」

　良護と同じ班でなければいやだということで、アヴィスも一いつ緒しよである。

「はあ？　何を言ってるのアヴィス・マギア。わたしなんて、アゲハが作ったのを食べたことがあるわよ」

　アヴィスが良護と一緒にいるというのなら、わたしも、とオリカも一緒だった。

　庶しよ民みんの味方のカレーライスだが、王族であるふたりの姫には縁えん遠どおいものらしい。

「へぇ、張り合う気なの、マカルイン」

「別にぃ？　ただ、あなたみたいなガリ勉魔女姫が料理なんてできるのかしらって思っただけよ。わたしなんて、包丁で指を怪け我がしたこともあるのよ？」

「な……、包丁……、ってあの、料理をするときに使う剣けん……⁉　ま、マカルインのくせに生意気だわ」

　なんだかよくわからないところでヒートアップするふたりの姫を横目に、良護は黙もく々もくと作業を進める。同じ班に配属された夏か輪りんに向かって囁ささやくように言う。

「夏輪。お姫さまふたりは当てにならん。カレーは任せてもいいか？　俺は米研といだりするから」

「うん、良ちゃん。任せて」

　夏輪が珍めずらしく鼻息荒あらく答えた。普ふ段だん、家族の分まで作っているため自信があるようだ。

　その横で、姫ふたりの争いはまだ続いている。

「……きゃは、そうだわ、マカルイン。それなら勝負しなさいよ」

「勝負？」

「カレー対決よ。それぞれが自分のちからだけでカレーを作るの。それを王子様に食べてもらって、おいしかった方が勝ち」

「……いいわ。その勝負、受けて立とうじゃない」

　ばちばちと火花を散らせるオリカとアヴィスである。

「おい、おまえたち、遊んでないで手伝えよ」

「そうはいかないわ、良護。ここで逃にげたらマカルインの名に傷がつくわ」

「きゃはは。待ってて王子様。とーってもキュートにおいしくて、思わずほっぺたが落ちた上に、わたしにキスしたくなるようなカレーを作ってみせるから」

　良護の注意には耳も貸さずにらみ合うと、ふたり同時に動き出した。

「……夏輪、ふたりで頑張るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、良ちゃん。あたしも良ちゃんのために愛情込こめて作るからねっ！」

　どさくさに紛まぎれて大だい胆たんなことを言う夏輪だったが、残念ながら姫ふたりの行動が気になっている良護には、まったく届いていなかった。

「うふふふふふ。ほらほらほら、見なさい、わたしの華か麗れいな包丁捌さばき！　野菜たちが嬉うれしそうに刻まれていくわよ！」

　剣を持てば別人のような動きをするオリカも、細かい作業は苦手らしい。

　身よりも皮の方をぶあつく切ったジャガイモ、鉛えん筆ぴつのように細くなったニンジン、不ふ揃ぞろいすぎるみじん切りのタマネギ。

　オリカのはったりとは裏腹に、不器用に刻まれた野菜たちが、オリカの周りを飛び跳はねている。

「きゃはは。包丁なんて原始的よ。これだから田舎いなか者ものは困るわ。マギアの魔術をとくと見なさい」

　一方でアヴィスの前には食材がない。

　鍋に向かって、手をかざしひたすらに何かを詠えい唱しようし続けている。

「⁉　ちょっと！　汚きたないわよ、アヴィス・マギア！　魔術で作ろうっていうの？」

「邪魔しないでマカルイン。魔術はわたしにとってはただの道具よ。だけど、魔術だって万能じゃないの。料理を魔術で錬れん成せいするのはかなりデリケートなんだから」

「……へえ、魔術も大したことないのね」

「そんなこと言ってられるのはいまのうちだけよ、マカルイン！」

　言い争いをしながら、姫たちはそれぞれのカレーを作る。

「……えっと、お肉は……、きっと大きい方がいいわよね。それじゃあ、このかたまりをそのまま入れようっと」

　オリカは巨きよ大だいな肉のかたまりを、刻んだ野菜を放ほうり込んだだけの鍋にそのまま投げ入れ、それからコンロに火をつけた。

「……マンドラゴラの欠片かけら、黒トカゲの尻尾しつぽ、サラマンダーの涙なみだ……」

　隣となりでは、目を閉じたアヴィスがぶつぶつと何かをつぶやく度たびに、宙に浮うかんだ魔ま方ほう陣じんから、鍋の中に何かがぼとりぼとりと落ちていく。

　良護はそんな光景に、だんだん不安になってくる。

「……なあ、おまえたち。一応聞くけど、それ、誰だれが食べるんだ？」

「良護よ」「王子様よ」

　ふたり同時に答え、互たがいに、キッとにらみ合うオリカとアヴィスだった。

　そうして、なんとか夕飯の支し度たくが終しゆう了りようした。







「ようし、それじゃあ食べようか。いただきます」

　諒子の挨あい拶さつとともに、生徒たちは自分の前の食事に手を伸のばす。

「さあ、良護。今回は完全にわたしひとりで作ったわよ。ちゃんと食べてよね」

「王子様、心を込めて錬成したんだから。キュートにおいしいはずよ。きゃはは」

「りょ、良ちゃん、あたしのカレーもおいしいからね」

　目の前に三つも皿を並べられた良護は、スプーンを手に取るべきかどうか考えていた。

　夏輪のカレーはまったく問題がない。良い匂においがするし、ルーもごはんもおいしそうだった。このままこれだけ食べて幸せな気分にひたりたい、そう思う。

　だが、その隣にあるふたつの皿と、良護の左右に座るふたりの姫が、絶対にそれを許さないと思われた。

　右側にあるオリカの作ったカレー。

　大きさも形もばらばらな野菜たちが浮かんだ、透とう明めいなスープ。その中に、巨大な肉のかたまりが鎮ちん座ざしている。

「なあ、オリカ。どうしてこのカレー、透明なんだ？」

「じ、時間がなかったからよ。もっと煮に込こめばあの色になるんでしょう？　夏輪のカレーはさすがね。きっと段取りの差が出たんだわ」

　段取りの差でカレーに色はつかねえよ。そう言いたいのを必死にこらえる。

　一方、左側にあるアヴィスの作ったカレー。

　皿の上にご飯が載のっていて、半分にルーがかかっている。そこまでは正解だ。だが、

「アヴィスのはどうしてこんなに黒いんだ。それから、どうみても俺の食べたことのない食材が入っているんだが」

　見たこともない形状の物体が浮かんだ、真っ黒なカレーだった。

「ちょっと色づけの魔術に手間取っちゃって……、でも、効果はばっちりのはずよ？　珍しい魔術材料を片かたっ端ぱしから入れたもの」

　効果ってなんだよ。ただのカレーライスだろ？

　心の中でツッコミつつ、良護はしぶしぶスプーンを手に取る。

　なんだかんだ言っても、一応、良護のためにとふたりが作ってくれたものなのだ。

　邪じや険けんにするわけにもいくまい。

「い、いただきます」

　良護は、まずはオリカのカレーに手をつける。

　さらっとした、ただの湯と不揃いな野菜をスプーンに載せ、口に運ぶ。

「どう？」

「……うん、食べ……、られるな」

　上うわ目め遣づかいに賞賛を期待するオリカに対して、良護はそれ以上、何も言えない。

　野菜は生なま煮にえだし、スープには味がない。

「お肉も食べてよね。メインなんだから」

　仕方なく肉にも手を伸ばす。スプーンでは切れなかったので、無理矢理歯で嚙かみ切った。火が充じゆう分ぶんに通ってなく、スーパーレアな鉄っぽい味わいが口の中に拡ひろがった。

　牛肉で良かった。良護は心底そう思う。

　そのまま、良護はアヴィスのカレーにスプーンを持っていって、一さじすくった。

「きゃは、どうかしら、王子様」

「……う、ん？」

　奇き怪かいな形の物体が浮かぶ、真っ黒な粘ねん液えき。そうとしか表現のしようのないものがスプーンに載っている。しかもそれは、見つめているとふよんふよんと生きているかのように微び妙みように形を変えていく。

　……食えるのか、これ？

　声に出して尋たずねてみたいものの、作った本人はキラキラと眼を輝かがやかせて良護の行動を見守っている。感想を待っているのだろう。

　スプーンの物体とアヴィスを交こう互ごに見つめる。

　決意には数秒かかった。

　おそるおそる口元に運び……、そして覚かく悟ごを決めて一気に口に放り込んだ。

「……⁉」

　口内に触ふれる未知の感覚、舌の上に拡がる未知の味、そして鼻まで伝わる未知の香かおり。

　未いまだかつてない体験をしながら、良護は目を見開いた。

　しかし、目は開いているはずなのに、目に見えるすべてが歪ゆがみ、ぼやけ、頭がぐらぐらして……、それでもアヴィスになにか一言告げようと、口内の物体を飲み込む。

「……こ、個性的な、味わいだ……、……な」

「きゃは、ユニークってこと？　どうやらわたしの勝ちのようね、マカルイン」

「はあ？　何言ってるの。まだ勝敗は決まってないわ！　どっちが勝ちなの、良護」

　そんなオリカの問いかけも、ふたりが言い争う声も、今の良護にはどこか遠くのできごとのように思われた。

「きゃあ、良ちゃん！」

　夏輪の悲鳴を最後に、良護の意識は暗い闇やみの中へと落ちていった。
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　椅い子すを並べただけの簡易ベッド。

　倒たおれた良護は、諒子の指示で動いたクラスメイトたちによって、その上に横たえられていた。

　ベッドの傍かたわらでオリカと夏輪が良護を心配そうにのぞき込んでいる。

　アヴィス・マギアは少し離はなれた位置で、壁かべに背を預けて、つまらなそうにそれを眺ながめていた。

「聞いたよ、アヴィス」

　しばらくして場が落ち着くと、諒子がアヴィスの元へと近づいてきた。

「良護のために、料理を作ったんだって？」

「おいしいって言ってもらえなかったわ」

「いやいや。それはおまけみたいなものだろう。私は嬉しいよ。マギアの幽ゆう閉へい塔とうでは、勉強ばかりしていた君が、こうして自分で手を動かしている姿を見られるとはね。大した成長じゃないか。それに……」

「諒子」

　諒子が言い終えるより前に、アヴィスが口を挟はさむ。

「わかった風な口を利きくのは止やめて。あなたに何がわかるの？　あなたとわたしは、たかだか四年間、しかもそのうち、意識があった一年だけ一いつ緒しよに暮らした程度よ。余計なことは言わなくていいわ。あなたはわたしに必要な情報だけをくれればいいの」

　存外に厳しい口調のアヴィスに、諒子は大げさに肩かたをすくめてみせた。

「アヴィス、言ったろう？　スマイル、重要なのは笑え顔がおだ。料理が失敗したことを悔くやむのはわかる。けれどな、そんな顔をしていたら良護は離れていくばかりだぞ」

「……ふん」

「そうだ。次のレクリエーションの時間に、私からひとつチャンスを用意しよう」

「チャンス？」

「ああ、良護をその気にさせることができる、かもしれない程度のささやかなチャンスだよ。ちょっと耳をかしてごらん」

　アヴィスは不ふ審しんに思いつつ、諒子に歩み寄った。
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　良護が目覚めたのは、食事の時間が終わってしばらくしてからだった。

　食堂はがらんとしていて、さっきまでの喧けん噪そうが噓うそのようだった。

「お、起きたのかい」

「……姉ちゃん」

　すぐ近くのテーブルに、諒子がいた。

　諒子は、読んでいた文庫本をパタンと閉じると、席から立ち上がる。

「ざっと確かく認にんしたが、特に怪け我がや病気はなさそうだが……、どこか気になるところはあるかい？」

「……ねえよ」

　手て脚あしを軽く動かしつつ、良護は答える。

　答えがぶっきらぼうになってしまったのは、昨夜のことが後を引いているからだった。

「なんだ、まだ怒おこっているのか？」

「怒ってはいねえ。……納なつ得とくできてないだけだ」

「ふむ……」

　諒子はすました顔で、軽く首しゆ肯こうする。

「まあ良い。ところで体調に問題がないのなら、おまえもレクリエーションに参加したらどうだ？」

「レクリエーション？　そういえば、スケジュールには書いてあったな。……なにをするんだよ」

「夏期合宿！　深い森！　そして夜！　この三つがそろっているんだ。わからないかい？」

　良護は腕うでを組み、少し考えてから言った。

「……まさか、肝きも試だめし、とかか？」

「正解だ！　よし、どうやら頭も無事のようだね。アヴィスに材料を聞いて最悪のことも考えたが、どうやらそれは回かい避ひできたみたいだな」

「最悪って……」

　アヴィスのカレーに一体どんな効果があったというのか。

　良護は恐おそろしくて聞く気も起きなかった。

「さあ、行くぞ良護。みんなが待っている」

　と、身体からだを出口の方へ向けたところで、諒子は立ち止まり、振ふり返った。

「そういえば、アヴィスの手紙は読めたのかい？　辞書を渡わたしたろう？」

「いや、まだだ。つーか、今朝だぜ？　辞書をもらったの」

「そんなに難しいものではないはずだ。だから、とにかく早く読んでやってくれ」

「……ああ」

　妙みようにこだわるな、とは思いつつも、良護は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　今夜、それこそ寝ねる前にでも読んでみるか。

「そうだ。おまえは夕飯が途と中ちゆうだったよな。移動中にこれでも食べておけ」

　諒子はポケットから何かを取り出して、良護の手元に放ほうり投げる。

　それは良護がよく非常食にしているカロリーメイトだった。

「何もないよりましだろう。さあ、行くぞ」

　諒子はスタスタと食堂をあとにする。

「……やっぱ姉きよう弟だいだな……」

　良護はカロリーメイトを開かい封ふうすると、かじりつきながら、姉の後を追いかけた。







　森の中の特別会場にたどりつく。クラスメイトたちが既すでに集まり、にぎわっている。

　森は真っ暗で、用意された懐かい中ちゆう電灯やランプ類がなければ、何も見えないだろう。

「あ、王子様。起きたの？」

　良護の姿を見つけたアヴィスが駆かけ寄ってくる。

「急に倒れるなんて、びっくりしたわよ」

「心配かけたのか、悪い」

「ちょっとマンドラゴラの根が多すぎたみたいね。あれ、慣れてないひとが食べると意識が飛んだり、希まれに人格が破は綻たんしたりするのよね。きゃは」

　なるほど、諒子が頭を心配したのはそういうことだったのか。人格破綻って……。

　なんとも言えない気持ちでアヴィスを見つめると、彼女は楽しそうに舌を出した。

「でも、もし王子様がお人形さんみたいになっちゃったら、それはそれでいいかなーとか、ちょっと思ってたけどね。きゃはは」

　まさかの確信犯である。

　良護は背中に冷たい汗あせが流れた。

「……あれ？　そういえば、夏輪やオリカは？　ここに全員はいないみたいだが」

　周囲を見ると、クラスメイト全員がそこにいるわけではなかった。オリカや夏輪を含ふくめた十人程度がいないのだ。

「諒子の話だと、お化けをする班と、肝試しをする班にわかれているらしいわ。ふたり一組でコースを廻まわるんだって。ちなみに王子様のペアはわたし。肝試しなんて、初めてだから楽しみ、楽しみ。きゃは」

　アヴィスは、コースの示されたプリントを見せながら心底楽しそうに言った。肝試しを心待ちにしているようだった。アヴィスもなんだかんだで同世代の女の子なのだ。

「さあ、王子様。次はわたしたちの番よ。行こう」

「お……、おう」

　アヴィスは受付役の生徒から懐中電灯を受け取ると、小走りにコースへと駆け出す。

「王子様、早く早くっ」

　ぴょんぴょんと飛びはねながら手を振る姿は、ほほえましく、とても昨日、みんなを巻き込む巨きよ大だいな幻げん術じゆつを使った魔ま術じゆつ師しとは思えなかった。

「……まあ、物ぶつ騒そうなことされるよりはずっとましか」

　良護はひとりごちると、アヴィスの横へと足を速めた。

「王子様、できるだけ傍そばにいてね」

「なんだ、アヴィス、怖こわいのか？」

「さあ、どうかなあ。わかんない」

「まあ、お化け役はクラスの連中なんだろ。どっちかっつーと、この森自体の方が怖こえぇんじゃねえの？」

「はあ？　こんな森のどこが怖いのよ。諒子が言ってたわ。肝試しっていうのは、キュートにどきっとして、心臓がばくばくなって、きゃーって叫さけんで、それで……」

　ちらちらとアヴィスが良護に視線を送る。

「……それで、なんだ」

「うーん。内ない緒しよ。とにかく、王子様は傍を歩いてくれればいいから、ね。さあ、いくよ、お化けたち！　キュートに脅おどかしなさいよね……、ん」

「おわっ」

　鼻息荒あらく、アヴィスが言った瞬しゆん間かん、すぐ傍の暗がりから、白い何かが飛び出してきた。

　思わず良護はとびのくが、アヴィスは動じていない。

　よく見れば、白い何かは足が生えている。制服のズボンに靴くつ。それは布きれをかぶったクラスの誰だれかだ。

　お化け役は、アヴィスと良護に向かって、めいっぱいアピールをすると、ぺこりと頭を下げて元の場所へ戻もどっていった。

「王子様？　どしたの」

「いや、びっくりしただろ？」

「え？　なんで？　気配でわからなかった？」

「……は？」

「誰かが隠かくれてるのなんて、十メートルくらい前から気づいてたけど……？」

「……へ、へぇ」

「あれ？　もしかして今のがお化け？　え？　まさかこの先全部、ああいうのなの？」

「……どうだろうな。クラスの連中がやってるなら似たり寄ったりじゃないか？」

「うっそ！　それはキュートじゃないわ。もっとこう、時空の裂さけ目から飛び出てくるとか、突とつ然ぜん目の前が崖がけになるとか、そのくらいじゃないと、驚おどろけないわ」

　アヴィスのテンションが明らかに下がっていくのがわかった。

　っていうか、それはもはやクラスで出来る肝試しのレベルを超こえている。

「せっかく諒子から、怖がったふりして抱だきつけば男の子はメロメロになるに違ちがいないって聞いてきたのにっ！」

「……そういうことか」

　アヴィスの独り言で、良護は彼女のテンションが高かった理由を把は握あく出来た。

「かくなる上は、お化けなんかに頼たよらないでいくしかっ！」

「きゃああっ」

　アヴィスが決心めいたことを言ったときだった。

　進路の先の方から、バキバキと木が折れる音と、女子の悲鳴が響ひびいてきた。

　良護は、声を聞いた瞬間走り出していた。

「あ、王子様！」

「あの声は、オリカだ！」

　アヴィスの方は振り返らず、前に進む。

　数メートル進んだところで、茂しげみが不自然に動いている部分がある。良護は恐れることなく、茂みに分け入った。

「いたたたたた……」

「オリカ、どうしたんだ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　茂みの中で、オリカが尻しり餅もちをついていた。白い浴衣ゆかたをまとい、頭には三角形の天てん冠かんを巻いている。目に涙なみだを浮うかべ、お尻をさすっているところだった。

　良護に気づき、ほわりと顔をゆるめる。

「良護ぉ……、この枝の上から、下を通る人を脅かせって言われたんだけど、落ちちゃったのよ」

　オリカが上に指を向ける。

　太い木からせり出すように伸のびる一本の枝が、良護たちの進路にひょろりとせり出している。たしかに、突然その上から浴衣を着た女のお化けが出てきたらびっくりしそうだった。

　とはいえ、今のオリカはちっとも怖くない。白い浴衣のあちこちに葉っぱや枝が張り付いていたし、ところどころは土で茶色くなっている。それに、オリカは浴衣の着付けがうまくない。襟えり元もとは大きく開いて、下着が見えていたし、裾すそも大きくめくれ上がって、まるでチャイナドレスのスリットのように太ももを露ろ出しゆつさせていた。

「……まったく。おまえ、剣けんを持ってなかったら運動苦手なんだろ？　なんでこんな役引き受けたんだよ」

　良護は苦く笑しようしながら手を差し出す。

「だって、くじ引きで決まったんだもん……。楽しそうにしてるみんなの雰ふん囲い気き壊こわすわけにいかないじゃない」

　オリカは良護の手に摑つかまろうとして、はっとなったように手をひっこめた。
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「……いいわよ。自分で立てるわ……、あ、痛っ」

　自力で立ち上がったオリカが顔を歪ゆがめる。

「どうした？」

「足を少しひねったみたい。大したことはなさそうだけど、すぐには歩けないかも」

「……それはまずいな。仕方がない戻ろう。ほら、乗れよ」

　良護はオリカにくるりと背を向ける。

「え？　何よ、それ」

「おぶってやる。歩けないんだろ？」

「だ、大丈夫よ。このくらい。シルバー先生との修しゆ行ぎようではもっとつらい目に……、痛っ」

　良護を無視して歩きだそうとしたオリカは、痛みで立ち止まってしまう。

「ほら、無理するなよ。いいから乗っておけって」

「……わかったわ」

　オリカはぶすっとしながら、おそるおそる良護の背におぶさった。

「王子様ぁ？　あ、いた……、って、何してるの、それ」

　するとようやく追いついたアヴィスが、眉まゆをひそめた。

「悪い、アヴィス。オリカが怪け我がをした。引き返そう」

「なんで？　この肝きも試だめしのパートナーはわたしよ？　マカルインなんて、放ほうっておけばいいじゃん」

　アヴィスは明らかにふくれっ面つらになる。

「……そうよ、良護。わたしは自分でなんとかするから」

　背中のオリカがもぞもぞと動き、下りようとする。だが、良護が力を強めて、オリカの動きを阻そ止しした。それからふたりに聞こえるように大きな声で言う。

「そうはいかねえよ。俺はオリカの、オリカ・神み剣つるぎ・マカルインの騎き士しだからな。姫ひめを護まもるのは騎士の務めだ」

「……王子、様……」

　アヴィスが困こん惑わくしたように、良護を見つめている。

「それに、オリカじゃなくったって、困ってる奴やつがいたら助けるさ。それが俺が決めた道だからな」

　その横を、オリカを背負った良護が通り過ぎる。

「ほら、行くぞ、アヴィス」

　良護はアヴィスに声をかけ、そのまま元来た道を戻る。

　数歩進んでから良護が振ふり返ると、アヴィスの姿はそこになかった。
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　オリカが怪我をしたものの、肝試しはおおむね好評に終わった。

　そのオリカの怪我も大したものではなく、肝試しが終わる頃ころにはすっかりひとりで歩けるようになっていた。

　しかし片付け中も、合宿所に戻って風ふ呂ろに入ったあとも、アヴィスの姿だけが見あたらなかった。諒子に相談したが「大丈夫だ」と返ってきただけだった。

　そうこうしているうちに就しゆう寝しん時間が訪おとずれた。級友たちは誰かの部屋に集まって話をしたり、勉強をしたりするようだったが、良護はひとり自室にこもることにした。

　相部屋の市原は、他ほかの部屋に行っていて不在だ。

　目も冴さえていたし、部屋にはテレビもゲームない。だから、アヴィスの手紙を読むにはちょうど良い時間だった。

　鞄かばんから手紙を取り出し、改めて開く。黒い紙に、銀色のペンでぎっしりと記号にしか見えないマギア文字が書かれている。

　その量と書き方に圧あつ倒とうされるが、よく見れば記号のひとつひとつは、丸みを帯びていて、いかにも十代の少女が書いたらしい風で、良護はすこし可笑おかしくなった。

　次に諒子から渡わたされた手帳を取り出す。

「なんだこりゃ？」

　ぱらぱらとめくると中は白紙で、良護は拍ひよう子し抜ぬけした。

「姉ちゃん、間ま違ちがえたのか……？　ん？」

　否いな。良く調べると、一ページ目にだけ数行のマギア文字が記き載さいしてあった。

　それを見た瞬間、良護は頭の中に、何かが入ってくるような感覚を受ける。

「……なんだ？　……あ、読める。これ、翻ほん訳やくの魔ま術じゆつ構文なのか……」

　良護は言葉にしながらも、その奇き妙みような感覚に驚かずにはいられなかった。

　諒子が記載していた文章は、マギア語で書かれた翻訳の魔術だったようだ。原理はわからないが、良護の脳には、既すでにマギア語を理解することができる回路が生まれていた。

　視線をアヴィスの手紙に移すと、するすると文章の内容が頭に入ってくる。

『前略、白馬の王子様。わたしの名前はアヴィス・マギアです』

　最初の文章はそういう内容だった。

「なるほど……、これなら読めるな」

　英語の試験にも使えないだろうか、などと不ふ埒らちなことを想像しつつ、良護はアヴィスの手紙に目を通し始める。

　自己紹しよう介かいから始まり、生まれてから今までの話、好きなもの、嫌きらいなもの、マギアに伝わる民話や伝説。たまたまそのとき読んでいた本の話。

　手紙には、とりとめのない内容が、延々と綴つづられていた。

　コイブミ、ラブレター。

　良護が持っているそれらのイメージとは、だいぶかけ離はなれた手紙だった。

　やがて、全部一通り目を通し終えると、良護は時計を見上げた。

「げ。って、もうこんな時間か⁉」

　すっかり夜中になっていた。だいぶ集中して読んでいたらしい。翌朝も、今日と同じようにプリントをやらなくてはならない。だからもう寝ねないとさすがにきついだろう。

　ベッドを見たが、市原は戻もどってきていなかった。

　まだ遊んでいるのか、遊びに行った先で寝てしまっているのだろう。

「王子様」

　そこで、突とつ然ぜん、背後から声をかけられ、良護は振り返った。

「アヴィス⁉」

　真後ろに、アヴィス・マギアが立っていた。

　窓もドアも開いていない。おそらくは、魔術の瞬しゆん間かん移動でやってきたのだ。

「驚おどろかすなよ。いきなり……」

　良護は心臓がばくばくしている胸むな元もとに手を当てながら、深呼吸をした。

「なんだよ、こんな時間に。あ、さっきは悪かったな。ひとり残すことになって」

「王子様、お願い」

　良護の問いには答えず、アヴィスが潤うるんだ目で告げる。

「王子様、お願いだから、わたしのものになってよ。わたしにキスしてよ」

「アヴィス？」

「わたしにキスをしてくれるなら、わたしのことを好きにしていいよ。なんでもする」

　アヴィスが指先を胸元に持っていき、器用に襟元のリボンをほどいた。

　するりと、いとも簡単に上着の前が開き、胸元が露出する。

　アヴィスはやはり下着をつけていなかった。

　良護は思わず顔を背そむけ、目を閉じた。

「お、おい。何してるんだよ」

「王子様。ねえ、わたしを見て？」

　チャーミングなささやき声が耳元を艶つややかに刺し激げきする。

　不意に膝ひざの上に重さを感じた。目を開けるといつの間にかアヴィスが良護の膝の上に跨またがっていた。僅わずかに潤んだ瞳ひとみが、良護をじっと見つめている。

「ねえ、どうしてわたしじゃだめなの？」

「あ、アヴィス？」

「外見の問題？　それなら……」

　アヴィスが二、三語、聞き慣れない単語をつぶやいた。

　とたんに、アヴィスの外見が変化し、良護は思わず息をのむ。

　それは、オリカ・神剣・マカルインそのものだったからだ。

「これだったらどう？　あなたが望むなら、わたしはこの姿のままでいてもいいよ？」

　声さえも同じだった。

　しかし、良護は当然首を振る。

「そうじゃないんだ、アヴィス」

「だったら、こっちかしら？」

　またもやアヴィスの外見が変わる。今度は、夏輪だった。

「この姿はどう？」

「だから、違うんだ、アヴィス」

「だったら、こっち？　それともこっち⁇」

　クラスメイト、教師、テレビのアイドル……。

　アヴィスは次から次へと姿を変えていった。

「そうじゃないんだ。アヴィス。そういう問題じゃないんだよ」

「じゃあ、何よ。どうしてわたしじゃだめなの？」

　アヴィス自身の姿に戻る。

「俺は召しよう喚かん騎き士しだ。オリカを冠絶の姫王エクセルシアにすると誓ちかったんだ」

「わたしだって、姫よ？　騎士をやりたいんだったら、わたしの騎士でもいいよね？」

「そうじゃない！」

　良護は少し語気を荒あららげる。びくりと、アヴィスの細い肩かたが揺ゆれた。

「俺はな、オリカだから……、オリカが信念をかかげて冠絶の姫王エクセルシアになろうとしてるから、それを手伝おうと思った。俺が、あいつを冠絶の姫王エクセルシアにしたいと思ったんだ。だけど、おまえは違うだろ？」

　黙だまって良護の言葉に耳を貸すアヴィスに、あえて冷静な口調で告げる。

「俺は姉ちゃんとは違う。……おまえを手伝いたいとは思えないんだよ」

「……王子、様……」

　きょとんと……、年ねん齢れいよりもずっと幼い顔つきで、アヴィスは首をかしげた。

　わずかな罪悪感が、良護の胸中に生まれる。

　だけど、それでもこのままではだめだと思った良護は続けた。

「ラブレターも、嬉うれしかった。けど、悪い。俺は、おまえのことを好きになれそうにない。……だから、すまない。キスはできない」

　アヴィスが目をまん丸に開いて、良護をじっと見ていた。

　その目に涙なみだが浮うかんでくる。

「おう……、じ……、さ……」

　じわじわとあふれる涙。

　それが目からこぼれそうになった瞬間、アヴィスは歯を食いしばった。頰ほおが上気し、洟はなをひくひくとすする。目を固く閉じ、あふれてくる感情をこらえる。

　喉のどの奥で、ひっかかるような呼吸がいくつか続き、肩を細かく震ふるわせる。

「ぅっく」

　声が漏もれそうになり、アヴィスが天てん井じようを仰あおいだ。

　そのまま数十秒が過ぎる。

「……アヴィス？」

「……もういいや」

　やがて、ゆっくりと息を吐はきながら、アヴィスが顔を下げた。

　直前までの感情がはち切れそうだった表情はそこにはなく、冷れい淡たんな無表情が、良護と直面していた。

「え？」

　ふっと、良護の膝から体重と体温が消失する。

「わたし、わかった。どうせわたしはひとりだから。何もかも、もういいや。冠絶の姫王エクセルシアも、世界も、白馬の王子様も、もう全部どうでもいい。どうでもいいんだ」

　アヴィスは、良護の前から消え、部屋の中央に立っていた。微び妙みような瞬間移動をしたのだ。

「さようなら、わたしの王子様」

　アヴィスはわずかに口元を持ち上げ、優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

　そして、言い終わると同時に、まるで空気に溶とけ込むようにその姿は消えていった。

「アヴィス！」

　良護は慌あわてて椅い子すから立ち上がり、アヴィスのいた空間へ近づく。

　当然、なにもない。

　いや、足元の床ゆかに、一か所だけ小さな水の染みができていた。

　良護はその正体を知っている。

　見たのだ。

　アヴィスが消える一瞬、目め尻じりからこぼれた水すい滴てきが床に落ちるのを。

　少女の涙が、壊こわれるのを。

「アヴィス……。おまえ、一体……」

　すると、突然ドアノブがまわる音がして、誰だれかが部屋に入って来た。

　びっくりしながら良護が見ると、そこいたのは諒子だった。

　ドアのところで仁に王おう立ちになり、良護を厳しい目でにらんでいる。

「悪い、姉ちゃん。今から寝るところ……」

　見回りだと思った良護が言い訳をしようとするより前に、諒子は言った。

「……どうやらおまえにはまだ早かったようだね」

「早かった？　何がだよ、姉ちゃん」

　そこで諒子の身体からだが硬こう直ちよくする。

　何かに気づいたように、神経を研とぎ澄すませ、それから窓の外を見つめる。

　良護もつられて見るが、外には暗い森があるだけだ。

　だが、

「ちっ……。想定していたうちの、最悪のパターンだ」

「あ、姉ちゃん？」

　諒子は顔を戻すと、踵きびすを返して部屋を出て行った。

「なんなんだ……、一体」

　良護には諒子の考えも、もちろんアヴィスの思考も理解出来なかった。

　それからしばらくして、またもやドアの前に人の気配があった。

　飛び込むように部屋に入ってきたのは、合宿所の備品である浴衣ゆかたを着たオリカである。

「ねえ、良護、ちょっと一いつ緒しよに来てくれない？」

「オリカか。どうしたんだこんな時間に」

　オリカはなにか戸と惑まどっている様子だった。

「夏輪の様子が、おかしいんだけど」

「は？」

「いいから、ちょっと来て」

　良護は、オリカに手を引かれて、部屋を出た。
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「様子がおかしいっていうのはどういうことだ？」

「夏か輪りんと相部屋なんだけど、なんだか夏輪の身体が妙みように冷たくて、それで動かないの」

「冷たくて動かない？　呼吸はしてるのか？」

「息はしてるんだけど……」

　合宿所の廊ろう下かを、オリカの部屋に向かって小走りに進む。

　建物の中は不気味に静まり返っていた。深夜だからというには静かすぎる気がした。

「ここよ」

　オリカがひとつの部屋の前で止まり、中に入るなり電気をつけた。

　室内の構造は良りよう護ごたちの部屋とそれほど変わらない。

　二つ並んだ机と、二段ベッドが一組あるだけの簡素な部屋だ。

「入って」

「お、おう」

　合宿所とはいえ、女子の部屋に入るというのはなかなか緊きん張ちようする。

　壁かべにかかったハンガーには、当然だが女子の制服がつるしてあるし、それに少しだけ良い匂においがした。

「それで夏輪は？」

「ベッドよ」

　オリカが指さしたので、良護はベッドをのぞき込んだ。

　布ふ団とんにくるまって目をとじているのは、間ま違ちがいなく夏輪だ。

　すうすうと規則的な寝ね息いきを立てていて、外見上は特に問題はないように見える。

「冷たいんだったよな……。夏輪、悪いな。触さわるぞ」

　良護はそっと手を伸のばし、夏輪の頰に手の甲こうを押し当てた。瞬しゆん間かん、

「冷たっ！」

　返ってきた触しよつ感かんに思わず手を引っ込める。

　オリカの話から予測していた冷たさを、はるかに上回っていた。

　まるで氷のような温度だった。

「なんだよ、これ」

　もう一度、良護は夏輪の頰に手を伸ばす。今度は掌てのひらで触ふれた。やはり冷たい。

「オリカ、この体温は異常だぞ」

「だから様子がおかしいって言ったでしょう」

「夏輪、夏輪。ちょっと起きてくれ、夏輪」

　良護はそのまま、夏輪の頰をたたいたり、肩を持って身体を揺らす。

　だが、夏輪はちっとも目覚める気配がない。昏こん睡すい状態だ。

「だめだ……。一体どうしたっていうんだ？」

「……病気かしら」

「とりあえず姉ちゃんに相談して……」

　脳のう裏りに先ほど部屋に現れ、去っていった諒りよう子この姿が思い浮かぶ。

　そしてアヴィスの姿も。

　良護の中でパズルのピースが組み合わさるように、いやな予感が重なった。

「……まさかな」

「え？　何？」

「アヴィスの部屋に行こう」

「アヴィス・マギアの？　どうして？」

　オリカは明らかに嫌いやそうな顔をした。だが、良護があまりにも真しん剣けんだからか、わりとすぐに頷うなずいた。

　アヴィスの部屋はオリカたちの隣となりだった。

「おい、アヴィス」

　ドアをノックするが、返事はない。

「寝てるんじゃないの？」

「……いや。そんなはずはない。入るぞ、アヴィス」

　少し大きな声で言って、良護は思い切って扉とびらを押し開けた。

　中には誰もいなかった。荷物もなければ、ベッドには、布団を使った形けい跡せきもない。

「……あいつ、どこ行ったのよ」

「オリカ、気になることがある。姉ちゃんに相談する前に他ほかの部屋も見てみよう」

「他も？」

　一瞬「え？」という表情を浮うかべたものの、今度もすぐに首しゆ肯こうする。

「……何か考えがあるのね。わかったわ」

　アヴィスの部屋から走って出ると、すぐ隣の部屋のドアを開けて入る。

　女子生徒がふたり、二段ベッドの上下にわかれて眠ねむっていた。

「失礼」

　良護はさきほど夏輪にやったのと同じように、寝ている女子の頰ほおに触れる。

　やはり異常に冷たかった。

「どう？　良護」

「夏輪と同じだ。オリカ、次の部屋だ」

　それから良護とオリカはいくつかの部屋をまわった。初めは音を立てないように配はい慮りよしていたが、そのうちだんだんと荒あらっぽくなっていく。

　女子だけではなく、男子の部屋へも足を運んだ。

　その結果、男子も女子も、良護とオリカ以外は全員がまるで氷付けになったように、冷たい身体で眠り続けていた。

「良護、これはいったいどういうことなの？　何が起こってるの？　アヴィス・マギアが関係しているの？」

「……いや」

　断言できるほどの情報はない。

　ただ、アヴィスが関かかわっているような気がする。良護にはそう思えてならない。

「ん？」

　ふと、良護は傍そばで寝ているクラスメイトの身体が淡あわい光を放ったように見えた。

　錯さつ覚かくかと思い、目をこするが、そうではなかった。

　ぽうっと、全身にまとわりついた燐りん光こうが徐じよ々じよに頭部にあつまり、やがて小さな光の球となる。そして、球は窓の外へと向かって飛んでいく。

「なんだ、あれ」

　自然と視線は窓の外に向き、そこに良護は驚きよう愕がくの物体を見た。

　森の上空十数メートルのところに、先ほどはなかった巨きよ大だいな青い光の球が浮かんでいた。

　マギア文字の文章が輪りん郭かくとなったような球体。

　巨大な球形の魔ま方ほう陣じんが宙に浮かんでいるのだ。

　生徒から飛んでいった光の球がその球体に向かってまっすぐに飛ひ翔しようし、やがて吸い込まれるように消える。

「わぁ……、きれい」

　オリカは青い球の輝かがやきに見とれていた。

　だが、良護はそれどころではない。

『マギアの魔術はひとの生命力をエネルギー源にする』

　事実を思いだし、身み震ぶるいする。

「アヴィス……、やっぱりおまえの仕し業わざかよ。くそっ！」

「良護⁉　どこへいくの⁉」

　良護はオリカの声には応こたえずに、一目散に部屋を飛び出した。

　廊下を駆かけ抜ぬけ、階段を飛び降り、ロビーに到とう達たつ。靴くつをはいて玄げん関かんを出る。

　球体の浮かぶ場所、森の中へ向かおうとすると、進行方向に誰だれかが立っていた。

「……姉ちゃん」

　玄関の外。青い球体へ続く森への入り口で、諒子が物音に気づいて振ふり返った。

　今まさに森へ入ろうとしていたようだ。

「良護……」

　諒子は目を細め、一瞬だけ不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめると、言う。

「こんな時間にどこへ行くんだ。合宿中の無断外出は禁止だって、しおりに書いておいたろう……」

「良護、もう、置いていかないでよ……、って、諒子さん？」

　遅おくれてロビーから駆け出たオリカが、良護の横に並ぶ。

「おや、オリカ姫ひめもか。とすると、深夜の逢あい引びき……、もしかしたら不純異性交遊かな？　いけないなあ、そういうのは」

「……姉ちゃん、あれ、気づいてるんだろ？　アヴィスだよな」

　良護は姉の軽口を無視して問う。

　諒子はのんびりした調子で、軽く首を傾かたむけ、後方を一いち瞥べつ。ややあって元に戻もどした。

「ああ、そうだね」

「あいつは何をしてるんだよ」

「あれかい？　あれはね、世界を破は滅めつへ追い込む魔術だよ」

　なんの逡しゆん巡じゆんもなく、気軽な口調だった。

「世界を破滅？　噓うそでしょう？」

　オリカが訝いぶかしげにつぶやくと、諒子はやれやれといった風に肩かたをすくめた。

「圧縮したエネルギーを使って、地ち殻かくの変動を人じん為い的に誘ゆう発はつし、大陸、海洋、気候を連れん鎖さ的にかき乱す魔術さ。間違いなく人類は全滅するだろうね」

「全滅って……、いくらなんでもそんな大それた力を使うには、それなりのエネルギーがいるは……」

　オリカはそこで何かに気づき、言葉を止める。大きく目を開いて良護を見た。

「もしかして、夏輪たちが昏睡しているのは、あの子のせいなの？」

「……多分な」

　良護は横目でオリカを見ながら、首肯した。

「おや、ふたりともなかなか勘かんが良いみたいだね」

　生徒のひらめきを喜ぶ教師のような態度で諒子が続ける。

「その通りだ。とても巨大で強力な魔術だからね。本来はマギア王家の強力な魔術使い何人かで行うようなしろものだ。アヴィスひとりでは術に消費する生命力が足りない。それをあの子は、他の生徒たちの生命力で補うことにしたんだろう」

　とても人の生命力について……、生死に関わる問題について語っているとは思えないほど、気楽な調子だった。

「おまえたちは姫と召しよう喚かん騎き士しだからな。きっと姫涙石ラクリマの加護で被ひ害がいがなかったのだろう」

「姉ちゃん！　知ってるんなら早く止めに行かないと」

「待って、良護。おかしいわ」

　姉に向かって怒ど鳴なった良護の袖そでをオリカが軽く引いた。

「なにがだよ？」

「十三王家はみんなそういう力をひとつ以上持っているわ。だけど、普ふ通つうはどこの王家も使わないの。だって、もしも使えば、他の王家から総攻こう撃げきを受けて、取りつぶされることが目に見えてるから……」

「あれが、はったりだって言うのか？」

　良護は諒子の後方、森の上に浮かぶ球体を指さした。

「王家の常識からいえば……。別の何かじゃないかしら」

「あーっはっはっは」

　突とつ然ぜん、諒子が頭に手を当てて大笑いする。

「何がおかしいんだよ、姉ちゃん」

「いや、オリカ姫は優等生だと思ってね。うん。実に優等生な推測だよ。だけどね」

　諒子はぴたりと笑いを止める。

「あの子にとっては王家なんてどうでもいいんだ。元々アヴィスにはあらゆるものに頓とん着ちやくがない。冠絶の姫王エクセルシアも、冠姫聖戦プリンセスジハードも、マギア王家も、それこそ世界も。だから保証するよ。あの魔術は間ま違ちがいなくマギアの秘術。世界を破滅に導く、たった一か所の綻びウイツシユオブカタストロフイだ」

「そんな。正気だとは思えないわ……」

「まあ、瀬せ戸と際ぎわにいた彼女の背中を押したのはそこの良護だけどね」

「良護が？　何をしたのよ」

　オリカの視線が良護に突つき刺ささった。

「俺は……」

「……言いにくいならいいわ。とにかく、そんな大それたもの、発動させるわけにはいかない。わたしたちでアヴィスを止めましょう、良護」

「あ、ああ。もちろんだ」

　オリカが走り出したので、良護もそのあとへ続く。

　だが、森の入り口で、諒子の脇わきを通り抜けようとすると、ふたりは襟えり首くびをつかまれ、元の場所に向かって放ほうり投げられた。

「きゃあ」「うわっ」と、悲鳴を上げながら、ふたりそろって尻しり餅もちをつく。

　諒子が手をぱんぱんとはたきながら、近づいて来た。

「姉ちゃん、何するんだよ。あいつを止めないと！」

　良護が立ち上がりながら抗こう議ぎの言葉をぶつけるが、諒子は動じない。ただ腕うでを組み、淡たん々たんと口を開く。

「そういうわけにはいかないな。私はあの子を手伝うと決めた。だから、あの子がやろうとすることを邪じや魔まさせるわけにはいかない……。あの子の詠えい唱しようが終わるまで数時間。おまえたちをあの子の元へいかせるわけにはいかないんだよ」

「姉ちゃん⁉　正気かよ⁉　世界が滅ほろびるんだろ？」

「諒子さん、あなた本気で言ってるの⁉」

「本気だよ。私は常に本気だ。冗じよう談だんなんてごくたまにしか言わないさ」

　諒子が口元に笑えみを浮かべながら首を振った。

「おかしいだろ？　姉ちゃんは世界中の困っているひとを助けたいんじゃなかったのかよ⁉　あの魔術が発動したら、みんなが困る。それは、姉ちゃんのポリシーに反するんじゃないのかよっ！」

「良護、言ったろう。理想を追うのは構わないが、理想を押しつけるのはやめろと。これはアヴィスだけの問題じゃあない。私の悲願でもあるんだよ」

「悲願……？　どういう意味だよ、姉ちゃん」

　ふうとため息をつき、諒子は続けた。両手を拡ひろげ天を仰あおぐ。

「私はね、四年前の事故で生死の境をさまよって気がついたんだよ。人間はみな、生きているだけで困難にぶつかる。つまり、生きていることこそ最大の困りごとだとね」

「……姉、ちゃん？」

　良護は自分の耳を疑った。ぞくりとしたものが背筋を走り抜ける。

「アヴィスに逢って、マギアの魔術に触ふれ、そして知った、たった一か所の綻びウイツシユオブカタストロフイ。あれはまさしく私の理想を実現できるものだ。世界の滅めつ亡ぼう、つまりすべての人々の困りごとを一気に解決できるすばらしい力だ」

　そこで諒子は悪あく魔まのような、おぞましい笑みを浮うかべる。

「だから良護、おまえには感謝しなくてはならないね。まんまとあの子を追い込んでくれたのだから」

「まさか……、姉ちゃん、あんた最初から、これが狙ねらいだったのかよ」

「ふふふふふふ。だったらどうするんだい？　おまえたちに残されたのはわずかな時間だ。ふたりきりで思い出にでも浸ひたった方が良いんじゃないか？　なんなら、不純な行こう為いをしたって良い。いいか、青春は短い。何せ、この世界はあと数時間で終わるんだからね」

　良護はうつむき、下した唇くちびるを嚙かんだ。

　知らないうちに、拳こぶしを痛いほど固く握にぎっていた。

　良護は自覚する。

　姉は間違いなく変わってしまった。

　目の前にいる人間は姉の形をした別のもの。かつて憧あこがれた姉ではないのだ。

　思い出が脳のう裏りをよぎる。

　姉がいなくなったときは自責の念で意図的に思い出さないようにしていた、優やさしくて強くて格好良い、自じ慢まんの姉の姿だった。

　こんなことなら再会なんてしなくて良かった。ずっといないままの方が良かった。

　そんなことも思ってしまい、ますます悔くやしくなる。

　途と方ほうもない問答。その迷いを断ち切るため、良護は口に出して言う。

「……させるかよ」

　後あと戻もどりはしない。もう、できない。

「そんなこと、させるかよ」

　前に進むため、顔を上げ、姉の姿をにらみつける。

　目め尻じりが熱い。だけど言わなくてはいけない。

「あんたは……、あんたは姉ちゃんなんかじゃない。俺の姉ちゃんは、大好きだった盾たて町まち諒子は四年前に死んだんだ。だから今のあんたは、俺の敵だ」

「ほう……、私と戦うつもりか……」

　くいっと、諒子はわずかに首を傾けた。

「良護」

　すると、良護の拳に、横合いからオリカが手をかさねてきた。固く握り血行が悪くなった手に、心地ここちよい温ぬくもりが伝わってくる。

「わたし、冠絶の姫王エクセルシアになりたい」

「何だよ、今さら」

「違うの。わたし、今まではママの意志を継つぐことだけ考えてた。だけどそうじゃない。わたし自身の意志でなりたいの」

　オリカの手にぐっと力が入った。

「王家だけじゃなくて、こういう馬ば鹿かなことをしでかすひとたちを統率しないと、みんなが笑顔で平和に暮らす世界なんてできない。だから、わたしは冠絶の姫王エクセルシアになる。わたしが冠絶の姫王エクセルシアになって、良護も、夏輪も、セイラたちも、みんなを護まもってみせるわ」

　オリカは力強く言った。

「良護はわたしを冠絶の姫王エクセルシアにしてくれるんでしょう？　それなら、あなたの敵はわたしの敵でもある。だから、諒子さんは、あの人は、……わたしたちの、敵よ」

「オリカ……」

　良護はオリカを見つめた。熱い眼まな差ざしは、その言葉に噓うそ偽いつわりがないことを体現している。拳を包む温もりが、心強さに変わった瞬しゆん間かんだった。

「……わかった。ありがとう。いくぞ、オリカ」

「ええ、いきましょう」

　右みぎ腕うでに意識を集中し、召喚の腕うで輪わを顕けん現げんさせ、叫さけぶ。

「召喚騎士、オリカ・神み剣つるぎ・マカルイン！　来い」

　良護の姫涙石ラクリマから光があふれ出し、辺りを包み込んだ。
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「最初から、全開でいくわよ、良護」

　召喚武装が済むなり、オリカは良護の頰ほおを両手で抱かかえ、そっと口づけをしてきた。

　大人オリカになろうというのだ。

　三度目とはいえ、良護はどきりとする。

　そして、オリカが唇くちびるを離はなすと、良護の目の前には例のパワーアップしたオリカが……、

「あれ？」

　いなかった。

　そこにいたのは、いつものコスプレみたいな金属の面積が少ない薄うす手での布の服に、そこそこ強そうな剣を持っただけのオリカだった。

「おやおや、担任教師の前で不純異性交遊かい？　どうやら指導が必要なようだ。……とびっきりの体たい罰ばつがね」

　諒子が感想を言うなり、地面を蹴けった。

「もう一回……？　だめ、間に合わないわ！」

　オリカは飛び込んでくる諒子を迎むかえ撃うつ方に専念。咄とつ嗟さに剣を真横に構えた。

　間かん一いつ髪ぱつのタイミングで、剣の腹に諒子の拳が衝しよう突とつする。オリカはなんとかこらえた。

「早い⁉」

「なかなかやるね！　けど、これはどうかな。はあっ！」

　諒子はそのまま力強く大地を踏ふみしめると、オリカに向かって乱打を仕し掛かけた。

　拳の雨がオリカに降り注ぐ。

　オリカはそれを必死に防ぎ、躱かわした。

　しかし、猛もう攻こうは続き、やがて諒子の拳がオリカの剣を弾はじき、身体からだががら空きになった。

「しまった……。ぐっ」

　諒子は隙すきを見み逃のがさない。空いた腹部に思い切り蹴りを加えた。オリカはなんとか背中のばねで飛び、重心を後方にずらしてダメージを軽減したものの、ずざざざと地面を滑すべった。

「ふむ……？　おかしいな」

　ふと、諒子は自身の間合いから遠く離れ腹を押さえるオリカを見て、首をかしげた。

「オリカ姫ひめ、召しよう喚かん騎き士しのくせに少し弱すぎやしないか？　私はまだまだ準備運動程度だぞ」

「な……、何よ。あなたの方が強すぎるんでしょう⁉　どうして生身でそこまで戦えるのよ。非常識だわ！」

「……召喚騎士のシステムは姫が騎士に与あたえる対価の質と量で決まると言っていたな。ものでも心でも、信しん頼らい関係が築かれることで強くなるわけだ。つまり、弱いということは、対価が充じゆう分ぶんではないということ……。良護」

　そこで、顎あごに手を当て考えていた諒子が良護を呼ぶ。

「さてはおまえ、オリカ姫に充分な対価を与えていないだろう。信頼を裏切るようなまねをしているんじゃないのか？」

「信頼を、裏切る……？」

　良護ははっとする。

　なぜキスをしたのに、オリカが強くならなかったのか。

　その理由が対価システムにあるというのならば、ひとつ思い当たることがあった。

　昨日の夜、意を決したように全ぜん裸らで迫せまって来たオリカを、良護は拒きよ絶ぜつした。

　もしかしたら、そのせいなのかもしれない。そう思った。

「その顔は、なにか思い当たる節がありそうだね」

「ね、ねえよ！」

　否定するが、どこか弱気だった。

「いいかい、良護。心の傷はね、本人には気づかずにつくことも多いんだ。そして簡単には治らない。……ましてや十五年も経たっていれば、とんでもない状態さ」

「十五年？　何の話だ」

　良護が問いかけるが、諒子はそれ以上話をしなかった。オリカに面と向かう。

「オリカ姫。さあ、続けようか。今度は手加減しないできたまえ。私は生身でも、どうやら君より強そうだぞ？」

　くいっと、手招きをし、わざとらしく笑みまで作って挑ちよう発はつする。

「言ったわね？　後こう悔かいするわよ！」

　今度はオリカから飛び出した。剣を振ふり上げ、一足飛びに間合いを詰つめる。

「てやあ！」

　オリカのターンと呼べる、流れるような剣の連撃だ。だが、諒子は紙一ひと重えで躱していく。

「なかなか良い太刀たち筋すじだ。さぞかし名のある師についたのだな」

「お褒ほめにあずかれて光栄だわ！」

「礼れい儀ぎ正ただしいことだな。……だが、まだ甘い！」

　そこでオリカの攻こう撃げきが、ぴたりと停止した。

　諒子がオリカの腕うでに自分の腕を器用に絡からめ、その動きを拘こう束そくしているのだ。

「ぐ……」

「動かない方が良い。下手に動くと骨が折れる。それとも何か反撃の手があるのかな？」

「うう……」

　オリカは歯を食いしばり、痛みであふれる涙なみだをこらえながら、諒子を見つめている。

　諒子はしばしのあいだ返答を待っていたが、やがて軽いため息を吐つく。

「……その程度じゃあアヴィスは止められない。無む駄だ死じにするだけだ。ふんっ」

「かはっ！」

　諒子がオリカの腹に強烈な膝ひざ蹴けりをぶち当てる。

　身体が屈くつ曲きよくし、オリカは声にならない悲鳴を上げ、目を剝むいた。

「いくら剣が使えても、やはりお姫さまはお姫さまだな。似合わないことはやめて、おとなしくお城のバルコニーで世界の終わりを待ってることだね」

　そして、ひょいと、諒子はいとも容易たやすくオリカの身体を放ほうり投げた。

　宙を舞まい、どさりと地面に落下したオリカはぴくりとも動かない。

　しばらくするとオリカの武装が光の粒りゆう子しの集合に変わり、分ぶん裂れつした。ばらけた粒つぶは、良護の腕輪に向かって飛ひ翔しようする。オリカが戦せん闘とう不能になり、武装が解除された証しよう拠こだった。

「オリカっ！」

　良護はオリカに駆かけ寄ろうとした。だが、その進路を諒子が阻はばむ。

「姉ちゃん、そこをどけ！」

「いやだと言ったらどうするんだい？」

　ふてぶてしい態度の諒子に、良護はすぐに言った。

「だったら……、俺が姉ちゃんを倒たおす」

「ほう。召喚武装をしたオリカ姫でも勝てない私に、生身のおまえが勝負を挑いどむのか？」

　諒子は微笑ほほえむ。

　しかし、次の瞬間、その形相を一変させ怒ど鳴なった。

「ふざけるなよ、良護。いい加減に自分の力量をわきまえろ。おまえ程度が、私に勝てるわけがないだろう。当然、アヴィスを止めることだってできやしない！」

「そうかもしれねえ……。けど、やってみなきゃわかんねえだろ！」

　良護は拳こぶしを振り上げ、諒子に向かって突とつ進しんする。

「おおおお！」

　気合いの雄お叫たけびを発しながら、良護は慣れない体術で、諒子に挑んだ。

　かつての姉との会話を思い出しながら。

「姉ちゃんは、世界中の困っている人を手伝いたいんじゃなかったのかよ！」

「……ああ、そうだ」

　渾こん身しんの右ストレートは、あっさりと躱された。だが、すぐに踏みとどまり、身体を回転させ、もう一発、打ち込む。

「困ってる人を手伝うってことは、誰だれかを守ることじゃないのかよ！」

「その通りだ」

　それも、諒子はほんのわずかに立ち位置を変えただけで避よけてしまった。それでも、良護はくじけない。もう一度、諒子に向き直り、三度拳を繰くり出す。

「誰かを守るってことは、誰かが傷つかないようにすることなんだろう⁉」

「よく覚えてるじゃないか、良護」

「うわっ」

　今度の攻撃もきれいに避けられた。その上、避ける瞬間、諒子が足を出し、良護の足をひっかけた。それで、良護はバランスを崩くずし、前のめりに倒れた。

　良護は、すぐに地面に手を突つくと、身体を支えて起き上がる。

「だけど、姉ちゃんが今やろうとしてること……、アヴィスの魔ま術じゆつで世界を滅ほろぼすことは、誰かを傷つけることだろ？　それが本当に姉ちゃんのやりたいことなのかよ」

　良護が立ち上がるのを見計らい、諒子が肩かたをすくめて答える。

「……ああ、その通りさ。さっきも言ったろう？　すべての人を困難から解放する。そのためには、人類の全ぜん滅めつがもっとも効率的なんだよ。もちろんその過程で誰かひとりが傷つくのは問題だけどね、皆みなが平等に傷を負うなら……、何も問題はないだろう？」

「姉ちゃん！」

　良護は思いきり叫んだ。

「なんでそんな風になっちまったんだよ！　俺の知ってる姉ちゃんは、俺の追いかけた姉ちゃんは、そんなこと言う人間じゃなかっただろ⁉」

「何度も言わせるな、良護。人は変わるんだ」

「畜ちく生しよう！　姉ちゃんの馬ば鹿か野や郎ろう！」

　四度、諒子に向かって突進する。今日一番の気き迫はくを込こめた一撃だった。

　だが、諒子はすました顔のまま微び動どうだにしない。

「やれやれ。またそれか。いくらなんでも稚ち拙せつすぎる」

　そして、拳が諒子の身体を捕とらえたと思ったその瞬しゆん間かん、

「あれ？」

　何が起こったのか、良護にはまったくわからなかった。

　直前まで姉をめがけて走っていたはずの視界には、なぜか空が映っている。どんよりと曇くもっているのに、どこか薄うすぼんやりと明るい奇き妙みような夜空だ。

　次に、呼吸がうまくできないことに気づいた。背中に強きよう烈れつなダメージがある。手て脚あしも、首もまともに動かすことができなかった。

　たぶん、諒子の攻撃をくらって倒れたのだと、ようやく認にん識しきする。

「……わかったかい、良護。それがおまえの実力だ」

　ざくざくと足音を響ひびかせ、諒子が接近。やがて、すぐ傍そばで立ち止まった。

「良護。この四年間、おまえは何をしていたんだ？　まさか、その程度の力と頭で、私のまねをしようと、誰かを手伝おうなどと考えていたのか？　力も持たず、知ち恵えもつけず、そしてひとの心も理解できない、おまえが」

「ぐ……」

　良護は何も言い返せなかった。物理的に言葉が出せない状態でもあったが、それ以上に何を言えば良いのかわからなかった。

「アヴィスが詠えい唱しようを終えるまでには数時間ある。おまえはその数時間を使って、もっと別の対策をとることもできたはずだ。知り合いの姫や騎士に頼たよることもできたろう？　それなのにおまえは自分で解決することを選んだ。自分が主人公にでもなろうとしたのか？」

　知り合いと言われ、セイラやメイファ、リン。それに、シルバーの姿が浮うかぶ。

　確かに数時間もあれば、彼らに連れん絡らくをとり、助けてもらうことができたかもしれない。

「慢まん心しん。自じ意い識しき過か剰じよう。自己中心的。仮にも誰かを手伝おうという人間が……、言うなれば主役を陰かげから支えることに徹てつしようとする人間が、そんなことでどうする。……見ろ」

　諒子が指さしたのは、倒れているオリカだった。まだ意識は戻もどっていないようだ。

「あれがおまえの招いた結果だ。おまえが中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで、私のまねをしようとするからこうなるんだ。冠絶の姫王エクセルシアになりたい？　冠絶の姫王エクセルシアにする？　はん、笑しよう止しな……」

「う……、お、オリカ……」

　かろうじて出せた声で名前を呼ぶ。空気の混ざったか細い音はオリカに届くはずもない。

「良護。おまえは私にはなれない。おまえは自分のできることを、必死にやれば良かっただけなんだ。……しかし、おまえをそんな風にしてしまったのは、きっと私がいけないんだな……。私が……」

　諒子は目を伏ふせる。瞳ひとみが僅わずかに憂うれいを帯びていた。

　良護は呼吸がままならない。そのせいなのか、頭がぼうっとしてきていた。

「気づいているか、良護。私はあえて手加減をしなかった。先ほどの一撃は、全力でお見み舞まいさせてもらった。この意味がわかるかい？」

　諒子の声がだんだん聞き取りにくくなってきている。

「おまえの心臓は、もうとっくに止まっている」

　ショッキングな内容のはずだが、良護は意味を理解することもままならなかった。

「そろそろ脳も限界だろう。お別れだね、良護。一足先に行っててくれ。ことが済んだら私も向かう。そうしたら、今度こそ姉弟きようだい水入らずで……」

　ごにょごにょと。

　諒子の口元が動いていた気がしたが、もはや何も聞こえない。見えない。感じない。

　オリカ、すまない。俺、約束を守れないみたいだ。

　残った思考で、最後にそう思った。
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「う……、へっくしゅん」

　オリカは全身に寒気を覚えて目を覚ました。

　目の前に木がある。外だった。どうやら土の上で寝ねていたらしい。

　どうしてこんなところにいるんだっけ。

　ぼんやりと考え、それからすぐにはっとなる。

「そうだ。良護は？　諒子さんは⁉」

　がばっと身を起こし、辺りを確認する。

　周囲には誰もいない。

　諒子もいなければ、良護の姿もない。静かな暗い森だけがそこにある。

「良護……？」

　自分をおいて先にアヴィスの元へ行ってしまったのだろうか？

　もしそうだとしたら、あとで文句を言わなくてはならない。

「まったく……、姫ひめを残して行くなんてどういうつもりかしら」

　唇くちびるを尖とがらせながら、オリカは自分の身体からだを確認した。

　召しよう喚かん武装は解除されている。以前も意識を失ったときはそうだった。

　とはいえ、諒子から受けたダメージはだいぶ回復しているようだ。

「これならもう一度戦っても大だい丈じよう夫ぶそうね」

　先ほどはこてんぱんに負けてしまったが、次は負けない。そう心に誓ちかう。

　そして、「よし」と、立ち上がろうとして、

「ん？　何かしら、これ」

　オリカは自分が何かを握にぎっていることに気がついた。手て頃ごろな大きさで、硬かたく冷たい。

　見れば、真っ赤な宝石だった。

「あら、綺き麗れいな宝石。ママの形見に似てるけど、何かしら、こ……」

　瞬間、先ほどよりも強烈な悪お寒かんが背筋に走った。

　おぞましい想像とともに、全身に冷たい汗あせが浮かぶ。

「これ……、ママの形見の姫涙石ラクリマだわ」

　手て触ざわりも、重量感も、色つやも、形も。

　持ち替かえたり、角度を変えて眺ながめても、どうみてもそれはかつての自分の持ち物だった。

「どうして、これがここにあるの？」

　姫涙石ラクリマは召喚騎き士しとの契けい約やくに用いる冠姫聖戦プリンセスジハードの参加証だ。

　通常は姫が管理し、戦闘のときに契約を済ませた姫涙石ラクリマを媒ばい介かいにして、召喚騎士を呼び出すことができるようになるものだが、オリカの場合は違ちがっていた。

　契約の失敗により、普ふ段だんは良護の腕うでに装着された腕輪の一部として存在しているはずなのだ。だから、オリカの手にあるのはおかしい。

「契約が……、解除されたってこと？」

　召喚騎士の契約が解除されるにはふたつの場合がある。

　ひとつは、誰かが冠姫聖戦プリンセスジハードに勝ち残り、冠絶の姫王エクセルシアになったとき。

　そしてもうひとつは。

　オリカはいやな予感に支配されながら、改めて周囲を見み渡わたした。

　たしかに辺りには誰もいない。立って活動している人間はひとりもいなかった。

　だが、オリカは見つけた。先ほどは意識しなかった下の方。

　木の根の横。草の陰かげに隠かくれて、横たわる人間の身体があった。

　立ち上がり、その身体に駆かけ寄る。

　薄ぼんやりとした夜空のおかげで、倒たおれている人物の顔がよく見えた。

「良護⁉　良護なの⁉」

　身体の前で手を組み、眠ねむるように横たわっているのは、オリカと召喚騎士の契約を交かわした盾町良護、そのひとだった。

「ちょっと、良護。ねえ、起きなさいよ」

　オリカはその身体に触ふれ、揺ゆすった。

　だが、良護は目覚めない。

　否いな。目覚めるわけがない。

　そのことをオリカはよく知っている。

　召喚騎士の契約が解除されるのは、冠絶の姫王エクセルシアが決まったときと、もうひとつ。

　召喚騎士が絶命したときだけだ。

「良護、ねえ、良護ってば。起きてよ。起きなさいよっ」

　心臓に耳を当てても、もちろん鼓こ動どうは聞こえない。

　鼻と口の前に手をかざしても、当然息をしていない。

　つついても、叩たたいても、良護は身じろぎひとつしなかった。

　オリカの目から、ぼろぼろと涙なみだがあふれてくる。

「良護、良護……、良護っ！　この痴しれ者！　何してるのよ！　早く起きなさいってば！　姫であるわたしの言うことが聞けないの？　家臣でしょう⁉」

　良護の身体は周囲の土と同じように冷たい。

「ねえ、起きなさいよ。起きなさいってば。家臣って言ったのが気に入らないの？　だったら言い直すわ。相棒なんでしょ？　わたしを冠絶の姫王エクセルシアにしてくれるって約束したでしょう？　ねえ、どうして黙だまってるのよ。どうしていつまでも寝てるのよ」

　だらりとした関節が、オリカの動作に合わせて、人形のようになすがままに揺れる。

　オリカがのぞきこむと、ぽたりぽたりと、息をしていない良護の顔に涙が落ちた。

「良護……」

　オリカは良護の身体に伏せるようにすがりついた。

「良護っ、良護っ……。良護ぉぉぉぉぉ」

　慟どう哭こくは、薄うす暗ぐらい森の木々に吸い込まれ、そして誰だれの耳にも届かないまま消えていった。

　しばらくして、オリカはむくりと起き上がる。

　赤く腫はれぼったい目のまま、良護の顔をじっと見つめて告げた。

「……わかったわ。姫ひめ恋こい大作戦を望んでるのね？　わたしが何かサービスするのを待ってるんでしょ？　そうよね……。それじゃあ、一番良護がびっくりすることしてあげるわ」

　そして、おもむろに良護の唇に自分の唇を押し当てた。

　乾かわき始め、かさかさした感かん触しよくの唇だった。

　数秒間。それでも今までで一番長いキスをして、それから身体を離はなす。

「さあ、どう？」

　不ふ遜そんな表情で見下ろすが、当然、目覚めることはない。

「何よ、まだ足りないっていうの？　それじゃあ、こういうのはどう？」

　オリカは、だらんとした良護の腕を持ち上げると、掌てのひらを自分の胸に押し当てた。だが、反応はない。

　ただの冷たいものを押し当てただけのような、虚むなしい感覚だけが伝わってくる。温かかった頃ころの感触を思い出し、悲しさがこみ上げてきたが、必死にこらえた。

　それから、オリカは姫恋大作戦でやってきた幾いくつもの行こう為いを、冷たくなった良護の身体に向かって試ためしていったが、良護が起き上がることはなかった。

　結局、思いつく限りの行為を済ませたオリカは、ぼろぼろと涙を流しながら良護の手を固く握りしめ、彼の顔をじっと見つめていた。

「良護……、あのね……」

　もはやこれ以上は何も思いつかない。だからせめて言葉を紡つむごう。オリカはそう思った。

「今まで、わたしの夢につきあってくれて……、ありがとう」

　優しく微笑ほほえみながら、語りかける。

「きっと、あなたから見ればわたしはわがままだったし、むちゃくちゃなこともいっぱいしたかもしれないけど、傍そばにいてくれて、ありが、と、う」

　ぐっと、手に力を入れる。もっと手をつないでおけばよかった。そんなことを思う。

　意図せず、嗚お咽えつが喉のどを這はい上がり、言葉に詰つまった。

「……ごめんね。うまく、言えないけど……」

　途と切ぎれ途切れになる声を、なんとかつないでいく。

「……わたしは……、たぶん、あなたが、好き。一番……、愛してる……」

　勇気を出して言葉にしたことで、オリカは一層強くそう思った。

「けど、……もう、遅おそかったの……、かな。……良護ぉ……」

　うなだれたオリカの目から、ひときわ大きな涙がぽつりと落下し、良護の頰ほおを濡ぬらした。
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　良護は夢を見ていた。

　それは絶命する間ま際ぎわのことなのかもしれないし、あるいはそれ以外のどこか一いつ瞬しゆんのことなのかもしれない。

　真っ白な空間で、良護はひとり膝ひざを抱かかえていた。

「良ちゃん、何してるの」

　良護が顔を上げると、直前までは何もなかった空間に夏輪が立っていた。

「夏輪……？」

「さあ、行こうよ、良ちゃん。向こうでみんなが待ってるよ？」

「いや……、俺は……」

　なにか大切なことを忘れている。そんな気がするのだが、思い出せない。

　夏輪が良護の手を取った。もちろん、鳥とり肌はだは立たない。

　夏輪の指さす方向では、クラスメイトたちが皆みな、手を振ふっていた。

「良護ー」「盾町くん」「盾町」「こっちへ来なよ」「来いよ」

「みんな……」

　良護は腰こしを浮うかせ、手を引かれるままに歩き出した。

　こちら側は冷たく、向こうは居い心地ごこちがよさそうだった。

　だが、そこで良護の顔になにかがぽたりと落ちる。

　空を仰あおぐと、どんよりとした雲がある。雨のようだった。

「わ、雨だ。ほら、良ちゃん、向こうは雨も降ってないから、早く行こう」

「あ、ああ」

　良護は肯こう定ていするが、なぜか足が前に進まなかった。

　雨が、気になった。

「……なあ、夏輪。どうしてこの雨はこんなに温かいんだろう」

「え？　そう？　いつもと一いつ緒しよじゃない」

　ぱらぱらと降ってくる雨は、一ひと粒つぶ一粒が大きく、そして妙みように熱かった。

　良護は濡れるのも構わず、もう一度空を見上げた。

『……ごっ』

　突とつ如じよ、声が聞こえてきた。頭の中に響ひびくような、強きよう烈れつな声。

　夏輪ではない。別の誰かの声だ。

『良護！』

「……あれは、オリカか？　なんであんなに泣いてるんだ」

　声の主がオリカだとわかると、今度は空の一部に、オリカの顔が浮かんで見えた。

　オリカは美しい顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくっている。

『良護！　あなた、わたしを冠絶の姫王エクセルシアにしてくれるって約束したでしょう⁉』

「冠絶の姫王エクセルシア……」

　その単語で、良護はすべてを思い出した。

「そうだ、冠絶の姫王エクセルシア！」

「どうしたの、良ちゃん？　行かないの？」

「ごめん。夏輪。俺、まだ行けないよ」

　そっと夏輪の手をほどく。

「……良ちゃん、オリカさんのところへ戻もどるの？」

「ああ」

「だけど、良ちゃんは、諒子さんみたいなすごい人にはなれないんだよ？」

「わかってる」

「良ちゃんには、諒子さんみたいな力も知ち恵えも、何もないんだよ？」

「それでも、俺は戻らないといけないんだ」

「なんで？」

「約束したんだよ。俺はあいつを、オリカを冠絶の姫王エクセルシアにするって」

　良護は力強く言った。

「……そっか。わかった」

　すると、しばらくしてから夏輪が柔やわらかく微笑む。

「良ちゃんならきっとできると思う。オリカさんだけじゃなくて、あたしも助けてくれたんだもん。諒子さんとは違ちがうけど、良ちゃんも、ちゃんと困ってる人、手伝えてるからね」

「夏輪……、あ」

「良ちゃん？」

　そこで気がついた。

「そうか……、俺が手伝わなくちゃいけないのは、オリカだけじゃなかったんだ」

　瞬間、良護の視界はまばゆい光につつまれた。
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　オリカはあれからずっと、良護の胸に顔を乗せて泣き続けていた。

　それからいくらか経たったときのことだ。

「……あれ？」

　ふと、オリカの耳に、良護の体内から、何かの音が聞こえて来た。

　トク、トクン、トクン……

　初めは小さかったそれは、徐じよ々じよに大きくなる。

「え？　これって？」

　オリカは耳を強く押し当てた。

　トクントクントクン。

「心、音？」

　間違いなく、心臓の拍はく動どうだった。

「良、護？」

　おそるおそる問いかけながら、顔を見る。

　眉まゆ根ねが動いた。目を強くつむる。鼻がひくひくと小刻みに震ふるえる。

　そして。

「お……、リカ？」

　ゆっくりと目を開きながら、良護がオリカの名を呼んだ。

　むくりと、首をもたげ周囲を見み渡わたす。そしてオリカと目があう。

「良護！」

「うわっ」

　良護が上半身を起こすと同時に、オリカは良護に飛びついた。

　首に腕うでをまわし、頭をすり寄せながらしがみつく。

「この痴しれ者！　姫を待たせて勝手に死んでるとか何様よ！」

「……悪い。ちょっと……、死んでたみたいだな……」

「悪いじゃすまないわよ！　このド痴れ者！　絶対許さない！　許さないんだから」

「本当にすまない」

「良護」

　オリカが身体からだを離はなして、良護を見つめる。

　真っ赤に泣きはらしたオリカの目には、未いまだに涙なみだがたまっている。

「いい、今度から死ぬときはわたしに一声かけてから死になさいよ。勝手に死ぬのは絶対にダメ。ダメなんだからね！」

「……わかったよ。ごめん」

「わかればよろしい」

　そう言うと、オリカは再び良護に抱だきついた。肩かたに目元を押しつけて涙を拭ふく。

「……良かった……。生き返ってくれて……」

「……俺はおまえを冠絶の姫王エクセルシアにするまでは、死なねえよ……」

　良護は少しためらったものの、オリカの背に腕を回して抱きしめる。

　オリカはそれを自然に受け入れた。

「そのためにも……」

　ぽんぽんと、オリカの背を叩たたきながら良護は続ける。

「姉ちゃんと決着をつけないといけねえな……」

「良護……、また諒子さんに挑いどむの？」

「ああ」

　良護はオリカの顔が見えるような体勢を取った。

「……ひとつだけ姉ちゃんに勝てる方法を思いついた」

　オリカの瞳ひとみを見つめながら、力強く告げる。

「そのためには、オリカ、おまえの力が必要だ」

　オリカはわずかな間を開けてから、微笑ほほえんで言う。

「なによ、今さら水くさいわね。わたしたちは、パートナーでしょ？」

　それで、ふたりは互たがいに絆きずなが深まったと、いっそう確信するのだった。
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　森の中心。

　木々が減り、広場のようになった場所に、諒子とアヴィスはいた。

　アヴィスは、宙に浮かぶ青白く光るマギア語で包まれた球体の下で目を閉じていた。

　ぶつぶつと口が動いている。どうやら詠えい唱しようを続けているらしい。

　一方、少し離れたところでは諒子が腕を組み、じっとアヴィスの様子を見つめている。

　その様子はどこか寂さびしそうだ。

　ふと、諒子が視線をずらした。

「良護……？」

　良護とオリカに気づいた諒子は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を開き、すぐに元の表情に戻った。

「……うちの弟が不死身だったとは初耳だな」

「悪いな。天国がまだ来るな、とさ」

「ふむ……。心臓は確実に止まったと思ったのだけれどね。外的刺し激げきがたまたま心臓を動かしたのか……、あるいは、奇き跡せきという名の必然か……」

　諒子はオリカをねめるように見ていたが、やがて、ふうと、ため息をつく。

「それで、何しにきたんだ？」

　すごみを利きかせた口調だったが、良護もオリカも怯ひるむことはなかった。

「当然、世界を救いにきたんだ。姉ちゃんがアヴィスの力を使って世界を壊こわすというのなら、俺はそれを阻そ止しする。それで、みんなを救う」

　諒子は良護の答えに落らく胆たんしたように、首を振る。

「おまえはどうやらどこまでも馬ば鹿かだったらしいね。……いい加減にしろ！」

　腹の底からの恫どう喝かつ。空気がびりびりと振しん動どうする。

「力のない人間にそんなことできるわけがないだろう？」

「いいや、できる」

　良護は全く動じることなく応じた。

「オリカと俺なら……。冠絶の姫王エクセルシアになるオリカと、その騎き士しである俺なら、きっとできる。いや、やるんだ」

「今さら何を言う。さっきの戦いをもう忘れたのか？　騎士でもない私に、おまえたちは負けたんだぞ？　無様に地面に這はいつくばり、土の味を知ったはずだ。そんなおまえたちが、どうしてそんな口がきける！　それとも一度死んで脳が腐くさったか、愚ぐ弟てい！」

　諒子が拳こぶしを握にぎり込み、戦せん闘とう態勢を取る。

　オリカと良護も、腰こしを落とし身構えた。

「さあね。腐ってるのかもしれねえ。けど、だからどうした。姉ちゃんを倒たおして、俺はアヴィスを止めるんだ。……俺は」

　決意を込こめた瞳で、姉を見み据すえる。越こえるべき目標を。

「俺は、騎士だ。オリカ・神剣・マカルインの召しよう喚かん騎士、盾町良護だ！」

「だから、それがどうした……？　何？」

　良護たちに攻こう撃げきを加えるため、地面を蹴けろうとした諒子がためらった。

　オリカが手に持っている姫涙石ラクリマを目にしたからだった。

「オリカ、頼たのむ」

「ええ、いくわよ」

　オリカは姫涙石ラクリマを空中に放ほうる。そして叫さけんだ。

「オリカ・神剣・マカルインが命ずる。来なさい、わたしの召喚騎士、盾町良護！」

　そして、空中の姫涙石ラクリマが赤い光を放ちながら体積を増すようにふくれあがり、良護の前に魔ま方ほう陣じんを描えがき出した。

　淡あわい光に包まれながら、良護はここまでのことを思い出す。
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　アヴィスの球体へ向かって森の中を進んでいるときのことだ。

　生き返ったばかりの良護は身体をうまく動かせず、オリカが肩を貸していた。

「良護。それで、諒子さんに勝てる方法ってなんなの？　あなたが一度死んで契けい約やくが解けてしまってるから、わたしは戦えないし」

「簡単だ。もう一度、契約すればいい」

「無理よ。あれは事故だったのよ。もう一度わたしが召喚騎士になれるわけが……」

「おいおい、まだ戦い足りないのかよ、オリカ。……違ちがうだろ」

　良護は呆あきれたように、じと目でオリカをみやった。

　オリカはきょとんとしている。

「今度は正しく契約するんだよ。当初の予定通り、俺を騎士にすればいいんだ」

「あ、なるほど」

　全く想定していなかったらしく、オリカは盛せい大だいに感心する。しかし、すぐに険しい顔になる。

「だけど、それはどうなの……？　あなたはあくまでもただの人間よ？　サムライ・リョーならまだしも、あなたを騎士にしたって……」

　良護にとってそんなオリカの言葉は、予想の範はん囲い内だった。さらりと答えを告げる。

「召喚騎士は対価の質と大きさで強くなるんだろ？　それなら、俺がこの上なく満足するものを対価として与あたえてくれればいい。そうすれば、きっと最強になれる。違うか？」

「……確かにそうかもしれないわ。だけど、そんなにうまくいくかしら。第一、そんな対価ってなによ」

「決まってるだろ」

　良護はオリカをじっと見つめた。

　見つめられたオリカは、顔を赤くしてうつむく。

　頰ほおに手を当て何かを妄もう想そうする。

「え……、ま、まさか……、だ、だめよ、良護。そんな。わたしは姫ひめだし。その、欲よく情じようしろとか迫せまってたけど、こ、こんなところで、そんな……」

「……何を、考えてるんだ？」

「え？　あ、な、なんでもないわよ！　なんでもっ！」

「まあとにかくだ、今の俺が望むものはただひとつ。オリカ」

　良護は真しん剣けんな眼まな差ざしをオリカに向ける。

「おまえが冠絶の姫王エクセルシアになること。ただ、それだけだ。……絶対になるよな？」

「……何よ、今さら。なるって言ったでしょう？」

「なら、それでいい。おまえがそう思って戦うこと。俺の望みはそれだけだ」

「そう……。わかったわ。それじゃあ、契約のし直しよ」

　オリカは大きく頷うなずくと、優ゆう雅がに掌てのひらを差し出した。

「わたしの騎士殿どの。準備と覚かく悟ごは良いかしら？」

「もちろんだ、我が姫」

　良護は跪ひざまずき、恭うやうやしく礼をしてみせた。
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「馬ま子ごにも衣い装しようとはこのことをいうのかもしれないな」

　魔方陣から現れた良護の姿を見て、諒子は感心する。

「なんだよ、あんまりじろじろ見るなよ。照れるだろ」

　言いながら、良護もまた自身の身体を眺ながめた。

　オリカの着ていたものと似たようなデザインの鎧よろいが、腕うでや足や肩や腰に装着されているようだ。右腕の手首には、以前と同じように姫涙石ラクリマの嵌はまった腕輪がついていたが、そこに接続されるように、手てつ甲こうと腕のアーマーがあった。

　そして手には大人オリカが握っていたものと同じ、幅はば広びろの剣を握っている。

「ん？　それより姉ちゃん、なんかますます小さくなってないか？」

　良護は目の前に立つ諒子が、縮んだように見えた。

「なあ、オリカもそう思うだろ？　って、おまえもそんなに小さかったか？」

　オリカの方を振ふり返ると、いつも以上に小さく感じ、首をひねった。

　だが、オリカはそんな良護の言葉が届いていないかのように目を見開き、一点を見つめている。良護に釘くぎ付づけになっていた。

「か、格好良い……」

「オリカ？」

　良護が首をひねる。

「良護。私たちが縮んだんじゃない。おまえが成長しているんだよ」

「成長？　……そういえば」

　たしかに、目線が高くなっているようだ。オリカや諒子が小さく見えた理由は納なつ得とくできた。それに、よく見れば腕の筋肉も一回りか二回り立派になっていた。

「なるほどね。オリカと同じようなことが俺にも起こってるってわけだな」

　良護はなんとなく理解した。それから、身体からだ中にエネルギーが満ちあふれていることに気づき、さらに、力の使い方、戦い方が自然と思い浮うかぶ。

「さて、姉ちゃん。もう一度勝負してもらおうか」

「……少しはできるようになったらしいな。だが、所しよ詮せんは付け焼き刃ばだ。来い！」

「いくぞ！」

　諒子が言い終わると同時に、良護は地面を蹴って間合いを詰つめる。

　ぐんと、身体が伸のびたかと思えるほどの速さだった。

「な……」

　その動作は諒子の予想を上回っていたらしい。驚きよう愕がくに目を白黒させている。

「悪いな、姉ちゃん」

　良護は剣を左手に持ち、空いた右手で拳を作って、諒子めがけて打ち出した。

「くっ！」

　諒子は腕をクロスさせ、その攻撃を防ぐ。だが。

「甘いぜ、姉ちゃん」

「何っ⁉」

　良護がさらに力を入れると、諒子のガードは簡単に跳はね上がった。

　諒子が小さな万ばん歳ざいをしたような姿勢になった。完全に隙すきだらけだ。

「これが俺の……、俺たちの力だよ、姉ちゃん」

　良護は両手持ちに持ち替かえた剣を、諒子に向かって一気に振りおろす！

　ザンっ。

　諒子の頭から足に向かって一いつ閃せん。

　剣の軌き跡せきが完全に諒子を両断した。

　しばらくのあいだ、良護も諒子も静止していたが、やがて諒子が膝ひざからくずおれる。

「ちょ……、良護⁉　まさか、諒子さんを殺しちゃったの？」

　オリカが青ざめながら叫んだ。

　良護は姉を見下ろし、それから頰をゆるめる。

「まさか。俺はおまえの騎士だぞ、オリカ」

　ツツ……っと。諒子の衣服に一筋の線が入った。

　そして、次の瞬しゆん間かん、はらはらと着ていた衣服が脱だつ落らくする。

「俺が切ったのは薄うす皮かわ一枚にも満たない。けど、姉ちゃんなら、これで力の差がわかったはずだ」

　膝をつき、呆ぼう然ぜんとしていた諒子だったが、やがてゆっくりと顔を上げ、良護を見上げた。

「……なぜ、殺さない？　私はおまえを一度殺したんだぞ⁉　また、殺すぞ⁉」

「俺の姫のポリシーでね。誰だれ一人として犠ぎ牲せいを出すわけにはいかないからな」

　おどけた調子で言ってみせると、良護はすぐに真顔になる。

「それに、俺はみんなを救うって言ったろ？　そこには姉ちゃんだって、あいつだって入ってるんだ」

　良護は、目を閉じて詠えい唱しようを続けるアヴィスを見み遣やった。

　そのまま続ける。

「姉ちゃん。俺は姉ちゃんにはなれない。姉ちゃんみたく、自分の力だけで、目の前の人間を全員救うことなんて、たぶんできない」

　諒子は、黙だまって良護の言葉を聞いていた。

「だから俺はオリカの力を借りる。オリカと協力して、それで、世界中のみんなを手伝っていこうと思ってる」

「……そうか」

　聞き終えた諒子は、つぶやくように言った。

「……それがおまえの出した答えなんだな」

「ああ。なあ、オリカ」
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「ええ。わたしは良護の力を借りる。その代わり、わたしも良護に力を貸すわ」

　良護が同意を促うながすと、オリカは力強く頷いた。

　しばらくして、諒子が顔を上げた。

「……アヴィスの魔ま術じゆつを止める方法はふたつある。あの子が自分から止めるか……、あの子の命を奪うばうことだ」

「それじゃあ殺すしかないってこと？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、オリカ。俺はあいつを殺さずに止めてみせる」

　怖こわ々ごわと聞き返すオリカに向かって微笑ほほえむと、良護はアヴィスの方へ、ゆっくりと歩き始めた。




　　　　８




　アヴィスの頭上十メートルくらいの位置にある球体は、かなり大きかった。優に直径三十メートルくらいはありそうだった。

　幾いく本ほんもの光輝かがやくマギア語の帯が、球体の表面に沿いながらゆっくりと移動している。

　ある程度近づいたところで、良護はアヴィスを呼んだ。

「おい、アヴィス」

　アヴィスは目を開き、良護の姿を認めると、とたんに首をかしげた。

「……誰？」

「俺だよ。盾町良護だ」

「王子様……？」

「あ。そうか」

　そこで良護はアヴィスが戸と惑まどっている理由に気づく。

　良護は召しよう喚かん武装している。その上、身体が少し成長しているのだ。

「これ、召喚騎き士しの格好だ」

「召喚騎士？　……そう」

　アヴィスは疑わしそうな目で良護の身体を観察していたが、やがて納得したように正面を見み据すえた。

「王子様だとして……、今さら一体何の用かしら？」

「この魔術を止めてくれよ」

　良護は人差し指で、頭上の球体を示す。

「止めるぅ？　きゃは。面おも白しろいこと言うのね、王子様。とってもキュートだわ」

　くすりと、微笑む。

「だけど、もう止めるのは不可能よ」

「なに？」

「エネルギーの蓄ちく積せきはついさっき完かん了りよう。あとはこの子を地面に潜もぐり込ませるだけだもん」

　アヴィスはそう言うと、すっと手をあげ、何の躊ちゆう躇ちよもなく振りおろす。

　すると、それまで空中に静止していた青い球体が少しずつ降下し始めた。

「アヴィス！　馬ば鹿かなまねはよせ」

「いやよ。やめない。こんな世界、滅ほろびちゃった方がいいのよ」

「アヴィス……」

　良護は剣けんを握にぎる手に力を込こめる。

　それに気づいたアヴィスは、目を細めて言った。

「王子様、わたしを殺す気？　それなら……」

　アヴィスは髪かみ飾かざりになっていた青い宝石を外し、天に掲かかげた。

「わたしも王子様を殺してあげるわ」

「姫涙石ラクリマ？　召喚騎士を呼ぶのか？」

　良護はアヴィスの行動を警けい戒かいした。

　アヴィスの召喚騎士。

　その存在は未だに明らかになっていない。

　騎士の候補としては、共に行動をしていたという諒子の可能性がもっとも高い。

　諒子は生身でさえ強力なのだ。もしも召喚武装したとすれば、その能力は驚きよう異い的だろう。

　良護は生なま唾つばを飲み込んだ。

「……アヴィス・マギアが命じる。姫涙石ラクリマよ、力を！　わたしに！」

　アヴィスが高らかに叫さけんだ。

　すると、青い宝石は光を放出し始め、空中に一枚の魔ま方ほう陣じんを描えがき出す。

　今まで見たどの魔方陣とも異なった、円形のものだった。

　魔方陣から召喚騎士が現れる。

　そう思った良護は、諒子と魔方陣を交こう互ごに見つめた。

　しかし、しばらく待ってもなにも起こらない。諒子の前に魔方陣が現れることも、アヴィスの魔方陣から召喚騎士が出て来ることもない。

「きゃはは。何を見てるの？　王子様。諒子なんか騎士にしないわよ。わたしはマギアの姫ひめ、アヴィス・マギア。わたしはひとりで戦える！」

　良護が用心深く周囲を窺うかがっていたのを嘲あざ笑わらうと、アヴィスは地面を蹴けり、なんと、自らが魔方陣に飛び込んだ。

「何⁉」

　数瞬後、魔方陣の反対側にアヴィスが浮かび上がる。

　衣い装しようが明らかにパワーアップしている。魔法少女のようなデザインはそのままに、両りよう肩かたを覆おおう鎧よろいに、金属製のフレアスカートが増えている。額には先ほどの姫涙石ラクリマが燦さん然ぜんと輝き、手に杖つえと剣を足したような武器を握りしめていた。

　魔法少女と重騎士の鎧を合わせたような武装の、召喚騎士、アヴィス・マギアが、そこに立っていた。

「自分を召喚？　そんなことできるのかよ……」

「きゃははは。冠絶の姫王エクセルシア制度はマギアの魔術が根幹にあるの。だから、この程度の裏うら技わざは余よ裕ゆうなのよ！　きゃははは」

　驚おどろく良護に向かって言うと、アヴィスは不意に姿を消した。

　だが、次の瞬間には良護の目の前に現れる。瞬間移動したのだ。

　杖つえ剣けんを振ふりかぶり、斬きりつけてきた。

「く！」

　良護は反射的に剣を出し、攻こう撃げきを防ぐ。剣に重みのある一撃がのしかかった。

「きゃははは。死んじゃえばいいんだ。消えちゃえばいいんだ。なくなっちゃえばいいんだ。世界も、マカルインも、マギアの家も、王子様も！　みんなみんな壊こわれちゃえ！」

　ぎりぎりと、押し込む剣に力が込められていく。

　召喚武装をしているとはいえ、アヴィスの細ほそ腕うでから繰くり出されているとは思えないような猛もう烈れつなパワーだった。

「なんて力……、そうか、これも魔術か」

　良護は、アヴィスの剣が青白い燐りん光こうに包まれていることに気づいた。どうやら剣自体が魔術で強化されているのだ。

「きゃは。当たり前でしょ、王子様！　わたしがただの腕わん力りよくで戦うわけないじゃない！」

　ひときわ強い力で良護は押しこまれる。まるでダンプカーが突つっ込んできたかのようなパワーだった。良護は地面を滑すべり後退する。

「もちろん、剣だけじゃないわ」

　良護が構え直すより早く、アヴィスは剣を持っていない方の腕で空中を軽く撫なでる。

　すると、その軌き道どうに十個程度の青い球体が発生した。

「さあ、行きなさい！」

　アヴィスのかけ声とともに、すべての球体が良護に向かって一いつ斉せいに飛ひ翔しよう。良護のすぐ傍そばまで到とう達たつすると同時に、乾かわいた音を連続で響ひびかせて破は裂れつする。

「うわあっ！」

　細かな爆ばく発はつのエネルギーが良護に襲おそいかかった。

　良護は咄とつ嗟さに腕で身体からだをかばったため、ダメージはそれほどでもなかった。

　だからすぐに体勢を整え、反撃しようとする。

　だが。

「遅おそいよ、王子様。きゃは」

「何⁉」

　すぐ眼前に、アヴィスがいた。

　アヴィスは、剣を持っていない左手を腰こしに引きつけていて、それを思い切り良護の方へと打ち出す。

　形は掌しよう底てい打だだ。しかし、掌てのひらにはマギアの魔法球が張り付いていた。

「ほうら、王子様、吹ふき飛んじゃえっ！　きゃはは！」

「ぐはっ」

　一撃が、腹にまともに入った。

　良護はロケットミサイルでも喰くらったかのように、派手に後方に吹き飛んでいく。

　バキバキと森の木々を何本もなぎ倒たおし、ようやく停止したときには、元の場所から数百メートルは離はなれたところだった。

「く……。なんつー攻撃力だよ……」

　驚きながらも、身体へのダメージがそれほどでもないことを確かく認にんした良護は、すぐに起き上がり、地面を蹴る。

　今の良護のパワーでは、ほとんど一歩で、元いた場所へと戻もどれた。

「きゃはは。王子様、すっごい飛んだわね。キュートに無様だわ。きゃははは」

「ああ。だけど、全然効いてないぜ？」

「……ふうん」

　飛んで戻った良護を、アヴィスが不服そうな顔で見つめる。

　それから、すっと横を向いた。

「ねえ、ほら見て、王子様。あれ、綺き麗れいよ」

　アヴィスは青い球体を指さす。球体はいつの間にか、その一部を地面に埋うめ始め、バキバキめきめきと音を立てながら、進路にある木や地面を侵しん食しよくするように吸い込んでいく。

「このまま地面の中に潜り込んで、ある程度の深さまでいったら、そこでエネルギーを解放するの。そうすると世界は崩ほう壊かいするわ。きゃはははは」

　球の影えい響きようなのか、辺りには強い風が吹き荒あれていた。

　諒子とオリカが近くの木にしがみつくようにしてこちらを見守っている。

「ね、王子様。世界の終わりの始まりを一いつ緒しよに楽しまない？　どうせみんな死ぬのよ」

「アヴィス、やめるんだ。こんなことして何になる」

「何にもならないわ。だからいいんでしょ。全部なくなっちゃえば楽だもん。みんな、いなくなっちゃえば、誰だれも苦しまないでしょ。きゃははは」

　こうして会話をしているあいだにも、球はごりごりと地面を掘ほり進んでいく。

「くそ！　アヴィス、魔術を止めろ！」

　今度は良護がアヴィスに向かって飛びかかった。捕つかまえるように手を伸のばす。

　だが、良護の手があと少しで届くというところで、アヴィスの姿がかき消える。

　代わりに、そこにサッカーボールくらいの丸い光の球が残されていた。

　良護は勢いが殺せず、魔術の球に手を触ふれてしまった。

　とたん、球体が爆発する。

「ぐっ」

「きゃはは？　何？　王子様。力ちから尽ずくでわたしをどうにかしようっていうの？　きゃはは。ひっどーい。そういうひどい王子様は、爆発しちゃえばいいのよ」

　楽しそうな声は背後から聞こえた。
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　良護は、ゆっくりと振り返る。その身体はほとんど無傷だ。

　そんな良護の姿に、アヴィスは苛いら立だつように言った。

「まだ倒れないの？　王子様、けっこう往おう生じよう際ぎわがわるいのね。せっかくの、世界の破は滅めつなのに……、こんなことしてたら終わりの瞬しゆん間かんを見られないじゃない！」

「見なくていい！　今すぐ止めろよ」

「いやよ！」

　良護はちらりと球体の様子を見やる。破滅を導く巨きよ大だいな青い球は、森を飲み込み、地面にその全体を沈しずめて、てっぺんが見えなくなっていた。

　それどころか、球の侵しん攻こうは加速しているらしい。良護の位置から見えるだけでも、球の通った後の穴はかなり深くなっている。もし落ちたら、ひとたまりもない深さに思えた。

　たった一か所の綻びウイツシユオブカタストロフイが、一体どの程度の深さで発動する魔術なのかはわからない。

　だが、猶ゆう予よはそれほどないことは確実だった。

「アヴィス、魔術を止めるんだ」

　良護は低くゆっくりとした声で、説得を試みる。

　すると、意外にもアヴィスは真剣な表情で聞き返してきた。

「……どうしてそんなに止めて欲しいのよ」

「世界を破滅させたくないから……、みんなを困らせたくないからに決まってるだろ」

「きゃは。立派なヒーロー気取りね、王子様。キュートに素す敵てきよ。だけど虫むし酸ずが走るわ！　みんなってなによ！　わたしには関係ないわ！　わたしはいつもひとりだったもの！」

　吐はき出すように叫さけんだアヴィスの声は、どこか寂さびしそうだった。

「アヴィス、おまえはひとつ勘かん違ちがいしている」

　良護は淡たん々たんと告げる。

「なにがよ！」

「俺がいう『みんな』には、当然、おまえも含ふくまれてるぞ」

「なっ……」

　思いも寄らぬ言葉だったのか、アヴィスが一瞬絶句する。喜き怒ど哀あい楽らくが複雑に入り交じった表情をくるくると入れ替かえ、やがて無表情になって口を開いた。

「……それじゃあひとつだけいいことを教えてあげるわ、王子様」

　アヴィスは、すっと、額の宝石を指さした。

「わたしのここにある姫涙石ラクリマ。これ、実はあの魔術を使うための触しよく媒ばいでもあるのよ。だから、これを壊せば魔術は消しよう滅めつするわ」

　その姫涙石ラクリマは、地面を侵食する青い球と同じ輝かがやきを放っていた。

「本当か？」

「さあねぇ。壊してみたらわかるんじゃない？　きゃは。あ……でも」

　アヴィスがにやりとする。

「一応言っておくけど、わたしは姫ひめで召しよう喚かん騎き士しだからね。冠姫聖戦プリンセスジハードのルールって知ってるよね？　召喚騎士を召喚中の姫はどうなるか……」

「……まさか⁉」

　冠姫聖戦プリンセスジハードでは、召喚騎士を召喚中の姫は無敵になる。

「きゃは、わかった？　わたしは姫で召喚騎士。つまり、無敵状態なのよ。さあ、どうやったらこれが壊せるでしょう？」

　黙もくすること数秒。

「……正解は、不可能でぇーす。きゃはははは。あーおっかしぃ」

　アヴィスは高らかに笑った。

「ね、王子様。だから無む駄だよ。無駄なのよ。あきらめちゃって」

「くっ……」

　良護は怯ひるんだ。すると、

「良護」

　離れたところで戦いを見守っていたオリカが、良護を呼んだ。

「オリカ？」

「ためらわないで！　わたしの想おもいを背負った召喚騎士であるあなたなら、きっとできるわ！　わたしが冠絶の姫王エクセルシアになりたいっていう気持ちは世界で一番だもの！」

　声を嗄からしそうなくらいに大きく必死な声だった。

　そんなオリカの姿に、良護は一瞬で腹が据すわる。

「……ああ、そうだったな」

　アヴィスに向かって、良護はゆっくりと足を踏ふみ出した。

「無駄だって言ってるでしょう？」

　良護は一歩一歩前進し、かすかに怯おびえるアヴィスに接近した。

「な、何よ⁉　無駄だって言ってるのがわからないの？」

「オリカが……、俺の姫が冠絶の姫王エクセルシアになりたい気持ちは世界一だ。そして俺は、それを世界一信じてる召喚騎士だ。……召喚騎士の実力は対価によって決まる。ならば！」

　ちらりと見ればオリカと目があった。オリカが力強く頷うなずく。

　アヴィスとの間合いが詰つまった。良護は剣けんを振ふり上げる。

「行くぞ、アヴィス！」

「む、無駄よ、無駄！　無駄なんだから！　きゃははははははは！」

　良護の気き迫はくに気け圧おされながらも、アヴィスは胸を張り、堂々と立っていた。

　だから、良護の振りおろした剣の切っ先は、いとも簡単にその宝石の表面をなぞることができた。

　一いつ閃せん。

　剣を振り切った良護。

　その姿を見下し、口元に笑えみを貼はり付けるアヴィス。

　数秒間の対たい峙じ。

　何も、起こらない。

　だが、

「きゃ、きゃは。ほぉら、だから言ったでしょ？」

　アヴィスが身体からだを揺ゆらし、全身で勝利を宣言しようとした瞬間だった。

　ピシリ、と硬かたいものに亀き裂れつの入る音が響ひびいた。

「無駄……、え？」

　ピキピキパキ、パッキィィン。

　アヴィスの額で、宝石が粉々に砕くだけ散る。

「な、んで？」

　目を丸くするアヴィスに、良護は言う。

「もちろん、俺とオリカが世界を救いたいと思う気持ちが、最高だからだろ」

「そんな……」

　アヴィスの着ている衣い装しようが、淡あわく輝き無数の欠片かけらにわかれていく。




「姫殺し……。そうか、そういう意味だったのか……」

　ふと、良護とアヴィスの戦せん闘とうを、離はなれて見守っていた諒子がぼそりとつぶやいた。

「え？」

　隣となりに立つオリカが聞き返すと、諒子はひとりごちるように言う。

「姫に直接攻こう撃げきできるスキル。まさかそんな規格外のスキルを発動していたなんてね」

　オリカはいまいちよくわからなかったが、諒子がそれ以上なにも言わなかったため、特に追つい及きゆうはしなかった。




　　　　９




「おい、アヴィス、どういうことだ」

　しばらくして、良護は、青い球体が穿うがった穴の縁ふちに立ち、下を見下ろしていた。

「おまえの姫涙石ラクリマを破は壊かいすれば、球体は消えるはずじゃなかったのか？」

「え？　そのはず、だけど」

　召喚武装が解除され、元の姿に戻もどったアヴィスは、その場に立ち尽つくしたまま、うつろな瞳ひとみで首をかしげた。

「消えてないぞ」

「え？」

「消えてねぇんだ！　まだ、おまえの魔術が続いてるんだよっ！」

　良護は叫んだ。

　穴の奥、ずっとずっと深いところに、はっきりと輝く青い球体が見えた。

「良護！」

　異変に気づいたオリカと諒子が、良護の元に駆かけ寄り、アヴィスもふらふらとした足どりで近づいて来た。

　すると、突とつ然ぜん良護の身体に異変が起こる。身長が低下し、手て脚あしの筋肉が落ち、元の良護に戻った。武装も光の粒りゆう子しへと変わり、接近してきたオリカの手元に戻っていった。

「武装が勝手に解けた？　オリカ、何かしたのか？」

「わたしは何もしてないわ」

「召喚武装もなんだかんだ言って騎士への負担が大きいからね。戦闘の終わりを機に、セーフティ機能が働いたんだろう」

　諒子が冷静にコメントした。

「セーフティ？　こんなときに！　まだ、あの青い球は残ってるっていうのにか！　くそ……。一体、どういうことなんだよ、アヴィス」

　良護はシステムに憤いきどおりを覚えながら、アヴィスに問いただした。

「わ、わからないわ。触媒が壊こわれたのに魔ま術じゆつが続くなんて、そんな」

　アヴィスはすっかり萎い縮しゆくしている。

「……ふむ。可能性としてはひとつだね」

　穴をのぞきながら、腕うでを組んで思案していた諒子が言った。

「なにかわかるのかよ、姉ちゃん」

「いくつかの偶ぐう然ぜんが重なって、魔術が暴走しているんだろう。何せ世界を滅ほろぼすほどの魔術だからね。さじ加減はデリケートなはずだ」

「暴走って……。どうすればいいんだよ」

「……外部刺し激げきを与あたえるしかないわ」

「外部刺激？　アヴィス、それはどういうことだ？」

　良護は、アヴィスに詰め寄る。

「触媒がなくなっているから、いまのあれはただの大きな風船みたいな状態よ。だから、人が外側から何か別の刺激を……、ささいな力でもいいから加えれば、壊れるはず」

「だけど、どうやってあそこまで行くんだよ。それにどうやって戻ってくるんだ」

　良護たちはそろって穴を見下ろした。

　青い球体まではかなり距きよ離りがある。一度落ちたら、二度と戻ってこれないだろう。

「わたしが行くわ」

　すると、オリカがすぐに名乗り出た。

　オリカは地面に落ちていたこぶし大の石を拾い上げ、穴に向かって駆け出す。飛びこもうとしているのだ。その手を良護が慌あわてて引き留める。

「オリカ、無茶だ。今のおまえは騎士でもなんでもないただの姫なんだ。死ぬぞ！」

「でも、このままじゃ、世界が壊れちゃうのよ！　わたしは冠絶の姫王エクセルシアになるって決めた。世界を守る冠絶の姫王エクセルシアになるって！　……その順番が前後するだけよ！」

　気き丈じように言い放つオリカだが、良護は、その身体が震ふるえていることがわかった。

「……だったら俺が行く」

　良護はオリカの腕を引き、穴の縁から遠ざけると、自分がそこに立った。

　穴は深い。世界を救えたとしても自分は助からないだろう。

「良護、だめよ！　そんな！」

　背後でオリカが呼ぶが、良護は振り返らなかった。

　そのまま覚かく悟ごを決め、踏み出そうとして、

「王子様、いいわ。自分の決着くらい自分でつけるから」

　すっと横から手が伸のび、良護の身体を押しとどめたかと思うと、その反動を利用するかのように、アヴィスが細い身体を宙に投げ出した。

「アヴィス⁉」

「ばいばい、王子様。遊んでくれてありがとう。……わりと楽しかったよ」

　ふわりと、穴の上でアヴィスの身体が一いつ瞬しゆん停止し、少しだけ振り返った。そして、すぐに重力に捕つかまり、穴の底へと向かってまっすぐに落下していく。

　落下が始まる寸前、アヴィスは微笑ほほえんで見せた。

　だが、それは、良護には泣いているようにしか見えなかった。

　だから。

　次の瞬間、良護は縁を蹴けり、思い切り勢いをつけて穴に飛び込んでいた。

「良護！」

　背後から聞こえるオリカの悲鳴が徐々に遠ざかっていく中、良護はまっすぐに落ちながら、アヴィスに向かって手を伸ばす。

「アヴィスっ！」

「王子様？　なにをしてるの？」

　先を行くアヴィスが振り返り、目を見開いた。それから慌てて何かをつぶやと、アヴィスの体が青く輝き、落下速度がわずかに遅くなる。魔術を使ったのだろう。

　やがて良護はアヴィスに追いつき、その手首をしっかりと摑つかんだ。

　ふたりはひとつの塊となって落ちる。

「王子様、死ぬ気？」

「そんなことはねえ！　それに、おまえだけを死なせもしない！」

「だけど……、戻る方法なんてないのよ？」

「それはあとだ。まずは、あの青い球をぶっ壊すぞ！」

　猛もう烈れつなスピードで落下する中、視界に映る青い球体はどんどん大きくなっていく。近づいている証しよう拠こだった。

「……わかったわ。じゃあ、一いつ緒しよにやって」

「おう！」

　アヴィスと良護はダンスを踊おどるように、手を組むと、球体に向かって、まっすぐに拳こぶしを突つき出した。

　そして、眼前の光景が真っ青になったと同時に、良護は硬くなった空気に手を突っ込んだような感かん触しよくを覚えた、その瞬間、

　パリンと。

　音がしたかのように、視界を染める一面の青い光に亀裂が入り、一瞬で粉々に砕け散った。良護とアヴィスはその衝しよう撃げきにうちあげられ、穴の壁へき面めんへと飛ばされた。

　全身を打ち付けられながらも、良護は無我夢中で片手を伸ばして、壁面の一部に摑つかまる。

　アヴィスを、なんとかもう片方の手で抱だき抱かかえることができていた。

　そんなふたりの周りを無数のピンポン球サイズの青い光が舞まい上がり、穴の上空へと一気に飛んでいく。

　それはあまりにも幻げん想そう的な光景で、良護もアヴィスも思わず見とれてしまっていた。

　やがて、すべての光が良護たちの前から飛び去ると、穴の底は真まっ暗くら闇やみに包まれた。

　天を仰あおぐと、小さな円形の入り口から、かすかに星明かりが見える程度だった。

　穴の縁にはオリカと諒子がいるようだが、まるでごま粒つぶのようだった。

「……終わったのか」

「あの光はみんなの生命エネルギー。……みんなの元に戻ったはずよ」

　良護の身体にしがみついているアヴィスが言った。

「そうか。それは良かったぜ」

「……ねえ、王子様。なんでこんなことするのよ」

　暗くて表情は良く見えない。アヴィスが泣き出しそうな声で尋たずねる。

「わたしは邪じや魔ま者ものでしょ？　わたしひとりが死ねば丸く収まったのに。こんなことしたら、マカルインは怒おこるわよ、きっと」

「そんなこと言うなよ。さっきも言ったろ？　俺とオリカが救いたい『みんな』にはおまえも入ってるんだよ。なにせ、俺の姫ひめは誰だれ一人犠ぎ牲せいを出すことなく冠絶の姫王エクセルシアになろうとしてるからな」

　ややあって、アヴィスが小さく洟はなをすすった。

「……マカルインがうらやましいな。あなたを騎士に出来て……。わたしは、どこまでもひとりぼっちなのに」

「姉ちゃんがいただろう？」

「諒子は良くしてくれた。だけど、一定の距離以上は近づいて来なかったわ。たぶん、諒子にとって、わたしは『困ってる人』のひとりでしかないのよ」

「……なるほど」

　確かに姉の諒子にはそういうところがあった。

　生まれ持った天才性のせいで、他人との距離は決して縮めない。常に俯ふ瞰かんしているような行動をとるのだ。

「だから、マカルインとあなたの関係は、素す直なおにうらやましいわ」

　アヴィスはもう一度言った。

　良護はすこし考えてから告げる。

「……俺さ、おまえの手紙読んだよ」

「え？」

「おまえが生まれてからずっとマギアの幽ゆう閉へい塔とうで育ったとか、お母さんが心を病やんでて、マカルインへの恨うらみ言ごとばかり言ってたとか、全部、読んだよ」

「そう……、なんだ……。そっか」

「なんつーか、おまえの境きよう遇ぐうは体験したことがないから、簡単に気持ちはわかるなんてことは言いたくないが……、同じ状じよう況きようになったら、きっと寂さびしいだろうなとは思った」

「王子様」

「その、こういうのはうまく言えないが、おまえさえ良ければ、友達になるのはどうだ」

　良護は暗がりで見えないものの、目をあわせないようにしながら言う。

「と、もだち？　それは、なに？」

「えっと……、まあ、ことある毎ごとに一緒にいて、話をしたり、遊んだり、悩なやんでるときは相談に乗ったり、落ち込んでるときは励はげましたりする、そういう関係だよ」

「ともだち……」

　アヴィスはその言葉を嚙かみしめるように、何度も口にした。

「ああ、そうだ。友達だ。だから、おまえはもう、ひとりぼっちなんかじゃない」

　そのときだ。ふたりの身体からだがぐらりと揺ゆれた。

「きゃあ」「うわっ」

　どうやら良護が摑まっている壁面が、崩くずれそうになっているらしい。

「まずい、このままじゃ……、落ちる……うっ⁉」

　突とつ如じよ、良護はうめいた。肌はだがぶつぶつと粟あわ立だっている。鳥肌が発生していたのだ。

「まさか、このタイミングで、魔ま術じゆつが切れたのかよ……」

「どうしたの、王子様。……これ、鳥肌？」

「わ、悪い。魔術の効果が切れたらしい……」

　良護は苦しそうに言う。

「きゃっ」

　鳥肌で手に力が入りにくく、アヴィスを手放しそうになった。

「わ、悪い」

　良護は必死にこらえる。直前まではもう少しもちそうだったのに、状況は一気に悪化していた。岩を摑む手にも汗あせが浮うかぶ。

　崩れかけの壁面。鳥肌による力の減げん衰すい。

　正直、大ピンチである。

「なんとか……、脱だつ出しゆつを……。そうだ、アヴィス……、瞬間移動、できる、だろ？」

　まともに回転しない脳を使って、良護はなんとか脱出方法を考えた。

　だが、アヴィスは首を振ふった。

「無理よ。もうわたしの中にエネルギーはほとんど残ってないわ。この距離は飛べないし、あなたの鳥肌を直す魔術すらかけられないわ」

「……だったら、俺のエネルギーを使えよ。みんなの生命力を使ってたおまえだ。そのくらいできるだろ？」

「そ、それは」

　アヴィスは少し考える。

「……生命力吸収の魔ま方ほう陣じんがないと……、あ、そうだ」

　ひらめいて、顔を上げる。

「方法がひとつだけある。……でも、その……、きゃあっ」

　再び、ふたりの身体が揺らぐ。もはや良護が摑む壁面の岩は崩れる寸前だった。

「悪い、アヴィス……、そ、そろそろ限界……だ」

　良護はだいぶ意識がもうろうとしてきていた。

「……わかったわ。本当は王子様からしてほしかったけど……」

　ぐいっと、アヴィスが良護に顔を近づけ、その頰ほおに手を伸ばす。

「今回はわたしの負け。だけど、友達でもいいや。大好きな王子様」

　そう言って、アヴィスは良護の唇くちびるに自らの唇をかさねた。

　良護は驚おどろき、思わず力が抜ぬけた。

　とたんに、手が岩から離はなれ、穴の底にむかって落下を始めた。

　しまったと思った。だがそれも一瞬のことだった。ふわりと、落下が止まる。

「……う、浮いてる？」

　良護とアヴィスは宙に浮いていた。

　ふたりの周りを、青く光るマギア文字で構築された球体が包み込んでいる。

「空を飛ぶ魔術と、鳥肌を抑える魔術をかけたわ」

　アヴィスが良護の手を握にぎっていた。

　言うとおり、鳥肌は立っていない。直前までの苦しさが噓うそのようだった。

「だけど、ごめんなさい」

　アヴィスは殊しゆ勝しように謝る。

「なにがだ？」

「あなたの生命力を借りても、こうして浮いているのが限界。とてもじゃないけど、上までは飛べそうもないわ。せいぜい時間を稼かせぐことしか……」

　球体の中から、上を見上げる。出口ははるか遠くに見えた。

　だが、落らく胆たんするアヴィスに、良護は微笑んで言った。

「時間を稼げたなら、大だい丈じよう夫ぶさ。オリカはあれで結構考えてるんだぜ？　ほら、見ろよ」

　良護は目の前を指さした。いつの間にか、そこに赤い燐りん光こうで描えがかれた長方形の魔方陣が浮かんでいる。

「これは、召しよう喚かん騎き士しの、召喚魔方陣？」

「召喚騎士はどれだけ距きよ離りが離れていても、姫が呼べば姫の傍そばに行けるんだろ？　さ、行こうぜ」

　良護はアヴィスと手をつないだまま、召喚魔方陣へと手を伸のばした。

　数瞬後。召喚魔方陣をくぐり抜けたふたりの目の前には、オリカと諒子の姿があった。

　ほっと胸をなで下ろすオリカが微笑ほほえんで言う。

「おかえりなさい、良護。なんとか、間に合ったみたいね」

「ああ。なんとかな」

　一方、アヴィスには諒子が近寄っていた。

「……おかえり、アヴィス」

　諒子の言葉に、アヴィスは少しだけ恥はずかしそうにうつむくと、小さな声で返事をした。

「……ただいま」

「それで、君の困りごとは解決できたかい？」

　アヴィスは良護を見ながら微笑んだ。

「……ええ。充じゆう分ぶんすぎるほどにね」

　良護にとっても、アヴィスにとっても、暗い穴の底はもはや、過去のこととなった。







　終章　未来への約束







「おはようございます、良りよう護ご様」

　目が覚めると、横で女性が寝ねていた。下着姿のアゲハだ。

　良護は一いつ瞬しゆん面食らうものの、軽いため息をついただけで、そそくさとベッドを出る。

「だから、そういうのはやめろって言ったろ、アゲハさん」

　布ふ団とんに埋うもれているアゲハを尻しり目めに、良護はてきぱきと着き替がえ始める。

　さすがに毎日のように同じことをされていれば、いやでも慣れてしまう。

　とはいえ、わずかに接せつ触しよくしていた部分に鳥肌が立っていて、それは慣れないのだが。

「ふふふふふ。良護様、いつもの私と同じだと思っては困りますよ。ご覧ください」

「なんだよ……、って」

　思わず振り向いてしまい、良護はかなり後こう悔かいした。

「下着だと思いましたか？」

　にやりと口元を歪ゆがめるアゲハは、下着姿ではない。

　何も身に着けていなかった。

　良護はあんぐりと口を開き、しばしのあいだ見入ってしまう。アゲハのプロポーションはモデル並のナイスバディなのだ。だが、すぐにはっとなって回れ右。固く目をとじた。

「い、いくらなんでもやりすぎだ、アゲハさん」

「ふふふ。夏休み初日ですので、ちょっと気合いを入れてみました。……さてと、朝食の準備ができていますので、準備ができしだい、食堂へお越こしください」

　そう言うと、案外あっさりとアゲハは部屋から出て行った。

　元々はオリカに欲よく情じようさせるための呼び水だった一連のエッチな行こう為いは、今ではただ単にアゲハが趣しゆ味みでやってるだけのように良護は思った。

　それに、契けい約やくを結び直した良護は、オリカに無理に欲情する必要はないのだ。

「そういえば、今日から夏休みか……」

　良護は窓の外を見ながらつぶやいた。

　外は夏らしい、からっとした青空が拡ひろがっている。




　アヴィスとの戦いが終わってから二週間が経たっていた。

　生命力を利用された生徒たちは、多少疲ひ労ろうが残ったものの、翌朝には全員がそろって朝食を摂とることができていた。

　さらにはそのあとの期末テストでも、全員が過去最高の得点を取るという結果だった。

　そうして、みんな笑顔で夏休みを迎むかえることになったのだが、ひとり、アヴィス・マギアの姿だけはなかった。

「おはよう」

「おはようございますですわ、リョウゴ！」

　あくびをしながら食堂の扉とびらを開けた良護は、目が点になった。

　いるはずのない、セイラ・マカルインがそこにいたからだ。

「セイラ？」

「はい、ですの」

「なんで、おまえ、ここに？」

「リョウゴに逢あいたくて、居ても立ってもいられずに来てしまいましたわ。あ、今度はお父様にもきちんと許可を取ってきましたから、何も問題ありませんわ。お婿むこさんを連れて帰ると言ったら、白目を剝むいて泡あわを吹ふいてしまいましたけど……」

　早口に語るセイラに圧あつ倒とうされつつも、良護は気になることを問う。

「け、怪け我がは大丈夫なのか？」

「ご心配かけてすみませんでしたわ、リョウゴ。お付きのものがやたらと騒さわいだ上に、お父様もものすごく心配して……、でも、もう大丈夫ですわ。完治しましたの」

「そうか。まあ、大したことがなかったなら、良かったぜ」

　良護はしばしのあいだ目をぱちくりとさせていたものの、状じよう況きようを理解すると、安あん堵どのため息をついた。

「そんなに心配してくださいましたの⁉　私、感激ですわ！」

　頰に手を当て、きゃあと叫さけんで、セイラはうつむいた。

「……そんなことより、話があるんでしょう？　セイラ」

　なんだかむっとしながら、傍にいたオリカが言う。

「そうでしたわ。とりあえずリョウゴ、座ってくださいですの」

　促うながされ、良護は食しよく卓たくの自分の席に着いた。すでに朝食が用意されている。

「つい先日、現在の冠絶の姫王エクセルシア、サラ・アルマダ姫ひめから、十三王家の代表者が緊きん急きゆうに招集されましたの。……アヴィス・マギアと今回の一件についてのお話でしたわ」

「アヴィスの？」

　良護は来たか、と思った。

　あの日、穴から脱だつ出しゆつしてしばらくすると、冠絶の姫王エクセルシアの使いを名乗る人間が現れ、アヴィスを「逮たい捕ほ」していった。十三王家間で禁止している「力」を使ったためだった。

　もちろん、クラスメイトたちはそんなことは知らない。

　合宿の翌日いなくなったアヴィスについては、諒りよう子こによって緊急で国に帰らなければいけなくなった、とだけ説明されている。

「それで、どうなったんだ？　アヴィスは？」

「冠絶の姫王エクセルシアサラ姫は、今回の事件をアヴィス・マギア自身ではなく、マギア王家の歪んだ方針に問題があると結論づけました。その結果、マギア王家にはペナルティとして、今回を含ふくめ三回の冠姫聖戦プリンセスジハードへの参加禁止と、マギアの幽ゆう閉へい塔とうの廃はい止しを命じられました」

「王家の方針への干かん渉しよう？　かなりすごいことするわね、サラ姫……」

　オリカが妙みように感心する。

　どうやらすごいことらしいが、良護にはいまいちピンとこない。

　それよりも、アヴィスのことが気になった。

「それでアヴィスは？　アヴィスに対する処分は何かあるのか？」

　セイラは良護を見つめたまま、しばらく黙だまってから口を開いた。

「……アヴィス・マギアは、一時は極きよつ刑けいという話も出ましたが……、情状酌しやく量りようの余地がありましたので、王族としての資格の剝はく奪だつだけですみましたわ」

「資格剝奪……？」

　良護が首をかしげると、オリカがフォローする。

「良護にはわからないかもしれないけど、王族が王族資格を剝奪されるのって、かなり重いのよ。昨日まで王族だったのに、今日から庶しよ民みんになるなんて……、想像もつかないわ」

「そういうものなのか……」

　やはりピンとこない良護である。

　だが、すぐに気持ちを切り替かえた。

「まあ、でも……、生きてるならいいか。いつかまた会えるだろ」

「……そうね。後味はそこまで悪くないわね。入院したふたりも意識が戻もどったらしいし」

「リョウゴは優やさしいですわ。さすが私の見込んだ男性ですわ」

　そこで、ぐうううと良護の腹の虫が鳴いた。

「……とりあえず飯にしようぜ」

　三人はいただきますと言って、食事を始める。

　パンを半分ほど食べたところで、ふと、良護は気づき、傍そばに控ひかえているアゲハに尋たずねた。

「そういえば姉ちゃんはどうしたんだ？　まだ寝てるのか？」

「諒子様なら、今朝方、早くに出発しましたよ」

「出発？　夏休みだけど、学校か？」

「いいえ。なんでも自分探しの旅に出るとかおっしゃってました。ご両親にも会いにいきたいということで、場所をお教えしましたが……」

「はあ？　相変わらずマイペースだな……」

　良護は驚おどろき、深いため息をつく。

「変わったひとよね、諒子さんって」

　オリカがサラダをフォークで突つつきながら、言う。

「あのとき、良護とわたしの前に立ちふさがったのも、アヴィス・マギア相手にわたしたちを無む駄だ死じにさせないためだったんでしょう？　それで、あんな演技して……。最悪、アヴィスを殺して自分も死ぬことで世界を救うつもりだったみたいだし……」

「そういえば、昔からそうだったよ。姉ちゃんは人助けのためだったらどんなことでもするんだ。……今回もきっと、またどこかで人助けするんじゃないか？」

「理由があるにせよ、また敵として出てきたりしてね」

「よせよ。洒落しやれにならねえ……」

　良護はオリカの戯ざれ言ごとが、案外冗じよう談だんでは済まなくなりそうな気がして背筋が寒くなった。

　セイラが話題についてこれず、寂さびしそうに唇くちびるを尖とがらせていた。




〈同時刻　飛行場ロビー〉

　諒子は空港の公衆電話から、どこかへ電話をかけていた。

「もしもし？　この電話番号はドラキュレ家の姫、アンナ・ドラキュレの番号でよかったかな？　ひさしぶりだね。君の親友、盾たて町まち諒子だ。……っと、耳元で怒ど鳴なるなよ。四年も音信不通だったのは謝るよ。だけど私も連れん絡らくしにくい状況でね。どこにいたのかって？　はっはっは。世界のあらゆる事象を占せん術じゆつによって把は握あくできる、占術王家の姫であるアンナならわかってるだろう？　そう、マギア家に厄やつ介かいになってたんだ」

　諒子は十三王家のひとつ、ルーマニアのドラキュレ家の姫と旧知の仲だったようだ。

　会話は思い切りフランクに進められていった。

「まあ、色々あったんだ。ところで、アンナ、ふたつほど話があるんだが、いいかい？」

　諒子は公衆電話の本体に腕うでをのせ体重を預ける。

「一つめは、弟の話だ。良護のこと覚えているかい？　十年くらい前に、君に将来を占うらなってもらったよな？　あのとき、君、良護に『姫殺し』の才能があるって言ってたろ？　てっきり私は、良護が世界中の姫をたらしこむ、女にだらしない奴やつになるのかと思って、女に触ふれると鳥とり肌はだが立つように仕組んだんだけどね、ちょっと違ちがったんだ。良護が持ってた姫殺しってのは、冠姫聖戦プリンセスジハードで、姫に対して絶対的な力を持つって意味だったらしい」

　諒子は良護とアヴィスの戦いを思い出した。

　姫であり騎き士しである、無敵の存在に攻こう撃げきを当てた良護。

　まさに、姫殺しプリンセスキラーと呼ぶに相応ふさわしいスキルだ。諒子はそう思う。

「それと二つめなんだが……、アンナ、君、今回の冠姫聖戦プリンセスジハードには出ていないのかい？　え？　勝てないのが占術でわかったから出ない？　そうかあ。でも、そこを押して頼たのみがある。私を君の召しよう喚かん騎士にして冠姫聖戦プリンセスジハードに出てくれよ。なぜかって？　もちろん、良護のためだよ。あいつとオリカ姫は、冠絶の姫王エクセルシアになりたいんだそうだ。だったら、あんまり簡単に勝利できたら困るにきまってるだろう？　……だから私はそれを手伝うだけさ」

　諒子はカラカラと笑うと、口の端はしを斜ななめに持ち上げた。

「対価？　対価はもちろん、私より強い奴と戦わせてくれること、だ。じゃ、よろしく」

　諒子は言い切ると、電話の相手の返事も待たずに受話器を下ろした。

「さてと……、各国の姫君たちも、そろそろ本格的に動くんだろうねぇ」

　何とも愉ゆ快かいそうに、諒子はひとりごちた。




〈ロシア　とある湖こ畔はんの古戦場〉

　エッケザクス家の姫、フィーネ・エッケザクスは、剣けんを持った屈くつ強きような騎士を背後に従え、湖畔にひとりぽつんと立つ少女に向かって、不ふ遜そんに宣告した。

「そろそろ負けを認めよ、サモセクの姫。こちらには、鍛冶かじ王家たる我がエッケザクス家の最高傑けつ作さく、至宝七剣ゼーヴエンシユベールトを携たずさえた召喚騎士が七人いるのだ。そなたの騎士が百人いようと、勝ち目はないぞ」

　すると目の下に大きなクマのある少女、サモセク王家の姫、キーラ・サモセクは面おも白しろくなさそうに答える。足元には青年の遺体が転がっている。

「よくいますよねぇ、あなたみたいに自分がぜぇんぶ正しいと思っちゃってる人。めんどくさいですねぇ。知ってます？　そういうの井いの中なかの蛙かわずって言うんですよぉ？」

「なんだと……、貴様、騎士を失ったというのにまだそんな戯れ言を」

「失ったぁ？　ああ……、一回壊こわれただけですよぅ？」

　キーラの足元の遺体が、突とつ然ぜん動いた。

　生気のない顔をして、まるで人形のような不自然な動作で立ち上がる。

「何だ⁉　さっき倒たおした騎士……？　死んだはずでは……」

　目を見張るフィーネにキーラは淡たん々たんと言った。

「いいですかぁ？　うちは医い療りよう王家サモセク。傷も病気もなんでも治せるのが売りなんですよぅ？　……もちろん、死体を動かすくらい、どってことないんですよぉ？」

　キーラの声にあわせて、蘇よみがえった騎士に召喚武装が構築されていく。

「そっちが七人なら、こっちは七百回くらい生き返らせればいいですかぁ？」

　にたぁと、初めて見せたキーラの感情のこもった表情に、フィーネは背筋が凍こおり付いた。




〈エジプト　地底ピラミッド〉

「誰だれかね」

　砂さ漠ばくの地下深くに築かれた逆ピラミッドの中央で、アンク家の姫イシス・アンクは、背後に気配を感じ目を開けた。

「あちゃあ、気づかれちゃったか。残念。もう少し進めるかと思ったのに」

「……お主、シタ・ミトゥム家の……？」

　メガネをくいっと持ち上げながら、暗がりから現れたのは、シタ・ミトゥム家の姫、イシュタルである。

「なんの用かね。我は瞑めい想そう中。建築王家のそなたらに頼む用は持ち合わせておらぬが」

　正体を察すると、イシスはあっさりと瞑想に戻った。しかし、

「面白い冗談を言う。……冠姫聖戦プリンセスジハードに決まってる！」

　突とつ如じよ、イシュタル・シタ・ミトゥムの足元からもり上がった影かげが、イシス・アンクに槍やり状の武器を突き付けた。

　だが。

　その武器は、奇き妙みような角度で折れ曲がり、刃は先さきはイシュタルの喉のどもとに向かっていた。

「面白いのはそなただ。我は遵じゆん法ぽう王家アンクの姫ひめ。我の立場は中立。そして我の召喚騎士は、女め神がみハトホルだ。人の子が神に勝てると思うのかね？」

　いつのまにか、イシスの傍には褐かつ色しよくの肌はだをした妙みよう齢れいの美女が立ち、蠱こ惑わく的な笑顔を浮うかべていた。

「ふふふ。そうだよねえ。だから今日は戦いじゃなくてさ……。ね、手を組まない？」

　イシュタルのメガネがきらりと輝かがやいた。




〈フィンランド　ヘルシンキミュージックセンター楽屋〉

「エリナ様、そろそろお時間です」

「はぁーい」

　楽屋口のドアから声が聞こえ、バサラ家の姫、エリナ・バサラは元気の良い返事をした。

　目の前には鏡があり、そこにコンサート用のきらびやかな衣い装しようを身にまとったエリナの姿が映っている。

「うん。今日もエリナはかわいい。エリナは最高。エリナは一番」

　おまじないのように、言葉を唱え、指先で軽く頰ほおを突く。

「よおし、今日も頑がん張ばって歌っちゃうぞぉ！　なんたって、エリナは芸能王家バサラ家で唯ゆい一いつのアイドル歌手だもんね。伝統芸能とか、つまんないもんね。冠姫聖戦プリンセスジハードなんて、もってのほかだもんね！」

　エリナは楽屋を出て、ずかずかと大おお股またで廊ろう下かを歩く。

　途と中ちゆう、先ほど声をかけてきたマネージャの女性が耳打ちする。

「エリナ様。会場に敵が潜ひそんでいるかもしれません。そのときは迷うことなく、ワタシを召喚してください」

「やーだよー！　そんなことしたら、ファンの子たちが困っちゃうでしょ！」

「エリナ様！」

　エリナは金切り声で叫さけぶマネージャの制止を振ふり切り、小走りでステージへ向かった。




〈インド　山さん岳がく地帯奥地〉

　木々の生おい茂しげる深い森の中央。小さな池に浮かんだ蓮はすの葉の上で、トリシュラ家の姫、ナンは目を閉じていた。こうやって自然の声を聞く。それが彼女の日課だった。

　だが、不意にその目が見開かれる。

「……木々たちがざわめいている……。森の動物たちも落ち着きがない。まるでみんな何かに怯おびえているよう……。何かが起ころうとしている……」

　ナンは空を見上げた。

「シヴァ神よ。……わたくしも争いに身を投じるべきなのですか」

　一いち陣じんの風が、静かにナンの身体からだを撫なでていった。




〈スペイン　冠絶の姫王エクセルシアサラ・アルマダの居城〉

「冠絶の姫王エクセルシアサラ様。本気ですか……」

「本気に決まっています。わたくしは二十二歳。他ほかの姫たちに比べれば少し年かさですが、まだ未み婚こんです。資格は充じゆう分ぶんあります！」

　きらびやかなドレスに身を包んだサラは従者に向かって笑顔で言う。

「今回の冠姫聖戦プリンセスジハード、やっぱりわたくしも参加します。海かい賊ぞく王家アルマダの実力を、再びこの世に知らしめてさしあげましょう！　おーっほっほっほ」




〈中国大陸　崑こん崙ろん山〉

「リン、今日の首しゆ尾びはどうかの？」

「まずまず。敵の組織、地味に疲ひ弊へいしてる。陥かん落らくまでもう少し」

「そうか。ご苦労だったの」

　元龍りゆう王おう家けの姫メイファは、元の龍王家居城から少し離はなれたところにある、反クーデター組織のアジトに身を預けていた。もちろんそのメンバーは皆みな、龍王家の使用人だった者たちで、特にメイファを慕したっている者ばかりだ。

「冠姫聖戦プリンセスジハードに戻もどるにしても、父上や母上を救出しないことには、どうにも落ち着かないからのう」

「もう少し。王様と女王様。もう少しで救出できる。待ってて公主」

　メイファの召喚騎士で、護衛役のリンは、龍王と女王の救出係を請うけ負っていた。

「ところで、公主の方は？」

「うむ？　そうじゃのう、まあまあじゃな」

　メイファはくるりと椅い子すを回した。

　メイファの後ろにはたくさんのパソコンが並べられていて、ディスプレイにはいくつもの折れ線グラフが表示されていた。

「妾わらわの預金は着実に増えておる。このままいけばこれ以上無む駄だな血を流さずとも、クーデター組織を買収できるかもしれぬ」

「さすが公主」

「何、龍王家の人間たるもの、金を増やすことなど呼吸をするよりたやすいからの」

　ほっほっほと、メイファは優ゆう雅がに笑った。

　龍王家の姫は、クーデターで奪うばわれた王家の居城やら何やらを取り戻すために、パソコンを入手し、デイトレーディングを始めていた。そして、その結果、たったの数週間で、世界で十位に入るほど、資産を増やすことに成功している。

　龍王家というのは、そういう力を持った血筋だった。富ふ豪ごう王家たる所以ゆえんである。

「そういえば、良護殿どのは元気にしておるかのう。噂うわさではマギアの姫と一戦交えたようだがの」

「盾町良護！」

　良護の名を聞き、リンが軽く飛び跳はねた。

「公主、リンは盾町良護に逢あいたい！」

「それは妾も同じじゃ。しかしの、龍王家をこのままにしておくわけにもいかんからの」

　するとリンが珍めずらしく小難しい表情を浮かべて顎あごに手を当てた。

「……公主、敵、あと少しで落ちる。だったら、リン、一気に落としてくる。そしたら盾町良護に会いにいける？　いってもいい？」

「できるのかの？」

「リンは公主の召喚騎士。今も強いけど、召喚されればもっと強い！」

「……ふむ」

　メイファは少し考えてから大きくうなずいた。

「よし、みなのもの。今こ宵よいは総力戦じゃ。リンを中心に一気に落とすぞ。龍王家が姫、龍リユウ美メイ花フアに続くのじゃ！」

　おおお！　と、アジトのあちこちから喊かん声せいが巻き起こった。




〈日本　盾町家〉

「んじゃ、ぼちぼち俺たちもでかける準備をするか」

　食事が終わると、良護がおもむろに言った。

「うん。そうね」

「あら？　どこかへおでかけしますの？」

　オリカは首しゆ肯こうしたが、セイラはきょとんとしている。

「夏休みになったし、遠出がしやすいからな……。そろそろこっちからも攻せめてみようって、オリカと相談したんだよ」

「攻める……、ですの？」

「わたしたちは冠絶の姫王エクセルシアを目指しているんだもの。待っているだけじゃ勝てないわ。だから、夏休みを利用して何人かの姫と戦ってこようと思うのよ」

「そういうことですの……。わかりましたわ。それじゃあ、わたしも準備しますわね」

「は？　おい、セイラ、遊びにいくんじゃないんだぞ？」

「そうよ。セイラはもう夏か輪りんを使わないことにしたんでしょう？　だったらついてきたって危ないだけよ」

「なめてはいけませんわ。たとえ姫涙石ラクリマがなくとも、マカルイン家も十三王家のひとつです。我が家に伝わる不思議な骨こつ董とう品を使えば、いくらかのフォローはできますわ。ちょっと準備してきますわ。アゲハ、手伝って欲しいですの」

　そして、セイラとアゲハが、どたばたとどこかへ移動する。

　骨董品とは、セイラが夏輪を操あやつるのに使った幸福の鐘かねなどの、特とく殊しゆな力を持った道具のことらしい。マカルイン家は十三王家で、一番それらを保有しているのだという。

「ねえ、良護」
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　ふと、オリカが改まった口調で良護を呼んだ。

「なんだ？」

「あのね、出発する前に、もう一度約束して欲しいの。わたしを冠絶の姫王エクセルシアにするって」

「なんだよ、そんなこと。何度も言っただろ？」

「言葉じゃなくて！　その……」

　と、オリカは目を閉じ、顎を少し持ち上げた。

　良護はそれでオリカの意図を理解する。

　少しだけためらったものの、周囲を見回してから、良護は深く深呼吸をした。

「……ああ。わかったよ。約束する。俺はおまえを冠絶の姫王エクセルシアにする。絶対に」

　そう言って、良護はオリカの唇くちびるに自分の唇を押し当てた。




　ふたりが交かわした約束は、果たして実現するのかどうか。

　それはこれからのふたりと、それを見守る大きな空だけが知っている。







　あとがき







　おひさしぶりです。もしかしたら、はじめまして。

　著作を食間に服用してもらいたいと思っている宮みや沢ざわ周あまねです。もちろん、食前でも食後でも食事中でも、テスト中でも……、これはさすがに無理ですが、お好きなときにお読み頂ければ幸いです。

　さて、冠絶の姫王エクセルシアと召しよう喚かん騎き士しⅢ、いかがだったでしょう。

　前巻からの引きだった、冠姫聖戦プリンセスジハードのルールを無視して姫を直接攻撃する謎なぞの敵！

　ついに明かされた十三王家の名前と特徴、そしてその姫たち！

　最後の敵は、死んだはずのあのひと？

　と、箇か条じよう書きにすればこんなところでしょうか（作中の順番通りではありません）。

　なかでも一番の見所は、良りよう護ごの活躍でしょうか。

　いや、オリカの全○とか、新キャラ、アヴィスの魔○ネタかも？

　待て、あのひとの制服姿も捨てがたいぞ⁉

　……まあ、あれです。お好きな所で盛り上がって頂ければ幸いです！




　さて、本シリーズはこの巻で一区切りです。

　良護とオリカにとっては、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ巻で立りつ志し編といったところになりました。

　元々、本作品は、担当さんとの打ち合わせに持っていった、『お姫さまを召喚して戦うバトルもの』という、ほとんど一行くらいのメモ書きから発生したものです。

　まさかここまで話が膨らむとは思ってもいませんでした。

　これも偏ひとえに、拙せつ作さくを支えてくださった方々のおかげだと思います。

　ものすごくお世話になってばかりの担当さん、キャラクターみんなに、可愛かわいくて格好良くて、さらにエッチ（言っちゃった）で、素敵なイラストをつけてくださったCurrent Storageカレントストレージのおふたり、それから編集部や出版に関わっている皆様、そして『冠絶の姫王エクセルシアと召喚騎士』シリーズを手にとり、読んでくださった読者様。

　皆様、本当にありがとうございました。

　またどこかでお会い出来る日を楽しみにしています。





二○一三年五月　宮みや沢ざわ　周あまね　












冠絶の姫王エクセルシアと召しよう喚かん騎き士しⅢ








宮みや沢ざわ　周あまね
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